
明
治
期
の
三
井
三
池
炭
鉱
と
帆
船
輸
送

木
庭
俊
彦

は
じ
め
に

一
三
池
炭
の
販
売
と
輸
送

二
明
治
二
〇
年
代
半
ば
ま
で
の
帆
船
輸
送

三
明
治
二
〇
年
代
後
半
の
帆
船
輸
送

四
明
治
三
〇
年
代
以
降
の
帆
船
輸
送

お
わ
り
に

は
じ
め
に

（
一

）
三

池
炭

鉱
と

番
船

三
井
三
池
炭
鉱
は
、
明
治
政
府
の
輸
出
振
興
策
の
一
環
と
し
て
官
営
三
池
鉱
山
で
採
掘
さ
れ
た
石
炭
の
販
売
が
三
井
物
産
に
委
託
さ
れ
た

の
を
契
機
に
、
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
に
三
井
へ
払
い
下
げ
ら
れ
た
日
本
最
大
級
の
炭
鉱
で
あ
る
（
１
）。
そ
の
後
、
三
井
財
閥
が
発
展
し
て

い
く
う
え
で
同
炭
鉱
が
き
わ
め
て
大
き
な
意
味
を
も
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
（
２
）。
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さ
て
、
明
治
期
の
三
池
炭
鉱
で
採
掘
さ
れ
た
石
炭
（
三
池
炭
）
は
、
坑
口
近
く
の
大
牟
田
川
河
口
（
横
須
濱
）
か
ら
有
明
海
の
出
口
に
あ

た
る
島
原
半
島
先
端
の
口
之
津
港
ま
で
小
型
の
木
造
船
で
運
ば
れ
て
い
た
（
３
）（

地
図
）
。
有
明
海
は
「
二
浬
余
ノ
遠
浅
デ
潮
ノ
干
満
ハ
時
季
ニ

依
リ
多
少
ノ
差
ハ
ア
ル
ケ
レ
ド
モ
、
高
潮
ノ
時
ハ
十
七
、
八
尺
ニ
モ
及
ビ
、
満
潮
時
ヨ
リ
前
後
ヲ
通
ジ
テ
、

�カ
ニ
二
時
間
位
ノ
短
時
間
ノ

間
ニ
之
等
出
入
船
全
部
ノ
整
理
ヲ
要
」
す
る
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
た
（
４
）。
し
た
が
っ
て
、
大
牟
田
川
河
口
ま
で
は
比
較
的
に
小
さ
な
帆
船

の
み
が
入
港
可
能
で
、
大
型
の
帆
船
や
汽
船
は
口
之
津
港
に
停
泊
し
て
三
池
炭
を
積
み
替
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

三
池
炭
は
官
営
期
の
明
治
一
〇
年
代
に
香
港
・
上
海
の
石
炭
市
場
で
高
い
シ
ェ
ア
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
三
井
に
払
い
下
げ
ら
れ
た
後

も
市
場
の
拡
大
に
応
じ
て
輸
出
高
を
伸
ば
し
て
い
っ
た
（
５
）。
明
治
三
〇
年
代
に
入
る
と
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
加
え
た
東
ア
ジ
ア
市
場
で
の
競
争

が
激
化
し
た
た
め
、
三
池
炭
の
み
を
販
売
し
て
い
た
三
井
物
産
は
戦
略
を
変
更
し
、
三
池
炭
以
外
の
取
り
扱
い
を
開
始
し
た
。
三
井
物
産
は

塩
田
へ
三
池
粉
炭
、
長
崎
港
・
口
之
津
港
へ
バ
ン
カ
ー
用
に
三
池
塊
炭
を
送
り
込
み
、
海
外
市
場
で
は
三
池
炭
を
軸
と
し
な
が
ら
も
筑
豊
炭

の
販
路
拡
大
を
目
指
し
て
い
っ
た
。

口
之
津
港
か
ら
三
池
炭
の
主
要
市
場
で
あ
る
香
港
、
上
海
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ま
で
は
三
井
物
産
船
舶
部
（
主
に
自
社
船
）
が
輸
送
を
担
っ

て
い
た
が
（
６
）、
大
牟
田
か
ら
口
之
津
ま
で
の
輸
送
の
担
い
手
は
「
三
池
番
船
」
と
呼
ば
れ
た
帆
船
業
者
で
あ
っ
た
（
以
下
、
番
船
と
略
す
（
７
））
。

番
船
は
大
牟
田
に
居
住
す
る
船
主
で
構
成
さ
れ
、
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
ま
で
、
そ
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
た
数
人
の
代
表
者
（
惣
代
）

が
船
主
総
会
を
開
き
、
す
べ
て
の
問
題
は
そ
こ
で
議
決
さ
れ
て
い
た
（
８
）。
そ
の
後
、
明
治
四
一
年
に
三
池
港
が
開
港
し
、
潮
の
干
満
と
は
関
係

な
く
直
接
汽
船
に
石
炭
を
積
み
込
む
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
た
め
、
番
船
に
よ
る
口
之
津
港
ま
で
の
輸
送
は
次
第
に
不
要
と
な
っ
て
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
明
治
三
〇
年
代
ま
で
は
三
池
炭
鉱
の
発
展
を
大
牟
田
の
船
主
た
ち
が
末
端
で
支
え
て
い
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま

で
の
三
池
炭
鉱
に
関
す
る
分

析
は
、
三
池
港
の
重
要
性
に

力
点
を
置
く
あ
ま
り
、
番
船
に
よ
る
輸
送
に
つ
い
て
は
関
心
を

示
さ
な
い

傾
向
が

あ
っ
た
。
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明
治
期
に
お
け
る
三
池
炭
鉱
の
資
本
蓄
積
の
過
程
を
生
産
・
流
通
の
両
面
か
ら
分
析
し
た
春
日
［
一
九
七
七
］
は
、
船
舶
不
足
や
番
船
に

よ
る
運
賃
値
上
げ
要
求
な
ど
、
大
牟
田

�口
之
津
間
に
お
け
る
輸
送
の
問
題
点
に
言
及
し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
か
た
ち
で
三
池
炭
鉱
が
所
有

船
を
拡
充
し
、
明
治
四
一
年
に
三
池
港
を
完
成
さ
せ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（
９
）。
直
接
に
大
型
汽
船
が
入
港
可
能
と
な
る
三
池
築
港
に
よ
っ

て
、
輸
送
の
円
滑
化
と
経
費
節
減
が
達
成
さ
れ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
明
治
四
一
年
ま
で
は
番
船
に
よ
る
輸
送
が
必
要
で
あ

っ
た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
そ
れ
ま
で
輸
送
の
問
題
が
い
か
に
解
決
さ
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
疑
問
は
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。

こ
の
問
い
に
答
え
よ
う
と
し
た
の
が
大
島
［
二
〇
〇
六
］
で
あ
る
（

�）。
同
論
文
は
、
三
池
港
が
開
港
す
る
ま
で
帆
船
輸
送
と
港
湾
荷
役
の
効

率
化
が
ど
の
よ
う
に
実
現
さ
れ
て
い
た
の
か
を
考
察
し
た
。
こ
こ
で
は
、

『
三
井
鉱
山
五
十
年
史
稿
』
と
い
う
社
史
稿
本
に
も
と
づ
い
て
、
番
船
は

「
船
舶
建
造
費
充
当
貸
付
金
」
や
「
臨
時
貸
付
金
及
立
替
金
」
、
「
救
済
扶
助

金
」
な
ど
「
各
種
の
補
助
金
制
度
」
に
よ
り
専
属
化
さ
れ
て
お
り
、
三
井
鉱

山
が
「
社
有
船
と
貸
付
金
を
梃
子
と
し
つ
つ
艀
船
業
者
を
組
織
化
し
て
輸
送

の
安
定
化
」
を
図
っ
て
い
た
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
は
大
島
［
二
〇
〇
六
］
に
多
く
の
示
唆
を
得
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は

い
く
つ
か
の
残
さ
れ
た
課
題
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
第
一
に
、
同
論
文
で

は
、
船
舶
の
所
有
と
「
各
種
の
補
助
金
」
が
い
か
に
番
船
の
専
属
化
と
輸
送

の
効
率
化
に
結
実
す
る
の
か
は
論
証
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
、
次
項
で

述
べ
る
と
お
り
、
「
各
種
の
補
助
金
」
の
う
ち
「
船
舶
建
造
費
充
当
貸
付
金
」

と
い
う
定
期
的
な
資
金
供
与
が
明
治
二
〇
～
三
〇
年
代
に
行
わ
れ
て
い
た
と
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い
う
明
確
な
史
料
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
自
社
船
に
よ
る
口
之
津
港
へ
の
輸
送
は
量
的
に
極
め
て
限
定
的
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
第

一
点
目
と
関
連
す
る
が
、
社
史
稿
本
に
記
述
さ
れ
て
い
る
三
井
鉱
山
に
よ
る
番
船
の
保
護
・
監
督
を
強
調
す
る
あ
ま
り
、
大
牟
田
と
い
う
地

域
に
お
け
る
海
運
取
引
の
実
態
が
把
握
さ
れ
な
い
ま
ま
議
論
さ
れ
て
い
る
。
結
論
を
先
取
り
す
る
な
ら
ば
、
番
船
の
多
く
が
居
住
す
る
大
牟

田
町
を
拠
点
に
活
動
を
展
開
し
、
三
池
炭
鉱
と
深
い
関
係
を
持
つ
地
方
企
業
家
（
旧
石
炭
問
屋
・
有
力
船
主
）
の
果
た
し
た
役
割
に
注
意
を

払
う
べ
き
で
あ
る
（

�）。

以
上
、
口
之
津
港
ま
で
の
輸
送
問
題
が
改
善
さ
れ
た
こ
と
の
論
拠
と
し
て
、
三
池
炭
鉱
に
よ
る
帆
船
の
所
有
と
臨
時
貸
付
金
・
救
済
金
の

供
給
を
挙
げ
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
三
池
炭
鉱
と
番
船
と
の
間
の
取
引
関
係
を
一
次
史
料
に
立
ち
戻
っ
て
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
先
行
研
究
で
利
用
さ
れ
て
き
た
社
史
稿
本
を
批
判
的
に
検
証
し
て
み
た
い
。

（
二

）
『

三
井

鉱
山

五
十

年
史

稿
』

の
批

判
的

検
証

三
井
鉱
山
は
三
池
炭
鉱
払
い
下
げ
か
ら
五
〇
年
に
あ
た
る
昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
）
に
社
史
の
編
集
に
着
手
し
た
。
ま
ず
、
各
事
業
所
・

関
係
会
社
が
「
原
資
料
ニ
依
ル
発
達
史
ヲ
編
纂
シ
、
本
店
ニ
於
テ
ハ
右
各
事
業
所
発
達
史
ニ
ヨ
リ
会
社
史
ヲ
編
纂
ス
ル
」
こ
と
と
さ
れ
た
（

�）。

こ
の
「
発
達
史
」
は
各
事
業
所
・
関
係
会
社
の
歴
史
を
具
体
的
に
叙
述
し
た
「
沿
革
史
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。

昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
）
二
月
に
は
各
所
の
「
沿
革
史
」
が
す
べ
て
本
店
に
提
出
さ
れ
、
五
十
年
史
の
編
纂
は
完
成
に
近
づ
い
た
。
と

こ
ろ
が
、
戦
時
下
の
出
版
物
制
限
に
よ
っ
て
刊
行
が
困
難
と
な
っ
た
た
め
、
編
纂
委
員
会
は
出
版
時
期
を
延
期
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
昭
和

一
九
年
一
二
月
に
原
稿
を
『
三
井
鉱
山
五
十
年
史
稿
』（
以
下
、『
五
十
年
史
稿
』
と
略
す
）
と
し
て
謄
写
版
で
印
刷
・
保
管
す
る
作
業
を
完

了
さ
せ
た
（

�）。

番
船
に
つ
い
て
は
、
三
池
港
務
所
が
作
成
し
た
「
沿
革
史
」（『
三
池
港
務
所
沿
革
史
』）
を
も
と
に
（

�）、『
五
十
年
史
稿
』
第
五
章
「
三
池
の
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輸
送
」
の
な
か
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
大
島
［
二
〇
〇
六
］
と
重
複
す
る
部
分
も
あ
る
が
、
そ
の
要
点
を
示
し
て
お
き
た
い
。
番
船
は

「
当
社
専
属
の
海
上
輸
送
機
関
」
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
専
属
船
と
し
て
「
保
護
助
長
監
督
」
す
る
た
め
の
施
策
と
し
て
、（
一
）

貸
付
金
の
付
与
、（
二
）
救
済
扶
助
、（
三
）
明
治
三
九
年
の
番
船
組
合
の
組
織
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
特
に
（
一
）
の
貸
付
金

に
つ
い
て
検
証
し
て
み
た
い
（

�）。

『
五
十
年
史
稿
』
で
は
、
こ
の
貸
付
金
を
「
船
舶
建
造
費
充
当
貸
付
金
」
と
「
臨
時
貸
付
金
及
立
替
金
」
に
区
分
し
て
い
る
。「
船
舶
建
造

費
充
当
貸
付
金
」
と
は
、
官
営
時
代
か
ら
実
施
さ
れ
て
き
た
貸
付
制
度
で
、
昭
和
一
四
年
現
在
で
も
年
末
に
積
載
量
一
ト
ン
に
つ
き
二
円
か

ら
四
円
程
度
が
貸
し
付
け
ら
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
ま
で
は
盆
節
季
の
年
二
回
の
貸
し
付
け
で
あ
っ
た
が
、

翌
年
か
ら
年
末
一
回
と
改
定
さ
れ
、
利
息
は
年
九
分
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
昭
和
一
四
年
時
は
七
分
）。「
臨
時
貸
付
金
及
立
替
金
」
と
は
、

比
較
的
遠
距
離
の
航
海
に
か
ぎ
り
、
運
賃
引
当
で
積
荷
決
定
と
同
時
に
貸
し
つ
け
た
も
の
と
、
荷
揚
地
の
三
井
物
産
出
張
所
や
取
引
先
で
立

替
金
を
支
出
し
た
も
の
で
あ
る
（
と
も
に
無
利
息
）。

こ
れ
ら
の
記
述
は
『
三
池
港
務
所
沿
革
史
』
第
二
巻
（
第
二
編
大
牟
田
港
）
に
よ
っ
て
い
る
（

�）。
臨
時
の
貸
付
金
と
立
替
金
は
と
も
か
く
、

問
題
と
な
る
の
は
定
期
的
な
貸
出
と
し
て
の
「
船
舶
建
造
費
充
当
貸
付
金
」
で
あ
る
。
そ
の
裏
付
け
と
な
っ
た
一
次
史
料
は
、
明
治
四
四
年

一
月
二
六
日
の
三
池
港
務
所
の
稟
議
「
三
池
番
船
運
賃
前
借
金
ノ
事
」
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
（

�）。
こ
れ
は
「
旧
年
末
ニ
際
シ
金
融

困
難
ノ
趣
キ
ニ
テ
各
船
主
運
賃
引
当
ト
シ
テ
前
借
願
出
候
」
た
め
、
年
九
分
の
利
子
で
約
四
万
五
、
〇
〇
〇
円
を
番
船
一
八
九
隻
に
対
し
て

「
例
年
通
リ
貸
渡
」
す
こ
と
を
許
可
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
従
来
ハ
盆
節
季
ノ
両
度
ニ
積
高
壱
円
ノ
標
準
ニ
テ
貸
渡
」
し
て
い

た
も
の
を
年
一
度
に
改
め
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
稟
議
書
で
は
い
つ
頃
か
ら
盆
節
季
の
前
貸
金
が
開
始
さ
れ
た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
明
治
四
四
年
時
点
で
は
、
前
貸
金

が
個
々
の
番
船
に
対
し
て
船
舶
建
造
資
金
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
根
拠
は
十
分
で
な
い
。
ま
た
、
管
見
の
限
り
で
は
、
明
治
二
〇
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年
代
か
ら
明
治
三
〇
年
代
前
半
ま
で
の
三
池
鉱
業
所
史
料
に
定
期
的
な
貸
し
付
け
を
示
す
よ
う
な
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
（

�）。

（
三
）

課
題
の
設
定

以
上
の
先
行
研
究
の
整
理
お
よ
び
『
五
十
年
史
稿
』
の
批
判
的
検
証
か
ら
、
三
池
炭
鉱
の
発
展
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
っ
た
番
船
が
、
い

か
に
安
定
し
た
輸
送
力
と
し
て
機
能
し
た
の
か
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
と
い
え
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
番
船
に
よ
る
輸
送
の
実
態

を
一
次
史
料
か
ら
読
み
解
く
こ
と
で
、
大
牟
田
に
お
け
る
海
運
取
引
の
あ
り
方
を
究
明
し
、
三
池
炭
が
口
之
津
港
へ
円
滑
に
輸
送
さ
れ
た
要

因
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

具
体
的
な
課
題
と
し
て
以
下
の
二
点
を
挙
げ
て
お
く
。
第
一
に
口
之
津
港
へ
の
輸
送
問
題
が
三
池
炭
鉱
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
考
察
す

る
。
日
清
戦
争
後
に
お
い
て
、
口
之
津
港
ま
で
の
帆
船
輸
送
が
三
池
炭
の
販
路
の
維
持
・
拡
大
を
制
約
し
て
い
た
こ
と
を
明
確
に
し
た
い
。

第
二
に
、
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
三
池
炭
鉱
が
い
か
に
対
応
し
、
番
船
が
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
安
定
的
な
輸
送
力
と
な
っ
た
の
か
を
検

証
す
る
。
史
料
の
制
約
上
、
本
稿
で
は
番
船
へ
の
前
貸
金
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
三
池
炭
鉱
と
番
船
と
の
間
の

具
体
的
な
交
渉
内
容
に
注
目
し
て
、
両
者
の
契
約
関
係
が
変
化
し
て
い
く
過
程
を
解
明
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
第
一
節
で
は
官
営
時
代
お
よ
び
三
井
へ
払
い
下
げ
ら
れ
た
後
の
三
池
炭
の
販
売
、
積
出
、
輸
送
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
こ
こ
で
は
、

先
行
研
究
の
成
果
を
参
考
に
し
つ
つ
、
主
に
『
三
池
港
務
所
沿
革
史
』
に
も
と
づ
い
て
事
実
関
係
を
お
さ
え
て
い
く
。
第
二
節
で
は
、
明
治

二
〇
年
代
半
ば
ま
で
の
口
之
津
港
へ
の
輸
送
状
況
と
三
池
炭
鉱
が
帆
船
を
所
有
し
て
い
く
経
緯
を
分
析
す
る
。
第
三
節
で
は
、
明
治
二
〇
年

代
後
半
に
お
け
る
船
舶
不
足
の
深
刻
化
と
そ
れ
へ
の
三
池
炭
鉱
の
対
応
策
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。
第
四
節
で
は
、
明
治
三
〇
年
代
以
降

の
番
船
に
よ
る
輸
送
と
そ
の
管
理
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
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（

1）
三
池
藩
・
柳
川
藩
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
て
い
た
三
池
炭
鉱
は
、
明
治
六
年
に
官
収
さ
れ
、
工
部
省
鉱
山
寮
の
管
轄
下
に
三
池
支
庁
が
置
か
れ

た
。
そ
の
後
、
官
制
の
改
変
に
よ
っ
て
三
池
鉱
山
分
局
、
三
池
鉱
山
局
、
三
池
鉱
山
工
業
所
と
改
称
さ
れ
て
い
る
（
三
井
文
庫
編
『
三
井
事
業

史
』
本

�・
第
二
巻
、
一
九
八
〇
年
、
二
五
三
頁
、
財
団
法
人
西
日
本
文
化
協
会
編
『
福
岡
県
史
・
近
代
資
料
編
・
三
池
鉱
山
年
報
』
一
九
八

二
年
、
解
題
）。

（

2）
三
井
三
池
炭
鉱
は
明
治
二
二
年
に
三
池
炭
礦
社
と
し
て
営
業
を
開
始
し
た
が
、
そ
の
後
、
三
井
鉱
山
合
資
会
社
三
池
炭
礦
社
（
明
治
二
五
年
）、

三
井
鉱
山
合
名
会
社
三
池
炭
礦
事
務
所
（
同
二
六
年
）
、
三
井
合
名
会
社
鉱
山
部
三
池
炭
礦
事
務
所
（
同
四
二
年
）
と
名
称
が
変
更
さ
れ
、
明

治
四
四
年
に
三
井
鉱
山
株
式
会
社
三
池
鉱
業
所
と
な
っ
た
。
本
稿
で
は
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
、
役
職
や
事
務
所
を
指
す
以
外
は
す
べ
て
「
三

池
炭
鉱
」
で
統
一
し
た
。

（

3）
三
池
炭
を
運
搬
し
た
木
造
船
は
艀
船
と
も
帆
船
と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
、
両
者
の
間
に
船
型
の
違
い
は
な
く
、
同
じ
機
能
を
果
た
し
て
い
た

も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
本
稿
で
は
引
用
文
を
除
い
て
帆
船
の
名
称
で
統
一
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

（

4）
『
三
池
港
務
所
沿
革
史
』
第
二
巻
、
一
二
一
頁
、
三
井
鉱
山
五
十
年
史
稿
本
六
六
。
本
稿
で
使
用
す
る
史
料
は
、
断
り
の
な
い
限
り
、
す
べ

て
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
で
あ
る
。
以
下
、
引
用
史
料
中
の
括
弧
内
、
傍
点
、
読
点
は
す
べ
て
筆
者
に
よ
る
も
の
。
な
お
、
史
料
の
請
求
記
号
は

三
井
鉱
山
五
十
年
史
稿
本
を
稿
本
○
○
、
三
池
鉱
業
所
史
料
を
三
池
○
○
と
略
し
、
史
料
番
号
は
混
同
を
避
け
る
た
め
に
初
出
か
再
出
か
を
問

わ
ず
明
記
す
る
。
ま
た
、
史
料
内
に
索
引
目
次
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
索
引
目
次
番
号
を
記
し
て
お
く
。

（

5）
以
下
は
、
隅
谷
三
喜
男
『
日
本
石
炭
産
業
分
析
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
八
年
、
第
一
部
第
二
章
、
春
日
豊
「
三
井
財
閥
に
お
け
る
石
炭
業
の

発
展
構
造

�日
本
産
業
革
命
期
を
中
心
と
し
て

�」
（
『
三
井
文
庫
論
叢
』
第
一
一
号
、
一
九
七
七
年
）
、
山
下
直
登
「
日
本
資
本
主
義
確
立
期

に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
石
炭
市
場
と
三
井
物
産

�上
海
市
場
を
中
心
に

�」
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
会
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
ノ
ー
ト
』
№
八
、

一
九
七
七
年
ａ
）
、
同
「
日
本
資
本
主
義
確
立
期
に
お
け
る
上
海
石
炭
市
場
の
展
開
」
（
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
ノ
ー
ト
』
№
九
、
一
九
七
七
年

ｂ
）、
同
「
日
本
帝
国
主
義
成
立
期
の
香
港
市
場
と
三
井
物
産
（
上
）、（
下
）

�石
炭
市
場
を
中
心
に

�」（
九
州
大
学
石
炭
研
究
資
料
セ
ン
タ

ー
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
』
№
一
〇
、
一
九
八
〇
年
、
№
一
一
、
一
九
八
一
年
）。

（

6）
大
島
久
幸
「
三
井
物
産
に
お
け
る
輸
送
業
務
と

傭
船
市
場
」
（
中
西

聡
・
中

村
尚
史
『

商
品

流
通
の
近
代
史
』
日
本
経

済
評
論
社
、
二
〇
〇
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三
年
、
第
六
章
）
は
、
三
井
物
産
船
舶
部
に
よ
る
自
社
船
輸
送
が
価
格
面
で
三
池
炭
の
競
争
力
を
補
強
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

（
7）

以
下
は
、
三
井
鉱
山
三
池
支
店
受
渡
課
『
三
池
炭
の
需
給
概
観

�大
正
四
年
度
以
降
昭
和
三
三
年
度

�を
主
体
と
し
て

�』
一
九
五
九
年

（
九
州
大
学
記
録
資
料
館
『
石
炭
研
究
資
料
叢
書
』
№
三
〇
、
二
〇
〇
九
年
で
翻
刻
）
に
よ
る
。
な
お
、
三
池
番
船
の
ほ
か
に
も
、
防
長
番
船
、

住
ノ
江
番
船
、
有
明
番
船
（
肥
筑
番
船
）
が
三
池
炭
の
輸
送
に
従
事
し
て
い
た
が
、
口
之
津
港
へ
の
輸
送
の
大
部
分
を
担
っ
た
の
は
三
池
番
船

で
あ
る
た
め
、
本
論
中
の
「
番
船
」
と
は
こ
の
三
池
番
船
を
指
す
こ
と
に
す
る
（
防
長
番
船
に
つ
い
て
は
後
述
）。

（

8）
本
論
で
述
べ
る
と
お
り
、
明
治
三
九
年
に
公
式
の
組
合
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
同
組
合
は
昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）
に
戦
時
海
運
管

理
令
に
も
と
づ
い
て
解
散
し
、
統
制
機
関
で
あ
る
筑
後
地
区
機
帆
船
運
送
株
式
会
社
に
再
編
成
さ
れ
た
。

（

9）
前
掲
、
春
日
［
一
九
七
七
］
一
九
七
～
二
一
七
頁
。

（

10）
大
島
久
幸
「
明
治
期
三
井
物
産
に
お
け
る
荷
役
業
務

�口
之
津
港
の
事
例

�」
『
高
千
穂
論
叢
』
第
四
〇
巻
五
号
、
二
〇
〇
六
年
（
以
下
の

引
用
部
分
は
一
〇
四
～
一
〇
五
頁
）
。
た
だ
し
、
同
論
文
の
主
題
は
三
井
物
産
な
い
し
三
井
鉱
山
に
お
け
る
港
湾
荷
役
の
直
営
化
の
動
き
で
あ

り
、
帆
船
輸
送
の
問
題
を
本
格
的
に
分
析
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。

（

11）
三
池
郡
大
牟
田
町
の
企
業
家
に
つ
い
て
は
、
中
村
尚
史
『
地
方
か
ら
の
産
業
革
命
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
、
第
四
章
を
参
照
。

（

12）
昭
和
一
四
年
七
月
三
一
日
付
の
五
十
年
史
編
纂
委
員
発
五
十
年
史
編
纂
三
池
駐
在
委
員
宛
書
信
（『
本
店
往
復
（
昭
和
一
四
年
分
）』
五
十
年

史
、
稿
本
八
三
一

�一
）
。

（

13）
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
分
か
る
と
お
り
、
『
五
十
年
史
稿
』
は
一
次
史
料
を
踏
ま
え
た
記
述
が
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い

て
史
料
的
価
値
の
高
い
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。（
以
上
は
『
五
十
年
史
稿
』
巻
一
、
総
説
、
序
、
三
井
鉱
山
五
十
年
史
稿
一
）。

（

14）
『
三
池
港
務
所
沿
革
史
』（
以
下
で
は
同
史
料
を
『
沿
革
史
』
と
略
す
）
全
一
〇
巻
は
、
昭
和
一
四
年
九
月
か
ら
編
纂
に
着
手
さ
れ
、
昭
和
一

七
年
七
月
に
清
書
を
終
え
て
本
店
に
発
送
さ
れ
た
。

（

15）
（
二
）
に
つ
い
て
異
論
は
な
い
が
、
（
三
）
に
つ
い
て
は
明
治
三
九
年
ま
で
ど
の
よ
う
に
保
護

・
管
理
し
た
の
か
と
い
う
問
題
が
残
る
と
と
も

に
、
三
井
鉱
山
が
「
番
船
組
合
」
を
設
立
さ
せ
た
か
の
よ
う
な
誤
解
を
生
む
（
同
組
合
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）。

（

16）
な
お
、
『
沿
革
史
』
第
九
巻
（

商
事

・
会

計
、
二
三
七
～
二
三
八
頁
、
稿
本
七
二

�二
）
は
、
前

貸
金
と
し
て
「
三
池
前

貸
金
」
、
「
三
池

臨
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時
前
貸
金
」
、
「
各
地
前
貸
金
」
の
三
つ
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
「
三
池
前
貸
金
」
と
は
「
船
主
ノ
運
用
資
金
」
と
し
て
毎
年
一
回
貸
し
つ

け
る
も
の
、「
三
池
臨
時
前
貸
金
」
と
は
出
航
の
際
に
「
糧
米
其
他
引
当
ニ
少
額
宛
ヲ
貸
与
ス
ル
」
も
の
、「
各
地
前
貸
金
」
と
は
寄
港
先
の
三

井
物
産
出
張
所
な
ど
か
ら
支
出
さ
れ
た
も
の
で
、
す
べ
て
運
賃
か
ら
返
済
に
あ
て
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

（

17）
三
池
港
務
所
『
稟
議
綴
』
稟
一
、
明
治
四
二
年
～
大
正
二
年
、
三
井
文
庫
所
蔵
未
整
理
史
料
。

（

18）
本
論
で
指
摘
す
る
よ
う
に
、
明
治
三
〇
年
代
後
半
以
降
に
番
船
が
瀬
戸
内
海
輸
送
で
利
用
さ
れ
る
に
と
も
な
っ
て
、
三
井
鉱
山
に
よ
る
前
貸

金
が
船
の
改
造
資
金
と
し
て
利
用
さ
れ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
な
お
、
大
正
一
〇
年
代
に
な
る
と
、
年
末
の
運
賃
前
借
金
を
年
度
内
に
返

済
で
き
な
い
船
主
も
存
在
し
て
い
る
（
三
池
港
務
所
の
『
稟
議
綴
』
な
い
し
『
本
稟
議
』
三
井
文
庫
所
蔵
未
整
理
史
料
）。

一
三
池
炭
の
販
売
と
輸
送

（
一
）

官
営
時
代
の
販
売
と
輸
送

官
営
初
期
に
お
い
て
三
池
炭
は
三
つ
の
ル
ー
ト
で
販
売
さ
れ
た
（
１
）。
第
一
に
、
藩
営
時
代
と
同
様
に
島
原
の
石
炭
問
屋
を
通
じ
て
買
積
船
に

売
ら
れ
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
大
牟
田
か
ら
島
原
ま
で
の
輸
送
は
、
島
原
の
石
炭
問
屋
の
所
有
船
と
番
船
が
担
っ
て
い
た
。
当
該

期
に
は
、
明
治
政
府
が
希
望
者
に
船
舶
建
造
資
金
を
貸
与
し
、
三
池
炭
の
輸
送
に
従
事
す
る
帆
船
の
増
加
を
促
し
た
。
第
二
に
、
地
売
り
と

し
て
大
牟
田
の
石
炭
問
屋
を
経
由
す
る
ル
ー
ト
で
、
具
体
的
に
は
森
時
三
郎
、
野
口
忠
七
、
小
野
源
哲
へ
の
販
売
で
あ
っ
た
。
第
三
に
、
政

府
が
鉄
道
寮
な
ど
官
庁
方
面
へ
直
売
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
他
中
国
地
方
の
塩
田
や
海
外
市
場
に
む
け
て
も
三
池
炭
の
宣
伝
に
努

力
し
て
い
た
。

明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
、
海
外
へ
の
販
路
拡
張
を
目
指
す
政
府
は
三
井
物
産
に
三
池
炭
の
販
売
を
委
託
し
た
。
島
原
港
で
は
汽
船
の
入
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港
が
困
難
な
た
め
、
明
治
一
一
年
五
月
に
三
池
石
炭
海
外
直
輸
出
仮
規
則
が
制
定
さ
れ
、
不
開
港
場
で
あ
る
口
之
津
港
で
の
石
炭
輸
出
が

「
工
部
省
附
属
船
」
と
そ
の
「
雇
船
」
に
限
っ
て
認
可
さ
れ
た
。
同
年
、
三
井
物
産
は
口
之
津
出
張
店
を
同
地
船
問
屋
・
肥
後
屋
の
二
階
に

開
設
し
て
い
る
。

さ
て
、
坑
口
か
ら
積
出
地
ま
で
の
輸
送
に
関
し
て
は
、
明
治
一
一
年
二
月
に
大
浦
坑
か
ら
横
須
濱
ま
で
馬
車
鉄
道
が
開
通
し
、
同
一
五
年

六
月
に
七
浦
坑
、
同
二
〇
年
八
月
に
宮
浦
坑
ま
で
敷
設
・
延
長
さ
れ
た
。
港
湾
施
設
に
つ
い
て
は
、
明
治
一
一
年
に
大
牟
田
川
の
第
一
水
門

が
完
成
し
（
明
治
一
九
年
頃
に
第
二
水
門
竣
工
）
、
干
潮
時
に
お
い
て
も
水
門
内
に
て
帆
船
の
一
時
碇
泊
が
可
能
と
な
っ
た
（
２
）。
ま
た
、
水
門

内
の
二
ヶ
所
に
木
製
の
シ
ュ
ー
ト
が
取
り
付
け
ら
れ
た
石
炭
搭
載
場
が
建
設
さ
れ
、
「
炭
凾
ヲ
転
覆
シ
テ
石
炭
ハ
此
ノ
シ
ュ
ー
ト
ヲ
滑
ツ
テ

船
艙
内
ニ
落
下
サ
レ
、
石
炭
ノ
粉
砕
ヲ
防
止
ス
ル
ト
共
ニ
船
積
ヲ
敏
速
ナ
ラ
シ
ム
ル
装
置
」
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。

積
込
作
業
に
関
し
て
、
三
池
鉱
山
分
局
は
明
治
一
一
年
に
「
大
牟
田
川
ニ
於
テ
荷
積
ス
ル
艀
船
頭
等
ハ
左
ノ
條
件
篤
ト
相
心
得
ヘ
ク
事
」

と
し
て
六
ヶ
条
の
規
則
を
制
定
し
て
い
る
（
３
）。
そ
の
な
か
で
、
第
三
條
で
は
「
水
門
内
ニ
於
テ
荷
積
ヲ
為
サ
ン
ト
ス
ル
船
ハ
先
ツ
運
輸
課
ニ
申

出
、
而
シ
テ
入
船
許
可
ノ
番
札
ヲ
請
取
、
コ
レ
ヲ
水
門
守
者
ニ
差
出
シ
、
仝
者
ノ
指
揮
ニ
従
ヒ
乗
込
ヘ
シ
」
、
第
四
條
で
は
「
水
門
内
ニ
入

ル
船
ハ
番
札
ノ
順
次
ニ
桟
橋
ヨ
リ
上
流
エ

�泊
ス
ヘ
シ
」
と
さ
れ
、
入
船
順
に
荷
役
を
行
う
と
い
う
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
た
。

口
之
津
港
ま
で
の
海
上
輸
送
は
、
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
に
三
井
物
産
が
事
実
上
管
轄
下
に
お
く
こ
と
と
な
り
、
大
牟
田

�口
之
津

間
輸
送
の
円
滑
化
を
同
社
が
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
番
船
に
よ
る
輸
送
だ
け
で
は
航
路
の
渋
滞
や
石
炭
の
盗
難
な
ど
が

多
発
し
て

い
た
た
め
、
三
池
鉱
山
分
局
は
明
治
一
二
年
四
月
に
曳
船
二
隻
を
製

造
・
購
入
し
、
同
一
四
年
六
月
に
西
洋
型
帆
船
三
〇

隻
を
新

造
し
た
（

４
）。

そ
の
後
、
明
治
一
九
年
に
は
三
井
物
産
が
口
之
津
、
島

原
、
長

崎
ま
で
の
輸
送
を
名
実
と
も
に
請
け
負
う
こ
と
と
な
り
、

政
府
の
所
有
船
で

あ
る

曳
船
二
隻
と
帆
船
二
二

隻
が
払
い
下

げ
ら
れ
た
。

三
井
物
産
に

販
売
が

委
託
さ
れ
て
か
ら
の
国
内

売
却
先
は
、

東
京
や
大
阪
な
ど
の
大
消

費
地
と

諸
官
庁
へ
の

販
売
を
除
い
て
、
明
治
一
一
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年
に
大
牟
田
の
石
炭
問
屋
ら
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
「
石
炭
会
社
」
に
一
元
化
さ
れ
て
い
た
（
５
）。
同
社
の
株
主
に
は
、
藩
営
時
代
の
石
炭
問
屋
・

森
時
三
郎
、
野
口
忠
七
、
小
野
源
哲
な
ど
の
ほ
か
に
、
後
述
す
る
福
井
福
太
郎
や
井
上
嘉
一
郎
と
い
っ
た
番
船
の
惣
代
も
含
ま
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
の
会
社
は
数
年
後
に
解
散
し
、
三
井
物
産
は
各
問
屋
と
個
別
に
取
引
契
約
を
結
ば
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
に
と
も
な
っ

て
契
約
違
反
が
多
発
し
た
た
め
、
明
治
二
〇
年
、
三
井
物
産
の
主
導
で
地
元
石
炭
問
屋
を
合
同
さ
せ
、
三
池
石
炭
商
社
が
成
立
し
た
。
同
社

は
三
井
物
産
と
契
約
を
締
結
し
、
主
に
筑
後
・
肥
後
の
一
帯
を
販
売
先
と
し
て
活
動
し
た
。

（
二

）
払

い
下

げ
後

の
販

売
と

輸
送

明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
一
月
、
三
池
炭
鉱
の
払
い
下
げ
を
う
け
て
営
業
を
開
始
し
た
三
池
炭
礦
社
は
、
六
月
に
三
井
物
産
と
一
四
条

の
委
託
販
売
契
約
を
結
ん
だ
。
翌
年
に
は
そ
の
契
約
を
一
部
改
正
し
た
「
三
井
物
産
会
社
委
託
石
炭
販
売
約
定
書
」
が
成
立
し
た
（
６
）。
こ
の
約

定
書
の
な
か
で
、
口
之
津
港
（
明
治
二
二
年
に
特
別
輸
出
港
に
指
定
）
ま
で
の
輸
送
と
関
連
す
る
条
項
は
第
五
條
と
第
八
條
で
あ
る
。
第
五

條
で
は
、
「
三
池
炭
礦
社
ハ
炭
鉱
採
出
ニ
随
ヒ
横
須
桟
橋
ニ
於
テ
三
井
物
産
会
社
ヘ
相
渡
シ
、
其
授
受
ノ
噸
数
ヲ
以
テ
確
定
ノ
数
量
ト
為
ス

モ
ノ
ト
ス
」
と
さ
れ
、
但
書
で
「
横
須
濱
ヨ
リ
長
崎
、
口
ノ
津
、
島
原
、
三
角

�ノ
運
送
費
ハ
実
費
ヲ
以
テ
計
算
シ
、
其
取
扱
手
数
料
ハ
相

当
ノ
額
ヲ
定
メ
炭
礦
社
ヨ
リ
物
産
会
社
ヘ
交
付
ス
ヘ
シ
」
と
定
め
ら
れ
た
。
第
八
條
で
は
、「
石
炭
横
須
濱
桟
橋
ニ
於
テ
授
受
ス
ル
カ
故
ニ
、

其
以
前
ノ
運
送
及
販
売
ニ
関
ス
ル
諸
係
費
ハ
総
テ
三
井
物
産
会
社
之
レ
ヲ
担
当
支
弁
シ
、
売
揚
代
金
ノ
内
ヨ
リ
差
引
計
算
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」

と
さ
れ
、
但
書
で
「
横
須
濱
ヨ
リ
口
ノ
津
其
他
輸
出
地

�ノ
運
送
費
ハ
三
井
物
産
会
社
ノ
請
求
ニ
依
リ
其
時
ニ
三
池
炭
礦
社
ヨ
リ
払
渡
ス
ヘ

シ
」
と
決
め
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
明
治
二
三
年
一
〇
月
、
第
五
條
の
但
書
に
関
す
る
具
体
的
な
規
定
と
し
て
、
横
須
濱
か
ら
口
之
津
・
長
崎
・
島
原
へ
の
運
賃
は

三
井
物
産
が
各
船
主
に
支
払
う
実
費
の
金
額
と
す
る
こ
と
、
三
池
炭
鉱
が
三
井
物
産
に
曳
船
の
補
助
費
と
し
て
年
一
万
二
、
〇
〇
〇
円
（
明
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治
二
六
年
に
減
額
）、
帆
船
の
運
送
取
扱
手
数
料
と
し
て
ト
ン
当
た
り
一
銭
を
支
払
う
こ
と
が
決
定
し
た
。

三
池
炭
礦
社
は
、
営
業
開
始
後
す
ぐ
に
陸
上
輸
送
と
港
湾
施
設
の
改
善
に
取
り
か
か
っ
た
（
７
）。
明
治
二
三
年
八
月
、
官
営
期
に
計
画
さ
れ
て

い
た
横
須
濱
の
船
渠
工
事
、
大
牟
田
川
水
路
浚
疏
工
事
、
運
炭
鉄
道
の
敷
設
の
三
大
工
事
に
着
手
し
た
。
船
渠
工
事
は
、
面
積
四
、
七
二
一

坪
を
深
さ
一
四
尺
ま
で
掘
削
し
、
平
均
七
〇
ト
ン
積
の
船
舶
一
七
〇
隻
を
収
容
で
き
る
船
渠
を
設
け
、
第
三
水
門
を
建
設
す
る
と
い
う
も
の

で
あ
り
、
明
治
二
四
年
四
月
に
完
成
し
た
。
帆
船
は
第
二
水
門
よ
り
入
渠
し
、
石
炭
を
積
み
込
ん
だ
後
に
第
三
水
門
よ
り
出
航
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
水
路
浚
疏
工
事
は
、
大
牟
田
川
の
水
路
が
狭
隘
で
浅
い
た
め
、
水
門
よ
り
下
流
に
む
け
て
川
幅
一
一
間
を
一
五
間
に
拡
張
す
る
と

い
う
も
の
で
、
同
年
八
月
に
竣
功
し
た
。
運
炭
鉄
道
の
敷
設
は
横
須
濱
か
ら
宮
浦
坑
、
七
浦
坑
ま
で
の
間
を
専
用
汽
車
鉄
道
で
結
ぶ
と
い
う

も
の
で
あ
り
、
同
年
一
一
月
と
一
二
月
に
開
通
し
た
。
ま
た
、
一
〇
月
に
は
、
横
須
濱
に
四
ヶ
所
の
鉄
板
製
シ
ュ
ー
ト
を
備
え
た
船
積
桟
橋

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
坑
口
か
ら
運
搬
さ
れ
て
き
た
底
開
き
炭
車
か
ら
直
接
船
に
積
み
込
む
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
と
並
行

す
る
か
た
ち
で
貯
炭
用
の
高
架
桟
橋
が
建
設
さ
れ
た
た
め
、
貯
炭
能
力
の
増
大
や
荷
役
時
間
の
短
縮
が
見
込
ま
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
施
設
の
拡
充
に
と
も
な
っ
て
三
池
炭
鉱
は
社
内
組
織
を
整
備
し
て
い
っ
た
（
８
）。
明
治
二
二
年
三
月
に
設
け
ら
れ
た
総
務
部
運
輸

課
が
、
坑
口
か
ら
横
須
濱
ま
で
の
馬
車
運
搬
の
み
を
管
理
し
て
い
た
が
、
三
大
工
事
が
竣
功
し
た
明
治
二
四
年
に
は
、
貯
炭
お
よ
び
船
積
も

同
課
の
管
轄
と
な
っ
た
。
ま
た
、
翌
二
五
年
八
月
、
運
輸
課
は
総
務
部
所
属
か
ら
三
池
炭
礦
社
運
輸
課
と
し
て
独
立
し
、
坑
外
運
搬
・
船
舶

積
入
・
貯
炭
の
他
に
海
上
輸
送
も
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
輸
送
に
関
し
て
は
坑
口
か
ら
口
之
津
港
ま
で
を
三
池
炭
鉱
が
、
口

之
津
港
で
の
積
み
込
み
か
ら
消
費
地
ま
で
を
三
井
物
産
が
担
当
す
る
と
い
う
体
制
が
整
っ
た
の
で
あ
る
。

（
三

）
口

之
津

港
へ

の
輸

送
の

実
態

次
に
、
横
須
濱
か
ら
口
之
津
港
ま
で
の
輸
送
の
実
態
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
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明
治
初
期
の
大
牟
田
周
辺
に
お
い
て
、
地
元
の
帆
船
業
者
（
番
船
）
が
ど
れ
ほ
ど
存
在
し
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
明
治
一
三
年

（
一
八
八
〇
）
頃
ま
で
は
三
万
斤
～
七
万
斤
（
一
万
斤
＝
六
ト
ン
と
し
て
一
八
～
二
一
ト
ン
積
）
の
小
型
和
船
が
多
く
、
百
数
十
隻
ほ
ど
が

島
原
お
よ
び
口
之
津
へ
の
三
池
炭
輸
送
に
従
事
し
て
い
た
。
明
治
一
九
年
頃
に
な
る
と
、
七
〇
～
八
〇
ト
ン
積
の
西
洋
型
模
擬
帆
船
が
建
造

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
明
治
二
三
年
に
番
船
数
は
二
〇
〇
隻
前
後
に
達
し
た
と
推
測
さ
れ
る
（
９
）。

前
述
の
と
お
り
、
横
須
濱
で
は
明
治
二
四
年
に
高
架
桟
橋
が
建
設
さ
れ
、
そ
れ
以
降
、
専
用
鉄
道
に
よ
る
大
型
炭
車
か
ら
の
直
積
が
な
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（

�）。
他
方
で
、
貯
炭
の
積
み
込
み
の
場
合
に
は
二
通
り
の
経
路
が
あ
っ
た
。
海
岸
に
近
い
貯
炭
の
場
合
に
は
人
力
に
よ
っ

て
担
ぎ
込
ま
れ
、
距
離
が
遠
い
場
合
に
は
移
動
式
の
小
軌
道
を
敷
設
し
て
小
炭
車
に
積
み
込
み
、
地
平
線
の
石
垣
か
ら
海
上
四
メ
ー
ト
ル
弱

ほ
ど
突
き
出
た
釣
り
桟
橋
（「
押
上
桟
橋
」）
ま
で
人
力
で
押
上
げ
て
船
積
さ
れ
て
い
た
。
積
込
作
業
を
終
え
た
番
船
は
一
日
二
回
の
満
潮
時

に
あ
わ
せ
て
第
三
水
門
よ
り
出
航
し
た
。
そ
の
際
、
「
差
出
人
夫
」
が
船
の
大
小
に
応
じ
て
三
～
五
人
乗
込
み
、
水
棹
を
用
い
て
航
路
ま
で

導
く
と
い
う
作
業
を
行
っ
て
い
た
。
差
出
人
夫
は
、
船
が
追
い
風
に
乗
っ
て
帆
を
揚
げ
た
の
ち
に
伝
馬
船
で
帰
港
し
、
再
び
他
の
帆
船
に
乗

り
込
む
と
い
う
仕
事
を
繰
り
返
し
て
い
た
（

�）。
水
門
を
出
た
あ
と
に
、
逆
風
で
帆
走
困
難
な
場
合
に
三
井
物
産
の
曳
船
が
使
用
さ
れ
た
。

積
出
量
が
増
加
す
る
と
船
舶
が
常
に
混
雑
す
る
よ
う
に
な
り
、
水
門
内
で
順
番
の
整
理
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
三

池
炭
鉱
は
、
三
大
工
事
を
竣
功
さ
せ
た
明
治
二
四
年
に
お
い
て
、
第
三
水
門
側
中
之
島
に
船
舶
取
締
所
を
設
置
し
、
番
船
と
三
井
物
産
所
有

船
を
指
揮
・
監
督
さ
せ
た
。
初
代
取
締
人
と
し
て
曳
船
・
三
池
丸
の
船
長
で
あ
っ
た
原
田
源
次
郎
が
任
命
さ
れ
た
。
原
田
は
官
営
時
代
か
ら

香
港
で
小
蒸
気
船
を
操
縦
し
て
お
り
、
団

琢
磨
の

信
任
が
厚
い
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
（

�）。
そ
の
後
、
横
須
濱
停
車
場

付
属
係

員
の
な
か

に
「
船
舶
方
」
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
昼
夜
交

替
四

名
の

係
員
が

碇
泊
の
位
置
、
積
込
や
出
航
の
順
番
、
風
紀
衛
生
な
ど
の
取
締
に
あ

た
っ
た
。
ま
た
、
番
船
側
か
ら
も
昼

夜
二

名
ず
つ
の
立

会
人
を

派
遣
さ
せ
て
船
繰
り
の
円
滑
化
を

図
っ
た
（

�）。

荷
揚
げ
地
で
あ
る
口
之
津
港
で
は
、
明
治
二
二
年
八
月
に
団

琢
磨
か
ら
西

邑
乕
四
郎
、

益
田

孝
に
あ
て
て

琴
平
山

付
近
で
の
貯
炭
場
設
置
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計
画
が
上
申
さ
れ
、
翌
二
三
年
六
月
に
海
面
七
百
五
坪
の
埋
立
工
事
が
開
始
さ
れ
て
い
た
（

�）。
こ
の
工
事
は
明
治
二
四
年
四
月
に
落
成
し
、

「
天
災
等
ノ
為
メ
大
牟
田
港
ヨ
リ
ノ
送
炭
欠
乏
ノ
場
合
ニ
処
シ
テ
、
此
ノ
貯
炭
ヲ
以
テ
積
荷
ノ
補
充
ヲ
サ
ル
ヽ
ヤ
ウ
ニ
ナ
ツ
テ
頗
ル
便
利
ヲ

得
ル
」
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
明
治
二
六
年
に
は
、
「
野
曝
ノ
マ
ヽ
貯
炭
ヲ
ナ
シ
来
レ
ル
ハ
非
常
ナ
ル
品
質
ヲ
低
下
ヲ
来
ス
ト
共
ニ
損
失

ヲ
モ
蒙
ル
コ
ト
ナ
ル
ニ
付
」、
石
炭
貯
蔵
用
倉
庫
が
建
設
さ
れ
た
。

さ
て
、
横
須
濱
を
出
航
し
た
帆
船
は
、
口
之
津
港
に
着
船
し
た
順
番
に
し
た
が
っ
て
、
船
問
屋
の
取
り
次
ぎ
を
経
て
三
井
物
産
口
之
津
出

張
店
の
指
図
を
仰
ぎ
、
荷
揚
後
に
大
牟
田
へ
帰
航
し
た
。
こ
こ
で
の
問
屋
の
機
能
に
つ
い
て
、
明
治
二
六
年
の
史
料
か
ら
明
ら
か
に
し
て
お

き
た
い
。
三
井
物
産
口
之
津
出
張
店
は
、
口
之
津
港
の
船
問
屋
に
対
し
て
「
艀
船
取
扱
心
得
書
」
（
史
料
一
）
を
確
認
事
項
と
し
て
通
知
し

て
い
た
。
以
下
、
史
料
の
全
文
を
記
す
（

�）。

［
史

料
一

］
「
艀
船
取
扱
心
得
書
（

�）」

今
般
三
池
艀
船
惣
代
井
上
嘉
一
郎
外
一
名
ヨ
リ
ノ
願
意
ヲ
採
用
シ
、
当
社
雇
三
池
石
炭
運
送
艀
船
五
拾
九
艘
ノ
取
次
ヲ
貴
殿
ニ
相
任
シ

候
ニ
付
、
右
艀
船
取
扱
心
得
ト
シ
テ
左
ノ
通
リ
相
定
メ
候
事

第
一
条
艀
船
取
次
ニ
付
貴
殿
権
限
及
取
扱
事
務
、
送
状
ノ
届
方
、
精
米
代
及
切
符
受
取
、
揚
荷
受
取
方
之
取
次
及
船
積
陸
揚
等
ノ
節
、

�ニ
空
船
ニ
テ
曳
船
曳
カ
ル
ヽ
節
、
諸
船
番
繰
周
旋
之
事

第
二
条
艀
船
入
港
ノ
時
ハ
順
番
ヲ
正
シ
直
ニ
送
状
ヲ
届
出
ヅ
ベ
シ

但
、
数
船
同
時
入
港
ノ
時
ハ
取
纏
メ
同
時
ニ
届
出
可
然
ト
雖
モ
、
其
他
ハ
入
港
ノ
都
度
一
々
速
ニ
届
出
ズ
ベ
キ
者
ノ
ト
ス

第
三
条
各
船
精
米
代
受
取
書
ニ
ハ
船
頭
実
印
押

捺
シ
丁

寧
ニ
シ
、
且
ツ
貴
殿
ハ
間
違
ヒ
ナ
キ
証
ト
シ
テ
之
ニ
認
印
ヲ
押
捺
シ
、

差
出
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方
取
計
フ
ベ
シ

第
四
条
石
炭
受
取
方
、
切
符
受
取
方
ノ
義
ハ
、
沖
或
ハ
陸
出
張
之
当
社
員
ヨ
リ
受
取
タ
ル
切
符
ヲ
以
テ
申
出
ズ
ベ
シ

第
五
条
船
積
及
陸
揚
等
ノ
節
ハ
万
事
当
社
出
張
員
之
指
図
ヲ
受
ク
ベ
シ

但
、
荷
役
之
節
ハ
貴
殿
又
ハ
貴
殿
雇
員
一
名
以
上
必
ズ
現
場
ニ
出
、
万
事
不
都
合
ナ
キ
様
諸
事
周
旋
ス
ベ
シ

第
六
条
曳
船
エ
空
船
ヲ
回
ス
節
ハ
順
番
其
他
諸
々
注
意
シ
、
曳
船
エ
出
監
シ
都
合
ナ
キ
様
取
計
ベ
シ

第
七
条
別
紙
艀
船
心
得
書
及
曳
船
ニ
曳
カ
ル
ヽ
諸
船
心
得
書
各
一
通
宛
相
渡
シ
置
候
ニ
付
、
諸
心
得
書
ニ
拠
リ
総
テ
ヲ
取
計
フ
ベ
キ

事但
、
諸
船
方
ヘ
ハ
諸
心
得
ニ
違
背
セ
ザ
ル
様
常
ニ
懇
諭
ア
ル
ベ
シ

第
八
条
貴
殿
ノ
権
限
ハ
艀
船
ノ
取
次
ニ
止
マ
ル
者
ニ
シ
テ
、
別
ニ
石
炭
上
等
ニ
立
入
ル
等
ノ
挙
動
ナ
キ
様
注
意
ア
ル
ベ
シ

第
九
条
艀
船
取
次
相
任
シ
候
ニ
付
テ
ハ
貴
殿
ト
会
社
ト
ノ
関
係
ハ
頗
ル
多
キ
ニ
付
、
貴
殿
又
ハ
貴
殿
ノ
雇
人
一
名
不
断
当
社
ヘ
出
入

ア
ル
ベ
シ

第
拾
条
貴
殿
ノ
雇
人
ハ
、
其
人

�ハ
固
ヨ
リ
貴
殿
ノ
随
意
タ
リ
ト
雖
モ
、
万
一
当
社
ニ
於
テ
不
都
合
之
人
物
ト
見
認
ム
ル
ト
キ
ハ
、

之
レ
ヲ
謝
絶
ス
ル
事
ア
ル
ベ
シ

第
十
一
条

精
米
代
受
取
方
其
他
ノ
取
次
上
后
日
不
都
ナ
キ
証
ト
シ
テ
、
金
壱
百
円
ヲ
貴
殿
ヨ
リ
当
社
ニ
預
リ
置
ク
モ
ノ
ト
ス

但
、
万
一
金
銭
上
当
社
ニ
対
シ
不
都
合
ノ
所
業
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
当
社
ハ
右
金
員
ヲ
以
テ
之
ヲ
弁
償
セ
シ
ム
ベ
シ

（
第
十
二
条
未
記
入
）

第
十
三
条

貴
殿
ト
他
ノ
三
池
艀
船
取
扱
人
ト
ノ
間
ハ
親
密
和
睦
シ
、
軋
轢
紛
争
順
番
ヲ
争
フ
等
ノ
挙
動
決
シ
テ
無
様
尤
モ
注
意
ス
ベ

シ
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第
十
四
条

此
取
貴
殿
ヘ
許
任
メ
期
限
ハ
、
本
年
三
月
一
日
ヨ
リ
此
廿
七
年
二
月
廿
八
日

�満
一
ヶ
年
ト
ス
、
満
期
ノ
上
ハ
協
議
之
上

継
続
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

第
十
五
条

右
之
通
リ
相
定
メ
置
ク
ト
雖
モ
、
万
一
不
便
ノ
事
有
之
更
正
増
則
ヲ
要
ス
ル
事
ア
リ
ト
見
認
ム
ル
ト
キ
ハ
、
期
限
中
ト
モ

改
正
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

第
十
六
条

前
記
之
通
リ
期
限
相
定
メ
置
ク
ト
モ
、
万
一
貴
殿
事
務
取
扱
上
不
都
合
ア
ル
カ
、
又
ハ
当
社
ニ
於
テ
不
得
止
事
情
有
之
ル

ト
キ
ハ
、
期
限
中
ト
モ
之
ヲ
解
止
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

右
之
条
々
心
得
書
之
通
リ
確
定
相
成
度
候
也

口
之
津
出
張
店
三
井
物
産
会
社
支
配
人
松
尾
長
太
郎

明
治
廿
六
年
三
月
田
中
信
市
殿

史
料
一
に
よ
れ
ば
、
船
問
屋
の
取
り
扱
っ
た
事
務
は
、
入
港
し
て
き
た
番
船
の
送
状
を
三
井
物
産
出
張
店
に
提
出
し
、
精
米
代
や
切
符
な

ど
を
受
け
取
る
こ
と
、
石
炭
の
荷
揚
げ
な
い
し
そ
の
他
貨
物
の
積
み
込
み
の
際
の
順
番
を
取
り
締
ま
る
こ
と
で
あ
っ
た
（
第
一
条
）。
ま
た
、

船
問
屋
は
送
状
の
提
出
や
曳
船
の
取
り
次
ぎ
に
関
し
て
常
に
順
番
に
注
意
す
る
こ
と
（
第
二
条
、
第
六
条
）
、
番
船
へ
の
精
米
代
の
貸
し
付

け
の
担
保
と
し
て
一
〇
〇
円
を
供
出
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
（
第
一
一
条
）
。
さ
ら
に
、
「
艀
船
心
得
書
」
（
史
料
二
）
お
よ
び
「
曳
船
ニ
曳
カ

ル
ヽ
諸
心
得
書
」
を
基
準
に
取
り
計
ら
い
、
番
船
に
対
し
て
「
違
背
セ
ザ
ル
様
常
ニ
懇
諭
」
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
（
第
七
条
）。

［
史

料
二

］
「
石
炭
積
艀
船
心
得

マ
マ

」
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第
一
諸
船
入
港
順
番
ハ
蛭
子
鼻
ヲ
目
宛
ト
シ
相
定
ム
ベ
シ

第
二
税
関
及
当
社
下
並
ニ
他
ノ
出
入
口
波
止
場
ハ
五
間
以
上
ノ
間
碇

�ス
ベ
カ
ラ
ス

第
三
船
積
及
陸
揚
ニ
付
回
船
ノ
事
相
報
ジ
タ
ル
ト
キ
ハ
時
刻
無
遅
滞
回
船
ス
ベ
シ

第
四
船
積
及
陸
揚
ト
モ
入
港
順
番
ヲ
以
テ
取
計
フ
ベ
シ
ト
雖
モ
、
本
船
積
場
ノ
如
何
及
陸
揚
地
位
及
潮
時
ノ
如
何
ニ
由
リ
テ
ハ
、
出

張
人
ノ
見
込
ヲ
以
テ
便
宜
順
番
変
更
ス
ル
等
ノ
事
ア
ル
ベ
シ

第
五
本
船
ノ
積
場
掛
ノ
船
ニ
シ
テ
、
当
社
出
張
人
ノ
指
図
ヲ
モ
不
待
、
勝
手
ニ
引
放
ス
等
ノ
事
ア
ル
ベ
カ
ラ
ス

第
六
積
荷
ハ
常
ニ
丁
寧
ニ
取
扱
ヒ
、
揚
荷
ノ
節
モ
能
々
注
意
シ
、
一
塊
タ
リ
ト
モ
船
内
ヘ
残
ス
ベ
カ
ラ
ス

第
七
当
社
ノ
都
合
ニ
ヨ
リ
陸
揚
石
炭
積
取
リ
瀬
取
ヲ
依
頼
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ト
キ
ハ
無
異
議
承
諾
可
致
事

但
、
此
場
合
ニ
ハ
段
平
船
同
様
ノ
運
賃
ヲ
支
払
ヒ
、
尚
次
航
番
無
シ
等
相
当
ノ
報
酬
ヲ
ナ
ス
ベ
シ

第
八
碇
泊
中
碇
泊
ラ
ン
プ
無
怠
点
燈
ス
ベ
シ

右
之
通
リ
相
定
候
間
、
万
一
違
背
ノ
廉
有
之
候
ニ
於
テ
ハ
当
社
ノ
見
込
ヲ
以
テ
番
下
ケ
其
他
相
当
処
分
ヲ
可
致
ニ
付
、
平
常
能
々
注
意

万
事
正
直
不
都
合
無
之
様
可
致
候
事

明
治
廿
六
年
三
月
口
之
津
出
張
店

三
井
物
産
会
社

「
石
炭
積
艀
船
心
得
」（
史
料
二
）
に
は
、
入
港
の
順
番
は
口
之
津
港
の
入
り
口
に
あ
た
る
蛭
子
鼻
で
決
定
す
る
こ
と
、
そ
の
順
番
に
し
た

が
っ
て
揚
荷
・
船
積
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
取
り
決
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
口
之
津
港
内
で
瀬
取
り
（
本
船
と
の
間
で
の
荷
物
の
積
み
替
え
）

を
行
う
段
平
船
と
し
て
利
用
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
、
そ
の
場
合
に
は
規
定
の
運
賃
支
払
い
や
次
の
航
海
時
に
「
番
無
シ
」
（
入
着
順
と
は

無
関
係
の
優
先
的
な
措
置
）
と
い
っ
た
報
酬
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
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口
之
津
港
の
船
問
屋
は
、
三
井
物
産
と
番
船
と
の
間
の
事
務
手
続
き
の
媒
介
者
と
し
て
、
荷
役
順
の
決
定
な
ど
番
船
の
監
督
者
と
し
て
機

能
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
明
治
二
〇
年
代
半
ば
ま
で
に
港
湾
施
設
や
海
上
輸
送
に
関
す
る
組
織
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
が
、

有
明
海
の
干
満
の
差
や
天
候
の
状
況
な
ど
に
左
右
さ
れ
て
、
横
須
濱
で
積
み
込
み
を
終
え
た
帆
船
が
停
留
す
る
ケ
ー
ス
も
多
か
っ
た
。
そ
の

た
め
、
三
池
炭
鉱
は
根
本
的
な
改
善
策
と
し
て
明
治
三
五
年
に
三
池
築
港
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
以
下
で
は
、
口
之
津
港
へ
の
輸
送

状
況
を
明
治
二
〇
年
代
半
ば
、
明
治
二
〇
年
代
後
半
、
明
治
三
〇
年
代
と
三
つ
の
時
期
に
分
け
て
考
察
し
て
い
く
。

（

1）
以
下
、
断
り
の
な
い
限
り
、『
三
池
鉱
業
所
沿
革
史
』
第
一
巻
、
前
史
二
、
三
一
七
～
三
八
七
頁
（
稿
本
三
）。
当
該
期
の
三
池
炭
の
販
売
と

海
上
輸
送
に
つ
い
て
は
春
日
豊
「
官
営
三
池
炭
礦
と
三
井
物
産

�原
蓄
期
三
池
炭
礦
の
再
生
産
構
造

�」（『
三
井
文
庫
論
叢
』
第
一
〇
号
、
一

九
七
六
年
）
が
詳
し
い
。

（

2）
以
下
は
、
前
掲
『
沿
革
史
』
第
二
巻
、
三
～
七
頁
（
稿
本
六
六
）。

（

3）
以
下
は
、『
来
客
、
運
炭
積
込
、
炭
価
調
、
知
恩
社
、
博
覧
会
関
係
（
五
十
年
史
）』（
稿
本
八
三
一

�三
八
）。

（

4）
以
上
は
、
前
掲
『
三
池
鉱
業
所
沿
革
史
』
第
一
巻
、
前
史
二
、
三
七
六
頁
（
稿
本
三
）。

（

5）
以
下
の
石
炭
販
売
に
関
す
る
記
述
は
前
掲
、
春
日
［
一
九
七
六
］
に
よ
る
。

（

6）
以
下
は
『
三
池
炭
礦
年
報
』
年
四
、
自
明
治
二
二
年
至
明
治
二
三
年
（
三
池
六
五
五
）
に
よ
る
。

（

7）
以
下
の
記
述
は
『
沿
革
史
』
第
一
巻
、
第
三
・
四
章
（
稿
本
六
五
）、
前
掲
『
沿
革
史
』
第
二
巻
、
一
五
～
二
四
頁
（
稿
本
六
六
）。

（

8）
以
下
の
記
述
は
、
前
掲
『
沿
革
史
』
第
一
巻
、
第
三
・
第
四
章
（
稿
本
六
五
）。

（

9）
そ
の
後
、
横
須
濱
で
の
荷
役
施
設
の
充
実
に
と
も
な
っ
て
二
〇
〇
～
三
〇
〇
ト
ン
積
ま
で
大
型
化
し
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
頃
に
な
る

と
機
帆
船
が
普
及
し
始
め
る
（
以
上
は
、
前
掲
『
沿
革
史
』
第
二
巻
、
一
八
〇
～
一
八
一
頁
、
稿
本
六
六
、
明
治
二
三
年
の
隻
数
は
後
掲
の
第

7表
）
。

（

10）
以
下
の
記
述
は
、
断
り
の
な
い
限
り
、
前
掲
『
沿
革
史
』
第
二
巻
、
一
一
九
～
一
二
八
頁
（
稿
本
六
六
）。
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（

11）
差
出
人
夫
は
積
み
込
み
の
際
に
船
内

�並
人
夫
を
兼
業
し
て
お
り
、
一
時
期
に
は
一
〇
〇
名
以
上
の
人
夫
が
作
業
に
あ
た
っ
て
い
た
。
請
負

人
の
奥
薗
伊
勢
松
と
い
う
「
剛
胆
ナ
親
分
」
が
監
督
者
と
し
て
人
夫
を
統
轄
し
て
い
た
。

（

12）
『
高
洲
鉄
一
郎
氏
談
話
録
』
三
一
頁
（
稿
本
四
四
五
）。
な
お
、
明
治
二
七
年
一
月
八
日
付
の
団
琢
磨
発
書
信
に
よ
れ
ば
、
取
締
人
は
第
二
筑

後
丸
船
長
の
原
田
乕
吉
で
あ
り
、
明
治
二
六
年
九
月
～
一
一
月
ま
で
の
三
ヶ
月
で
一
〇
八
円
二
〇
銭
の
給
料
を
支
払
っ
て
い
る
（
庶
務
課
『
本

店
往
復
』
本
一
、
自
明
治
二
二
年
明
治
二
七
年
、
索
引
目
次
「
四
六
」、
三
池
一
四
二
七
）。
こ
の
原
田
乕
吉
と
原
田
源
次
郎
と
の
関
係
は
今
の

と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

（

13）
船
舶
取
締
所
の
人
員
を
す
べ
て
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
明
治
三
三
年
の
『
三
井
鉱
山
合
名
会
社
職
員
録
』（
Ａ
〇
五
二

�一

�一
）

か
ら
は
、
船
舶
取
締
と
し
て
原
田
源
次
郎
が
、
「
運
炭
船
取
締
」
と
そ
の
補
助
と
し
て
合
計
八
名
が
確
認
で
き
る
（
そ
れ
以
前
の
職
員
録
で
は

等
級
の
み
で
職
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
）。

（

14）
以
下
は
、『
沿
革
史
』
第
一
〇
巻
、
二
二
～
二
六
頁
（
稿
本
七
三
）
に
よ
る
。

（

15）
以
下
の
記
述
は
『
艀
船
業
諸
届
記
録
』
（
口
之
津
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）
に
よ
る
。
同
史
料
は
、
船
問
屋
の
共
同
事
務
所
（
後
述
）
に
勤

め
た
「
事
務
員
」
が
書
き
写
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
脱
字
や
写
し
漏
れ
な
ど
が
散
見
さ
れ
る
が
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

（

16）
こ
の
史
料
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
に
番
船
が
分
裂
し
た
後
の
も
の
で
あ
り
、
五
九
隻
の
番
船
の
み
を
扱
う
武

屋
・
田
中
信
市
に
三
井
物
産
が
提
示
し
た
「
心
得
書
」
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
第
十
三
条
の
よ
う
に
他
の
問
屋
と
の
関
係
が
記
さ
れ
て
い
る
。

二
明
治
二
〇
年
代
半
ば
ま
で
の
帆
船
輸
送

（
一
）

市
況
と
貯
炭

ま
ず
、
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
か
ら
明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
ま
で
の
出
炭
高
、
市
況
、
貯
炭
高
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
（
１
）。
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明
治
二
二
年
上
期
に
お
い
て
は
、「
内
地
海
外
共
ニ
販
路
次
第
ニ
拡
張
」
し
て
お
り
、「
年
始
以
降
三
、
四
月
ノ
頃
マ
テ
ハ
常
ニ
供
給
不
足
」

で
あ
っ
た
が
、
五
・
六
月
頃
に
な
っ
て
「
採
出
ノ
炭
量
漸
次
増
加
セ
シ
ヲ
以
テ
、
始
メ
テ
若
干
ノ
貯
蔵
炭
ヲ
見
ル
ニ
至
レ
リ
」
と
い
う
状
態

と
な
っ
た
。
下
期
に
入
っ
て
も
、
「
販
売
上
ニ
於
テ
ハ
海
内
外
一
般
石
炭
市
場
ノ
商
況
前
期
以
来
引
続
キ
好
況
」
で
あ
り
、
出
炭
高
は
前
期

よ
り
約
三
万
五
、
〇
〇
〇
ト
ン
増
加
し
た
（
以
下
、
出
炭
高
は

第

1表
）
。
し
か
し
、
前
述
の
と
お
り
、
こ
の
時
期
は
陸
上
輸
送
、
荷
役
施

設
が
と
も
に
不
十
分
な
ま
ま
で
あ
り
、
「
車
道
筋
及
ヒ
石
炭
船
積
場
ノ
如
キ
ハ
一
層
混
雑
ヲ
極
メ
」
、
「
横
須
濱
在
来
ノ
蓄
炭
場
狭
隘
ヲ
告
ク

ル
ニ
至
レ
リ
、
依
テ
蓄
炭
場
ヲ
増
置
シ
或
ハ
仮
桟
橋
ヲ
架
設
ス
ル
等
大
ニ
困
難
ヲ
極
メ
タ
リ
」
と
い
う
ほ
ど
貯
炭
方
法
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。

明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
な
る
と
市
況
は
次
第
に
悪
化
し
、
四
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
は
「
従
来
取
引
セ
シ
上
海
、
香
港
、
汕
頭
、

芝
罘
、
其
他
ノ
外
国
商
人
ハ
頻
リ
ニ
相
場
ノ
低
落
ヲ
唱
ヘ
、
本
期
採
掘
ノ
石
炭
売
買
ノ
約
定
整
ハ
ス
、
一
時
輸
出
ノ
路
ヲ
途
絶
セ
シ
ヨ
リ
止

ヲ
得
ス
」
と
い
う
状
況
に
陥
っ
た
。
上
期
の
景
況
は
総
じ
て
不
活
発
で
、
「
本
期
採
出
炭
ハ
渾
テ
未
販
売
ニ
属
シ
タ
リ
、
内
地
販
売
ハ
主
ト

シ
テ
三
池
濱
ニ
於
テ
各
塩
田
主
ニ
売
渡
シ
タ
ル
細
粉
炭
ト
口
之
津
、
長
崎
等
ニ
於
テ
船
舶
ノ
焚
料
ニ
供
シ
タ
ル
石
炭
ニ
過
キ
サ
ル
ナ
リ
」
と

報
告
さ
れ
て
い
る
。
景
気
後
退
に
と
も
な
う
出
炭
高
の
減
少
と
穏
や
か
な
天
候
の
た
め
、
輸
送
上
の
「
渋
滞
ノ
憂
」
は
な
く
な
っ
て
い
た
。

下
期
に
入
る
と
「
採
炭
事
業
上
ニ
於
テ
ハ
挙
記
ス
ヘ
キ
程
ノ
異
状
ナ
ク
」
、
販
路
に
関
し
て
は
「
稍
振
起
好
況
ヲ
呈
」
す
る
よ
う
に
な
っ
た

た
め
、「
他
ノ
工
業
ニ
使
役
セ
シ
坑

夫
ヲ
挙
テ
八
月
以
降
採
炭
業
ニ
復
サ
シ
メ
」、
出
炭
高
を
約
一
万
五
、
〇
〇
〇
ト
ン
増
加
さ
せ
た
。
輸
送

に
つ
い
て
は
、
「
冬
季
ニ
際
シ
風
雨
怒
濤
ノ
為
メ
渡
航
ヲ
遮
絶
セ
シ
コ
ト
時
々
之
レ
有
リ
ト
雖
モ
」
、
大
き
な
支
障
を
見
る
に
は
至
ら
な
か
っ

た
。明
治
二
四
年
上
期
、
採
炭
上
に
お
い
て
異
状
は
な
く
、
海
外
市
場
の
炭
況
は
「
前
期
以
来
漸
次
活

�」
で
あ
っ
た
。
輸
送
上
で
は
一
、
二

月
に
お
い
て
「
北
風
怒
濤
ノ
為
メ
時
々
艀
船
ノ
渡
航
ヲ
遮
絶
セ
ラ
レ
タ
リ
シ
モ
」
、
そ
の
後
は
良
好
で
あ
っ
た
。
下
期
に
は
、
内
外
市
場
の

炭
況
が
「
前
期
ニ
反
シ
漸
次
萎
靡
不
活
発
ノ
商
勢
ヲ
出
現
シ
」
た
た
め
、
出
炭
高
を
減
少
さ
せ
て
「
海
外
顧
主
ノ
約
定
炭
ヲ
補
充
ス
ル
ニ
」
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第1表 出炭高推移 （単位：トン）

七浦坑 宮浦坑 大浦坑 勝立坑 万田坑 その他 合計

明治22年上期 109,319 46,245 52,607 � � 5,730 213,901

明治22年下期 114,685 72,090 52,928 � � 8,666 248,370

明治23年上期 112,220 57,820 57,550 � � 8,789 236,380

明治23年下期 122,767 65,081 55,430 � � 7,983 251,261

明治24年上期 142,878 86,554 66,321 � � 7,575 304,486

明治24年下期 130,018 80,246 65,507 � � 8,293 284,064

明治25年上期 118,858 83,323 57,131 � � 6,516 265,828

明治25年下期 85,670 74,765 51,997 � � 2,561 214,993

明治26年上期 128,644 83,688 66,626 � � 4,117 283,075

明治26年下期 158,718 86,554 65,558 � � 4,128 314,959

明治27年上期 152,648 78,811 90,248 � � 4,553 326,261

明治27年下期 165,567 80,199 87,453 � � 5,122 338,341

明治28年上期 144,853 73,715 70,921 3,299 � 6,010 298,798

明治28年下期 159,213 79,913 74,356 32,894 � 4,160 350,535

明治29年上期 129,008 74,829 89,019 59,868 � 7,602 360,326

明治29年下期 102,661 83,482 86,086 84,725 � 5,345 362,300

明治30年上期 81,659 58,107 94,576 70,500 � � 304,842

明治30年下期 106,791 70,457 87,144 63,887 � � 328,279

明治31年上期 116,973 77,127 83,774 66,538 � � 344,412

明治31年下期 161,120 72,124 81,492 90,624 � � 405,360

明治32年上期 123,933 60,840 78,914 85,125 � � 348,812

明治32年下期 151,582 59,837 82,057 77,548 � � 371,024

明治33年上期 143,386 60,343 86,457 76,486 � � 366,672

明治33年下期 152,609 62,882 86,373 69,287 � � 371,151

明治34年上期 163,338 74,871 92,460 93,424 � � 424,093

明治34年下期 181,213 96,002 97,056 106,752 � � 481,023

明治35年上期 189,302 73,165 104,737 113,014 � � 480,218

明治35年下期 185,916 99,139 94,009 108,135 � � 487,199

明治36年上期 190,360 115,203 90,015 123,624 16,092 � 535,295

明治36年下期 203,115 120,522 91,049 126,438 38,310 � 579,434

明治37年上期 225,807 132,756 101,091 122,143 45,756 � 627,552

明治37年下期 216,497 133,733 97,487 122,989 58,174 � 628,880

明治38年上期 204,555 134,900 97,499 131,748 91,395 � 660,097

明治38年下期 211,323 139,830 97,114 111,815 101,766 � 661,848

明治39年上期 234,861 136,351 95,649 133,065 121,664 � 721,590

明治39年下期 227,358 132,967 90,044 161,587 145,211 � 757,167

明治40年上期 231,353 119,900 86,318 169,629 147,208 � 757,408

明治40年下期 221,916 123,073 87,272 151,214 160,233 � 743,708

出所） 明治22年上期～明治29年下期まで『大蔵省提出礦山営業成績報告』（三池1396）、明治30年上期以

降は『三井鉱山五十史稿』巻五ノ二、総説・営業、第2表（三井鉱山五十年史稿7）。

備考） その他は梅谷坑、満谷坑、龍湖瀬坑、稲荷坑、大谷坑の合計（コークスは除外した）。

明治22年上期から明治29年下期までは小数点以下を四捨五入。

宮浦坑には宮原坑を含む。

合計が合わないが原点どおり。



止
ま
っ
た
（
前
期
比
約
二
万
ト
ン
減
）
。
他
方
で
、
前
述
の
と
お
り
、
宮
浦

�横
須
濱
間
、
宮
浦

�七
浦
間
で
汽
車
鉄
道
が
開
通
し
、
大
牟

田
川
が
浚
渫
さ
れ
て
横
須
濱
に
船
積
船
渠
が
完
成
し
た
。
当
該
期
に
は
、「
横
須
濱
船
渠
ニ
於
テ
直
ニ
船
舶
ニ
搭
載
ス
ル
ヲ
得
、（
中
略
）
是

ヨ
リ
熱
望
ス
ル
所
ハ
只
販
路
活

�ノ

�復
ヲ
竣 マ
マノ
ミ
」
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
輸
送
・
貯
炭
上
の
隘
路
は
解
消
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。

明
治
二
五
年
上
期
に
至
っ
て
も
市
況
は
回
復
せ
ず
、
「
本
期
採
炭
事
業
上
ニ
於
ケ
ル
景
況
ハ
別
ニ
異
状
ナ
カ
リ
シ
モ
、
市
場
ノ
炭
況

�々

不
活

�ノ
度
ヲ
進
メ
タ
ル
ニ
依
リ
故
ラ
ニ
産
出
額
ヲ
減
少
」
さ
せ
た
（
前
期
比
約
二
万
ト
ン
減
）
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
水
没
し
て
い
た

勝
立
坑
の
再
興
が
開
始
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
下
期
に
は
「
一
層
ノ
不
活

�ヲ
極
メ
甚
シ
キ
不
幸
ノ
域
ニ
遭
遇
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
海
外
約

定
炭
ヲ
供
給
ス
ル
ニ
止
マ
リ
」、
前
期
に
引
き
続
き
出
炭
高
を
減
少
さ
せ
た
（
約
五
万
ト
ン
減
）。
明
治
二
六
年
に
入
る
と
、
よ
う
や
く
「
内

外
各
市
場
ノ
炭
況
ハ
前
期
ニ
比
シ
稍
ヤ
活
路
」
を
呈
し
、
上
期
・
下
期
と
も
に
出
炭
高
は
増
大
し
て
い
っ
た
。

以
上
の
と
お
り
、
明
治
二
〇
年
代
半
ば
ま
で
、
鉄
道
開
通
や
船
渠
完
成
ま
で
は
突
発
的
に
輸
送
の
問
題
が
生
じ
て
い
た
と
は
い
え
、
口
之

津
港
ま
で
の
帆
船
輸
送
が
石
炭
販
売
の
障
害
に
な
っ
て
い
る
と
は
認
識
さ
れ
ず
、
需
要
が
縮
小
す
る
と
出
炭
も
減
少
す
る
と
い
う
よ
う
な
状

況
で
あ
っ
た
。
断
片
的
な
貯
炭
の
デ
ー
タ
を
示
し
て
お
く
と
、
大
牟
田
の
横
須
濱
で
の
貯
炭
高
は
明
治
二
三
年
七
月
～
明
治
二
四
年
六
月
ま

で
約
五
、
〇
〇
〇
ト
ン
以
下
で
推
移
し
た
。
ま
た
、
口
之
津
港
で
は
明
治
二
五
年
末
に
約
五
万
ト
ン
が
貯
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

三
井
物
産
の
松
尾
（
口
之
津
出
張
店
支
配
人
・
松
尾
長
太
郎
と
推
定
）
に
よ
れ
ば
（
２
）、
口
之
津
港
で
の
適
正
な
貯
炭
高
は
約
三
万
ト
ン
程
度
で

あ
り
、
横
須
濱
か
ら
の
輸
送
が
十
分
な
量
に
達
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

た
だ
、
三
池
炭
鉱
と

番
船
と
の
間
に
お
い
て
、
こ
の
時
期
に
は

運
賃

値
上

げ
要

求
な
ど
取
引

関
係
に

影
響
を
及
ぼ
す
い
く

つ
か
の
課
題
が

浮
上
し
て
い
た
。
以
下
で
は
、
三
池
炭
鉱
と

番
船

惣
代
の
交
渉
内
容
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。
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（
二
）

番
船
と
の
交
渉

明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
四
月
、
米
価
の
上
昇
に
と
も
な
っ
て
、
船
長
、
水
夫
、
炊
な
ど
の
給
与
が
三
割
以
上
増
額
し
、
船
員
な
ら
び

に
そ
の
他
職
工
の
賃
金
、
諸
物
価
ま
で
騰
貴
し
た
た
め
番
船
は
経
営
難
に
陥
っ
た
（
３
）。
当
時
の
番
船
惣
代
・
石
橋
喜
一
郎
、
小
野
弥
太
郎
、
福

井
福
太
郎
、
海
老
名
成
正
、
井
上
嘉
一
郎
、
栁

春
吉
、
永
田
長
八
は
、
三
井
物
産
三
池
出
張
店

に
運
賃
の
値
上
げ
を
要
求
し
た
。

惣
代
の
主
張
を
ま
と
め
た
第

2表
「
惣
代
の

計
算
」
に
よ
れ
ば
、
現
状
の
口
之
津
行
き
ト
ン

当
た
り
平
均
運
賃
二
四
・
五
銭
、
八
〇
ト
ン
積

の
帆
船
で
月
に
二
航
海
（
一
六
〇
ト
ン
積
）
し

た
場
合
、
収
入
は
合
計
三
九
円
二
〇
銭
と
な
り
、

船
主
の
収
入
は
支
出
を
差
し
引
い
て
一
円
九
八

銭
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
番
船
側
と
し
て
は
船
の

償
却
金
と
し
て
一
〇
円
、
船
主
の
益
金
と
し
て

一
四
円
が
望
ま
し
い
と
考
え
、
支
出
と
の
合
計

約
六
一
円
二
二
銭
（
Ａ
＋
Ｂ
＋
Ｃ
）
に
達
す
る

に
は
、
一
ヶ
月
二
航
海
半
で
二
〇
〇
ト
ン
積
と

し
て
も
、
口
之
津
行
き
運
賃
は
ト
ン
当
た
り
三
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第2表 明治24年における番船の経営状況
（口之津港行き1ヶ月あたり） （単位：円）

惣代の計算（現状） 三池炭鉱の計算（今後の予測）

項目 金額 項目 金額

収
入

トン当たり運賃 0.245 収
入

トン当たり運賃 0.286

運賃収入 39.200 運賃収入 57.150

（80t積2航海） （80t積2航海半）

支
出

船長月給 8.000

支
出

船長月給 8.000

水夫長月給 6.500 水夫長月給 6.500

水夫月給 6.000 水夫月給 6.000

炊月給 5.000 炊月給 5.000

油代 0.360 油代 0.330

�込賃（6人） 0.720 �込賃（3人） 0.360

持出賃（4人） 0.400 持出賃（3人） 0.300

口之津問屋手数料 0.480 口之津問屋手数料 0.480

ショベル損料 0.100 ショベル損料 0.060

曳船賃 0.720 曳船賃 0.720

税金および協議賃 0.400 税金および協議賃 0.400

船作事費 8.238 船作事費 5.000

小計（A） 37.218 小計（A） 33.150

船代償却（B） 10.000 船代償却（B） 10.000

船主益金（C） 14.000 船主益金（C） 14.000

（A）＋（B）＋（C） 61.218 （A）＋（B）＋（C） 57.150

出所） 庶務課『本店往復』本1（三池1427）。

備考） �込賃は1人12銭、持出賃は1人10銭。

惣代の計算（現状）の支出小計は36円91銭8厘となるが原点のままとした。

船代償却は建造費700円、保存月数70ヶ月を想定している。

船主益金は建造費700円として、その100分2を計上している。



〇
・
六
銭
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
。

惣
代
の
要
求
に
対
し
て
、
三
井
物
産
よ
り
報
告
を
受
け
た
三
池
炭
鉱
は
調
査
を
行
い
、
次
の
よ
う
な
コ
ス
ト
を
圧
縮
さ
せ
た
収
支
金
額
を

算
出
し
た
。
第

2表
「
三
池
炭
鉱
の
計
算
」
の
と
お
り
、

�込
賃
や
持
出
賃
（
船
主
が
負
担
す
る
船
内
荷
役
作
業
）
に
関
わ
る
人
員
を
減
ら

す
と
と
も
に
修
繕
費
（
船
作
事
費
）
も
減
額
さ
せ
、
予
測
さ
れ
る
必
要
金
額
（
収
入
）
は
、
惣
代
の
主
張
す
る
償
却
金
と
船
主
益
金
を
合
わ

せ
て
五
七
円
一
五
銭
に
な
る
と
試
算
し
た
。
船
渠
な
ど
が
完
成
し
た
た
め
、
口
之
津
行
き
月
平
均
二
航
海
半
は
可
能
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の

収
入
は
平
均
ト
ン
当
た
り
二
八
・
六
銭
の
運
賃
で
達
成
さ
れ
る
と
想
定
し
た
。

こ
れ
を
も
と
に
、
三
池
炭
鉱
は
「
今
般
ノ
要
求
ニ
対
シ
断
然
拒
絶
候
テ
ハ
大
ニ
各
船
主
ノ
感
情
ヲ
害
ス
ル
而
巳
ナ
ラ
ス
、
実
際
ノ
計
算
上

ニ
於
テ
モ
損
得
相
償
ハ
サ
ル
ノ
事
実
相
見
ヘ
候
上
ハ
、
幾
分
ノ
増
加
ハ
止
ム
ヲ
得
サ
ル
」
と
考
え
、
三
井
物
産
に
対
し
て
口
之
津
行
き
塊
炭

二
八
銭
（
二
・
五
銭
値
上
げ
）
、
切
込
炭
二
六
銭
（
二
・
四
銭
値
上
げ
）
を
指
示
し
た
（
４
）。
三
井
物
産
三
池
出
張
店
の
有
吉
文
壽
が
こ
の
運
賃

で
談
判
し
た
と
こ
ろ
、
番
船
の
「
多
人
数
ノ
中
ニ
ハ
之
ニ
甘
受
セ
ス
種
々
強
談
ヲ
申
立
候
者
モ
有
之
候
得
共
、
総
代
等
ノ
和
解
ニ
因
リ
終
ニ

承
諾
」
し
、
明
治
二
四
年
六
月
一
日
か
ら
五
月
末
日
ま
で
の
一
年
限
り
で
運
賃
の
値
上
げ
が
承
認
さ
れ
た
。
こ
の
交
渉
過
程
で
注
目
さ
れ
る

の
は
、
番
船
同
士
が
対
立
し
た
も
の
の
、
惣
代
の
間
で
妥
協
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
後
、
惣
代
の
な
か
で
の
争

い
が
激
し
く
な
り
、
番
船
が
二
つ
の
系
統
に
分
裂
す
る
か
ら
で
あ
る
。

成
立
の
経
緯
は
不
明
だ
が
、
も
と
も
と
番
船
に
は
非
公
式
の
組
合
（「
大
牟
田
港
艀
船
組
合
」）
が
存

在
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
運
賃

値
上
げ
交
渉
を
経
た
明
治
二
五
年
中
（
月
日
は
不
明
）
に
「
内
輪
之

都
合
」
の
た
め
「
弐

疏
」
に
分
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
次
の
史
料
三

は
、
当
時
の
惣
代
で
あ

っ
た
大
塚
清
三
郎
と
海
老

名
成

正
に
提
出
さ
れ
た
と

思
わ
れ
る
「
組
合

�問
屋
替
届
」
の
ひ
な
形
（
写
）
で
あ
る
（

５
）。

［
史

料
三

］
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何
ノ
何
某

右
私
共
之
船
是

�大
塚
清
三
郎
、
海
老
名
成
正
之
艀
舟
組
合
ニ
シ
テ
、
又
口
之
津
問
屋
ハ
肥
後
屋
八
百
次
郎
江
艀
舟
事
務
取
扱
セ
来
リ

候
得
共
、
今
般
都
合
ニ
依
リ
井
上
嘉
一
郎
、
福
井
福
太
郎
組
合
ニ
変
更
シ
、
又
口
ノ
津
問
屋
武
屋
信
一
艀
舟
ノ
事
務
依
頼
候
間
、
此
段

御
届
申
上
候
也

何
ノ
某
印

大
塚
・
海
老
名
の
組
合
に
所
属
し
て
い
た
番
船
が
井
上
、
福
井
の
組
合
に
所
属
を
変
更
し
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
肥
後
屋
に
任
せ
て
い

た
口
之
津
港
で
の
事
務
手
続
き
を
武
屋
に
依
頼
す
る
と
い
う
文
面
に
な
っ
て
い
る
。
大
牟
田
町
会
議
員
、
三
池
郡
会
議
員
な
ど
を
歴
任
し
た

平
山
喜
録
の
回
顧
に
よ
れ
ば
（
史
料
四
）
、
こ
の
分
裂
は
、
福
井
福
太
郎
一
派
と
そ
の
他
の
船
主
た
ち
と
の
対
立
が
表
面
化
し
た
も
の
で
あ

っ
た
と
推
測
で
き
る
。

［
史

料
四

］

三
百
艘
内
外
ノ
船
ノ
内
三
割
五
分
位
ハ
福
井
福
太
郎
サ
ン
ノ
所
有
デ
シ
タ
カ
ラ
、
従
ツ
テ
福
井
サ
ン
ハ
偉
イ
鼻
息
デ
横
車
ヲ
押
ス
事
モ

往
々
ア
リ
マ
シ
タ
ノ
デ
、
福
井
一
派
ト
他
ノ
船
主
ト
二
派
ニ
別
レ
船
繰
問
屋
カ
二
軒
出
来
テ
互
ニ
競
争
シ
マ
シ
タ
ノ
デ
、
炭
礦
側
ニ
足

元
ヲ
見
ス
カ
サ
レ
テ
何
十
年
ト
苦
シ
イ
経
営
ヲ
続
ケ
タ
事
モ
ア
リ
マ
ス
（
中
略
）
、
番
船
組
合
ハ
二
派
ニ
分
レ
テ
競
争
シ
マ
シ
タ
ノ
デ

運
賃
等
モ
炭
礦
ノ
言
ヒ
ナ
リ
デ
シ
タ
（
６
）

こ
の
回
顧
で
は
番
船
が
二
派
に
分
か
れ
て
競
争
し
た
た
め
、
三
池
炭
鉱
と
し
て
は
低
運
賃
の
設
定
が
容
易
で
あ
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
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い
る
。
こ
の
時
期
の
運
賃
を
み
て
み
る
と
、
確
か
に
口
之
津
・
長
崎
行
き
の

運
賃
は
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
る
。

前
述
の
と
お
り
、
明
治
二
四
年
に
口
之
津
行
き
運
賃
は
平
均
二
七
銭
に
増

額
さ
れ
て
い
た
が
（

第

3表
）
、
明
治
二
五
年
五
月
に
は
値
上
げ
期
間
が
終

了
す
る
た
め
、
番
船
側
は
同
月
に
一
年
間
の
運
賃
据
え
置
き
を
願
い
出
た
。

し
か
し
、
三
池
炭
鉱
は
そ
れ
を
拒
否
し
た
た
め
「
ス
ト
ラ
イ
キ
」
が
発
生

し
た
（
７
）。
そ
の
後
の
経
緯
は
不
明
だ
が
、
同
年
六
月
は
じ
め
に
三
井
物
産
三
池

出
張
店
の
有
吉
が
長
崎
支
店
支
配
人
金
子
弥
一
に
差
し
出
し
た
「
上
申
書
」

で
は
、
「
運
賃
直
下
ゲ
ト
ニ
依
リ
」
番
船
が
「
如
何
ニ
モ
憐
愍
」
で
あ
る
と

報
告
さ
れ
て
お
り
、
運
賃
引
き
下
げ
が
断
行
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
８
）。

明
治
二
五
年
六
月
一
三
日
、
運
賃
の
引
き
下
げ
を
う
け
て
、
番
船
惣
代
の

井
上
嘉
一
郎
・
福
井
福
太
郎
・
古
賀
又
市
・
原
田
新
蔵
の
四
名
は
三
井
物
産

三
池
出
張
店
に
「
運
賃
ノ
義
ニ
付
御
願
」（
史
料
五
）
を
提
出
し
た
。

［
史

料
五

］

当
今
石
炭
運
送
仕
候
艀
船
ノ
義
極
々
不
廻
ニ
テ
、
何
分
生
計
之
路
相
立
兼
甚
タ
困
難
之
場
合
ニ
御
座
候
間
、
何
卒
左
記
之
通
リ
御
許
容

被
成
下
度
、
此
段
奉
願
候
也

一
口
ノ
津
其
他
各
港
共
、
風
雨
日
曜
祭
日
着
船
荷
揚
日
数
等
ヲ
加
入
シ
、
十
日
以
上
滞
泊
セ
シ
船
ヘ
ハ
積
荷
百
噸
ニ
付
一
日
金
壱
円

158

第3表 番船運賃推移（トン当たり） （単位：銭）

口之津 長崎

塊炭 切込炭 平均 塊炭 切込炭 平均

明治23年 25.5 23.6 24.55 44.9 41.9 43.40

明治24年 28.0 26.0 27.00 49.4 46.0 47.70

明治27年 24.0 24.0 24.00 40.0 40.0 40.00

明治28年 � � 27.00 � � 45.00

明治29年（a） � � 24.00 � � �

明治29年（b） � � 28.50 � � 47.50

明治30年 � � 30.00 � � 50.00

明治31年 � � 39.00 � � 65.00

明治34年 � � 40.00 � � 70.00

明治35年 � � 40.00 � � 70.00

出所） 明治23年は庶務課『本店往復』本1（三池1427）、明治27～29年

（b）は『雑種契約書』（三池613）、明治29年（a）は庶務課『本店

往復』本 3（三池1429）、その他は『三池港務所沿革史』第 2巻

（稿本65）。

備考） 明治28年以降は塊炭・切込炭にかかわらず同一運賃。

明治29年（a）は1月1日～3月19日まで。

明治29年（b）は3月20日～翌年3月19日まで。



宛
ノ
割
合
ヲ
以
テ
、
滞
船
料
御
下
渡
相
成
度
候
事

但
、
滞
船
料
ハ
三
池
出
張

マ
マ

三
井
物
産
会
社
ニ
於
テ
御
払
渡
相
成
度
事

一
口
ノ
津
其
他
各
港
ニ
於
テ
瀬
取
石
炭
積
入
ノ
時
ハ
、
荷
積
日
ヨ
リ
荷
揚
日
ニ
至
ル

�前
項
ノ
滞
船
料
御
仕
払
之
上
、
尚
其
瀬
取
賃

銭
御
払
渡
被
下
度
候
事

一
口
ノ
津
其
他
各
港
ニ
於
テ
艀
船
荷
物
ヲ
本
船
ヘ
揚
掛
候
際
、
運
礦
丸
及
三
光
丸
ヨ
リ
御
中
止
無
之
様
被
成
下
度
事

一
口
ノ
津
其
他
各
港
ニ
於
テ
艀
船
荷
積
荷
揚
共
番
ナ
シ
ノ
義
一
切
廃
止
被
下
度
事

但
、
遭
難
船
ヲ
救
助
セ
シ
モ
ノ
ニ
至
ツ
テ
ハ
、
当
分
ノ
内
相
当
ノ
番
ナ
シ
御
使
行
被
下
度
、
後
日
其
方
法
等
相
定
候
上
更
ニ
御
届

ケ
可
申
上
候
ニ
付
、
其
節
ニ
至
リ
純
然
御
全
廃
被
下
度
候
事

一
以
来
、
運
礦
丸
三
光
丸
ヘ
ハ
塊
炭
ノ
ミ
ニ
限
リ
御
積
入
可
相
成
度
事

（
後
略
）

第
一
に
一
〇
日
以
上
の
滞
船
に
は
一
日
一
〇
〇
ト
ン
に
付
一
円
の
滞
船
料
を
支
払
う
こ
と
、
第
二
に
瀬
取
り
（
本
船
と
の
間
で
荷
物
の
積

み
替
え
）
を
行
う
場
合
に
は
滞
船
料
の
ほ
か
に
瀬
取
り
賃
を
支
払
う
こ
と
、
第
三
に
番
船
か
ら
直
接
本
船
に
積
み
込
む
作
業
が
三
井
物
産
の

所
有
す
る
帆
船
の
入
港
に
か
か
わ
ら
ず
行
わ
れ
る
こ
と
、
第
四
に
番
船
の
「
番
ナ
シ
」
（
順
番
な
し
の
優
遇
）
の
措
置
を
廃
止
す
る
こ
と
、

第
五
に
三
井
物
産
所
有
船
は
塊
炭
の
み
を
運
ぶ
こ
と
が
嘆
願
さ
れ
て
い
る
。
三
井
物
産
を
つ
う
じ
て
報
告
を
う
け
た
三
池
炭
鉱
の
団
琢
磨
は
、

「
事
情
不
得
止
義
ニ
付
承
諾
致
候
条
可
然
御
取
計
被
下
候
」
と
惣
代
の
要
求
を
許
可
し
た
（
９
）。

そ
の
後
、
明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
二
月
二
八
日
に
さ
ら
な
る
運
賃
の
低
下
が
合
意
さ
れ
（

�）、
翌
二
七
年
の
運
賃
か
ら
推
定
す
る
と
口
之

津
ト
ン
当
た
り
二
四
銭
と
な
り
、
明
治
二
四
年
時
点
の
平
均
運
賃
に
近
い
金
額
に
戻
っ
て
い
る
。
明
治
二
五
年
、
二
六
年
前
半
は
市
況
が
不
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活
発
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
番
船
の
分
裂
の
影
響
も
あ
っ
て
、
三
池
炭
鉱
が
口
之
津
行
き
の
運
賃
を
低
く
抑
え
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
難

し
く
な
か
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
番
船
の
運
賃
が
引
き
下
げ
ら
れ
、
三
池
炭
は
口
之
津
港
へ
滞
り
な
く
輸
送
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
池
炭
鉱
は
明

治
二
六
年
末
に
三
井
物
産
か
ら
船
舶
を
譲
り
受
け
て
い
る
。
次
に
、
な
ぜ
三
池
炭
鉱
が
船
舶
の
所
有
に
踏
み
切
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て

お
き
た
い
。

（
三
）

船
舶
の
所
有

三
井
物
産
は
、
政
府
か
ら
払
い
下
げ
を
受
け
た
曳
船
・
帆
船
を
口
之
津
へ
の
三
池
炭
輸
送
に
使
用
し
て
い
た
が
、
明
治
二
六
年
（
一
八
九

三
）
頃
に
は
そ
の
採
算
が
合
わ
な
く
な
っ
て
お
り
、
八
月
に
曳
船
三
隻
と
帆
船
の
運
礦
丸
・
三
光
丸
計
二
六
隻
を
「
現
在
勘
定
尻
の
儘
を
以

て
炭
礦
社
に
引
渡
方
請
求
致
度
事
」
を
決
議
し
た
（

�）。

他
方
で
、
三
池
炭
鉱
は
三
光
丸
・
運
礦
丸
に
「
相
当
ノ
運
賃
」
を
、
曳
船
三
隻
に
「
一
ヶ
月
数
千
円
」
の
補
助
金
を
支
払
っ
て
お
り
、

「
事
業
上
不
便
不
少
、
且
経
済
上
ニ
於
テ
モ
不
利
タ
ル
ヲ
免
レ
」
な
い
た
め
、
そ
れ
ら
船
舶
と
造
船
所
を
あ
わ
せ
て
二
万
一
、
七
二
八
円
四

一
銭
五
厘
で
買
い
受
け
る
こ
と
を
九
月
に
申
し
出
た
（

�）。
そ
の
結
果
、
同
月
よ
り
三
池
炭
鉱
が
曳
船
・
帆
船
を
運
用
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た

も
の
の
、
史
料
六
の
と
お
り
（

�）、
三
池
炭
鉱
の
本
店
（
三
井
鉱
山
合
名
会
社
本
部
）
は
船
舶
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
に
必
ず
し
も
前
向
き
で
あ

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

［
史

料
六

］

（
前
略
）
此
度
物
産
会
社
よ
り
引
受
候
船
舶
は
、
同
会
社
に
於
て
も

�角
維
持
費
に
困
難
致
居
候
趣
之
も
の
に
付
、
其
鉱
山
に
於
て
も
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此
先
維
持
費
等
之
義
に
付
充
分
審
査
を
遂
け
候
義
差
向
き
最
も
必
要
之
事
に
付
、
至
急
其
方
案
取
調
詳
細
具
申
可
被
成
候
（
中
略
）
、

右
物
産
よ
り
引
受
候
船
舶
は
是
非
と
も
所
有
致
居
ら
さ
れ
は
不
相
成
譯
に
も
無
之
候
間
、
仝
船
舶
中
多
分
の
維
持
費
を
要
し
、
到
底
損

失
と
相
成
候
も
の
有
之
候
は
ヽ
無
論
売
却
之
詮
議
致
候
考
に
付
、
右
之
趣
旨
了
知
之
上
維
持
方
案
具
申
可
有
之
候
（
後
略
）

三
井
鉱
山
本
部
は
、
三
井
物
産
よ
り
引
き
受
け
た
船
舶
が
多
分
の
維
持
費
を
要
し
て
損
失
を

計
上
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
売
却
の
考
え
が
あ
る
こ
と
を
三
池
炭
礦
事
務
長
の
団
琢
磨
に
述
べ
て

い
る
。
そ
れ
に
応
じ
て
、
団
は
三
井
物
産
か
ら
譲
り
受
け
た
曳
船
・
帆
船
の
収
支
状
況
と
今
後

の
予
測
に
関
す
る
調
査
を
行
っ
た
。

調
査
結
果
の
概
要
と
そ
れ
へ
の
団
の
評
価
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
（

�）。
ま
ず
、
曳
船
に
関
し

て
は
（

第

4表
）
、
三
井
物
産
の
半
期
分
の
実
績
と
三
池
炭
鉱
の
明
治
二
七
年
一
月
～
六
月
ま

で
の
予
算
高
を
比
較
し
て
、
収
入
は
約
二
七
六
円
減
、
総
支
出
は
約
六
円
増
と
な
る
こ
と
を
予

想
し
た
。
曳
船
が
無
収
入
と
な
る
の
は
、
「
曳
船
賃
ヲ
廃
シ
無
賃
ニ
テ
曳
航
ヲ
為
シ
、
以
テ
専

ラ
航
海
度
数
ヲ
増
加
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
勉
ム
ル
方
実
際
ノ
利
益
得
策
ト
見
込
」
ん
だ
た
め
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
支
出
増
に
関
し
て
は
、
三
井
物
産
が
「
曳
船
ヲ
使
用
ス
ル
コ
ト
稀
ニ
シ
テ
従
テ

諸
費
ヲ
要
」
さ
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
三
池
炭
鉱
が
「
二
艘
共
間
断
ナ
ク
使
用
シ
運
炭
上
著
大

ノ
便
利
ヲ
得
ル
ニ
モ
拘
ハ
ラ
ス
」
、
半
期
予
算
で
六
円
増
に
止
ま
る
の
は
「
実
際
ノ
経
費
ハ
大

ニ
減
少
セ
シ
モ
ノ
ナ
リ
」
と
し
て
い
る
。

次
に
、
帆
船
に
関
し
て
は
（

第

5表
）
、
明
治
二
六
年
九
月
か
ら
一
一
月
ま
で
の
三
池
炭
鉱
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第4表 三井物産と三池炭鉱の収支対照表（曳船）（単位：円）

三井物産の実績 三池炭鉱の予算 差額

収入 275.98 0.00 △275.98

支出

給料 1,887.68 1,416.00 △471.68

船具費 21.88 1,165.20 1,143.32

船税 13.17 13.17 0.00

小修繕費 155.48 400.00 244.52

雑費 1,015.73 496.00 △519.73

減価償却費 1,650.00 1,260.00 △390.00

小計 4,743.93 4,750.37 6.44

出所） 庶務課『本店往復』本1（三池1427）。

備考） 三井物産の収支は明治26年1月～8月の決算高を半期に割り当てたもの。

三池炭鉱の収支は明治27年1月～6月の半期予算高。



の
成
績
が
、
二
六
隻
の
運
賃
収
入
約
三
、
六
七
九
円
に
対
し
て
支
出
約
二
、
八
二
〇
円
で
差
引
純
益
約
八
五
九
円
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
を

う
け
て
、
三
井
物
産
と
三
池
炭
鉱
の
収
支
を
対
照
す
る
数
値
が
導
き
出
さ
れ
た
（

第

6表
（

�））
。
三
井
物
産
の
実
績
と
比
較
す
れ
ば
、
明
治
二

七
年
一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
半
期
の
三
池
炭
鉱
の
予
算
で
は
、
収
入
が
約
一
、
四
六
五
円
減
少
す
る
も
の
の
、
支
出
が
約
四
、
三
六
〇
円
削

減
さ
れ
て
お
り
、
物
産
が
約
二
、
六
八
七
円
の
損
失
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
約
二
〇
八
円
の
純
益
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
支
出
減
の
内
容
を

み
れ
ば
、
船
長
以
下
の
給
料
の
削
減
、
雑
費
項
目
の
廃
止
（

�）、
修
繕
回
数
の
減
少
（
二
年
に
一
度
の
大
修
繕
を
四
年
に
一
度
に
変
更
）
、
減
価

償
却
費
の
節
減
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
数
字
は
船
舶
の
所
有
を
促
す
た
め
に
用
意
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
団
は
「
非
常
ノ
障
害
ナ
キ
限
リ
ハ
此
予
算
ハ
充
分
実
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第6表 三井物産と三池炭鉱の収支対照表
（帆船） （単位：円）

三井物産
（帆船26隻）

三池炭鉱
（帆船25隻） 差額

収入 8,997.66 7,532.58 △1,465.08

支出

給料 4,724.11 3,549.00 △1,175.11

積込費 204.55 148.49 △56.06

船具費 991.20 1,164.00 172.80

船税 161.28 161.28 0.00

小修繕費 636.00 478.00 △158.00

大修繕費 1,719.07 900.00 △819.07

雑費 1,768.99 0.00 △1,768.99

監督人給料 0.00 204.00 204.00

曳航賃 75.85 0.00 75.85

減価償却費 1,404.00 720.00 △684.00

小計 11,685.04 7,324.77 △4,360.27

出所） 第4表と同じ。

備考） 三井物産の収支は明治26年1月～8月の決算高を半期

に割り当てたもの、三池炭鉱の収支は明治27年1月～6

月の半期予算高。

第5表 三池炭鉱の帆船収支成績
（明治26年9月～11月）

（単位：円）

金額

収入 3,679.40

支出

船長以下給料 2,093.98

石炭積込費 86.00

大小修繕費 354.61

取締人給料 108.20

船具 65.92

雑費 111.86

合計 2,820.57

差引純益金 858.83

出所） 第4表と同じ。



行
シ
得
ヘ
ク
ト
相
信
申
候
」
と
述
べ
、
採
算
の
見
通
し
が
得
ら
れ
た
と
主
張
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
次
の
史
料
七
の
よ
う
に
、
三
池
炭

鉱
が
採
炭
量
を
増
や
す
際
に
船
舶
不
足
に
陥
る
こ
と
を
憂
慮
し
、
自
社
船
の
必
要
性
を
説
い
た
。

［
史

料
七

］

（
前
略
）
口
之
津
運
炭
之
義
、
目
今
ノ
如
ク
各
地
方
運
炭
船
ノ
需
要
俄
カ
ニ
増
加
シ
大
ニ
不
足
ヲ
告
ク
ル
ニ
際
シ
、
当
礦
山
ニ
於
テ
ハ

益
々
増
炭
ヲ
ナ
ス
場
合
ニ
至
ラ
ハ
大
ニ
困
難
ヲ
感
ス
ル
ノ
恐
レ
有
之
、
既
ニ
今
日
ニ
於
テ
モ
運
賃
直
上
ケ
ヲ
請
求
シ
、
彼
等
ニ
在
テ
モ

稍
ヤ
強
気
ヲ
示
シ
、
万
一
「
ス
ト
ラ
イ
キ
」
ヶ
間
敷
事
ナ
キ
ト
モ
保
証
シ
難
ク
、
当
山
ニ
於
テ
モ
将
来
大
ニ
覚
悟
セ
サ
ル
可
カ
ラ
サ
ル

場
合
ト
相
成
申
候
、
決
極

マ
マ

五
六
十
艘
ハ
当
山
ニ
テ
所
有
ス
ル
カ
、
又
ハ
当
山
ニ
於
テ
十
分
左
右
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
キ
方
法
ヲ
設
ク
ル
事

現
今
ノ
急
務
ニ
可
有
之
候
、
此
義
ニ
付
テ
ハ
追
テ
尚
上
申
可
致
候
間
、
左
様
御
承
知
奉
願
候

団
は
番
船
が
三
池
炭
輸
送
を
拒
否
す
る
事
態
が
起
こ
る
こ
と
を
危
惧
し
、
五
〇
～
六
〇
隻
ま
で
所
有
船
を
増
や
す
こ
と
が
「
現
今
ノ
急
務
」

で
あ
る
と
本
部
に
進
言
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
う
け
て
、
三
井
鉱
山
は
曳
船
と
帆
船
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
三
池

炭
鉱
が
船
舶
を
保
有
し
た
要
因
は
、
三
井
物
産
と
の
関
係
性
が
前
提
に
あ
り
、
そ
の
う
え
で
、
団
が
輸
送
難
へ
の
事
前
の
策
と
し
て
自
社
船

を
積
極
的
に
位
置
づ
け
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。

以
上
の
と
お
り
、
番
船
の
一
時
的
な
ス
ト
ラ
イ
キ
が
発
生
し
た
と
は
い
え
、
明
治
二
六
年
ま
で
は
口
之
津
港
へ
の
輸
送
が
販
売
を
制
約
す

る
よ
う
な
問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
日
清
戦
争
勃
発
後
、
団
が
懸
念
し
た
よ
う
な
決
定
的
な
船
舶
不
足
に

陥
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
次
節
で
は
、
明
治
二
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
帆
船
輸
送
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
こ
う
。
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（

1）
以
下
は
、
断
り
の
な
い
限
り
、
各
期
の
「
営
業
成
績
報
告
」（『
大
蔵
省
提
出
鉱
山
営
業
成
績
報
告
』
三
池
一
三
九
六
）
に
よ
る
。

（
2）

『
石
炭
諮
問
会
々
議
録
』
明
治
三
〇
年
一
〇
月
、
第
七
回
一
〇
月
五
日
開
催
、
乙
六
七
頁
（
物
産
一
九
九
）。

（

3）
以
下
は
、
明
治
二
四
年
四
月
付
の
船
持
惣
代
発
三
井
物
産
三
池
出
張
店
宛
書
信
写
（
前
掲
『
本
店
往
復
』
本
一
、
索
引
目
次
「
一
五
」
、
三

池
一
四
二
七
）。

（

4）
以
下
、『
三
池
炭
礦
年
報
』
年
五
、
自
明
治
二
三
年
至
明
治
二
六
年
（
三
池
六
五
六
）。

（

5）
以
上
、
前
掲
『
艀
船
業
諸
届
記
録
』
。
同
史
料
で
は
「
大
牟
田
港
艀
船
組
合
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
三
池
鉱
業
所
の
史
料
で
同
名
の
記

述
は
な
く
、
三
池
炭
鉱
な
い
し
三
井
物
産
は
「
大
牟
田
港
艀
船
惣
代
」
と
常
に
交
渉
し
て
い
る
。

（

6）
昭
和
一
五
年
一
月
一
〇
日
聴
き
取
り
の
『
談
話
聴
取
録
（
三
池
）』
其
四
、
一
四

�一
五
頁
（
稿
本
五
二
〇
）。
同
史
料
で
は
、
明
治
三
三
年

に
三
井
鉱
山
へ
入
社
し
た
高
洲
鉄
一
郎
（
明
治
三
八
年
に
運
輸
主
任
、
大
正
七
年
三
池
港
務
所
長
）
が
、
「
或
日
『
番
船
組
合
ニ
ハ
利
口
ナ
者

ハ
居
ナ
イ
ト
見
エ
ル
、
二
派
ニ
分
レ
テ
競
争
ス
レ
バ
御
互
ガ
苦
シ
ム
丈
ダ
』
ト
冗
談
雑
リ
ニ
言
」
っ
た
と
い
う
記
述
も
あ
り
、
こ
の
発
言
が
ど

の
時
期
を
回
顧
し
た
も
の
な
の
か
断
定
で
き
な
い
。
た
だ
、
番
船
が
福
井
派
と
そ
の
他
で
分
裂
し
た
こ
と
、
口
之
津
港
の
問
屋
も
二
軒
で
き
た

こ
と
な
ど
、
『
艀
船
業
諸
届
記
録
』
の
内
容
と
符
合
す
る
点
が
多
い
た
め
、
明
治
二
〇
年
代
半
ば
の
惣
代
の
対
立
を
示
す
史
料
と
し
て
引
用
し

た
。
な
お
、
福
井
が
三
〇
〇
隻
の
う
ち
三
割
程
度
の
帆
船
を
所
有
し
て
い
た
と
あ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
、
『
日
本
船
名
録
』
な
ど
か
ら
確
認
す

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

（

7）
三
井
物
産
『
元
方
日
記
』
第
一
六
号
（
物
産
一
六
）。

（

8）
以
下
、
史
料
五
を
含
め
て
、
明
治
二
五
年
六
月
一
五
日
付
の
長
崎
支
店
支
配
人
金
子
弥
一
発
三
池
炭
礦
社
団
琢
磨
宛
書
信
に
添
付
さ
れ
て
い

る
史
料
（『
各
地
物
産
往
復
』
明
治
二
五
年
、
三
池
三
〇
六
）。

（

9）
明
治
二
五
年
六
月
一
八
日
付
の
三
池
炭
礦
社
団
琢
磨
発
長
崎
三
井
物
産
会
社
支
店
金
子
弥
一
宛
書
信
（
前
掲
『
各
地
物
産
往
復
』
三
池
三
〇

六
）。

（

10）
『
元
方
日
記
』
第
一
七
号
、
自
明
治
二
五
年
七
月
一
六
日
至
明
治
二
六
年
三
月
一
五
日
（
物
産
一
七
）。
三
月
一
七
日
の
三
井
物
産
の
日
記
に

は
、
三
池
出
張
店
支
配
人
寺
島
昇
に
対
し
て
、
「
赴
任
以
来
日
夜
勉
励
、
別
テ
艀
賃
減
シ
方
ニ
付
テ
ハ
不
容
易
尽

力
ヲ
以
テ

好
結

果
ヲ

得
（

中
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略
）
、
三
池
ノ
為
便
益
不
少
ニ
依
其
功
労
ニ
酬
ユ
ル
為
」
に
金
一
〇
〇
円
と
黒
七
子
の
紋
付
羽
織
を
贈
与
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
（
三
井
物
産

『
日
記
』
第
一
八
号
、
自
明
治
二
六
年
三
月
一
六
日
至
明
治
二
六
年
八
月
一
五
日
、
物
産
一
八
）。

（

11）
明
治
二
六
年
八
月
三
一
日
決
議
「
曳
船
及
艀
船
処
分
ノ
件
」（『
重
役
会
議
往
復
状
』
明
治
二
六
年
中
、
物
産
一
一
四
）。

（

12）
前
掲
、『
三
池
炭
礦
年
報
』
年
五
（
三
池
六
五
六
）。

（

13）
明
治
二
六
年
一
二
月
二
九
日
付
の
三
井
鉱
山
合
名
会
社
本
部
発
団
事
務
長
宛
書
信
（
前
掲
『
本
店
往
復
』
本
一
、
索
引
目
次
「
四
〇
」
、
三

池
一
四
二
七
）。

（

14）
以
下
は
、
史
料
七
を
含
め
、
す
べ
て
明
治
二
七
年
一
月
八
日
付
の
三
池
炭
礦
事
務
長
団
琢
磨
発
本
部
宛
書
信
（
前
掲
『
本
店
往
復
』
本
一
、

索
引
目
次
「
四
六
」、
三
池
一
四
二
七
）
に
よ
る
。

（

15）
明
治
二
六
年
一
〇
月
の
暴
風
雨
に
よ
っ
て
運
礦
丸
一
隻
が
破
損
し
た
た
め
、
三
池
炭
鉱
は
合
計
二
五
隻
の
予
算
を
作
成
し
て
い
る
。

（

16）
三
井
物
産
時
代
の
「
雑
費
」
と
は
造
船
所
の
費
用
と
船
具
に
関
わ
る
支
出
で
あ
り
、
三
池
炭
鉱
で
は
そ
れ
ら
を
器
械
科
の
費
目
と
す
る
と
さ

れ
て
い
る
。

三
明
治
二
〇
年
代
後
半
の
帆
船
輸
送

（
一
）

市
況
と
貯
炭

ま
ず
は
市
況
・
貯
炭
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
（
１
）。
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
上
期
、
内
地
・
外
地
と
も
に
市
況
は
活
発
で
あ
っ
た

が
、
下
期
に
入
る
と
日
清
戦
争
の
影
響
に
よ
っ
て
、
「
仝
国
（
清
国
）
ヘ
ノ
輸
出
途
絶
シ
、
加
之
船
舶
欠
乏
運
賃
著
シ
ク
騰
貴
シ
、
為
メ
ニ

海
外
ヘ
ノ
輸
出
ヲ
減
シ
、
山
元
及
口
ノ
津
ニ
於
テ
巨
額
ノ
貯
炭
ヲ
為
ス
ノ
止
ム
ヲ
得
サ
ル
ニ
至
レ
リ
」
と
い
う
状
況
に
陥
っ
た
。
ま
た
、
同

年
八
月
に
は
自
社
船
の
運
礦
丸
が
、
一
〇
月
に
は
曳
船
の
三
池
丸
が
佐
世
保
鎮
守
府
に
徴
傭
さ
れ
た
（
２
）。
横
須
濱
と
口
之
津
で
の
貯
炭
高
推
移
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第
1
図
貯
炭
高
推
移

出
所
）
明
治

26年
10月
、

11月
、

12月
上
期
は
庶
務
課
『
本
店
往
復
』
本

1（
三
池

1427）、
そ
れ
以
降
は
各
年
の
『
三
池
炭
礦
半
月
報
』（
三
池
515� 521）。

備
考
）
貯
炭
は
左
軸
、
差
引
高
は
右
軸
。

運
輸
課
受
入
高
は
坑
口
か
ら
横
須
濱
ま
で
送
ら
れ
た
石
炭
の
量
、
積
出
合
計
は
地
元
売
り
を
含
む
各
地
へ
の
積
出
高
と
鉱
山
焚
料
、
コ
ー
ク
ス
製
造
用
の
合
計
。

貯
炭
高
は

15日
現
在
な
い
し
月
末
現
在
の
数
値
（
口
之
津
の
場
合
は
翌
月
初
日
現
在
の
場
合
あ
り
）。

明
治

26年
10月
～
明
治
27年

3
月
ま
で
の
横
須
濱
貯
炭
高
は
、
運
輸
課
受
入
高
と
積
出
高
を
差
し
引
き
し
た
数
値
か
ら
推
定
し
た
。



を
示
し
た
第

1図
に
よ
れ
ば
、
明
治
二
七
年
末
の
口
之
津
港
で
は
約
五
万
五
、
〇
〇
〇
ト
ン
か
ら
六
万
ト
ン
が
貯
蔵
さ
れ
て
お
り
、
横
須
濱

で
も
次
第
に
貯
炭
高
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

翌
二
八
年
上
期
に
お
い
て
は
、
前
年
と
変
わ
ら
ず
輸
出
は
停
滞
し
、
「
大
小
船
舶
ニ
欠
乏
ヲ
告
ケ
内
外
運
炭
上
大
ニ
困
難
ヲ
感
セ
リ
」
と

い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
三
月
に
は
「
各
坑
出
炭
高
丈
ケ
ヲ
モ
運
ヒ
尽
ス
事
能
ハ
ス
、
為
メ
ニ
濱
貯
炭
ハ
益
増
加
シ
殆
ン
ト
置
場
ニ
困
難
ヲ
感

シ
候
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
（
３
）。
四
月
時
点
で
は
、
次
の
史
料
八
か
ら
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、
船
舶
不
足
に
よ
る
輸
送
難
が
出
炭
計
画
を
制
約

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

［
史

料
八

（
４

）］

本
年
中
出
炭
増
加
ノ
義
追
々
御
提
示
之
趣
委
細
了
承
仕
候
、
目
下
七
浦
大
浦
共
坑
夫
不
足
致
居
候
得
共
、
熊
本
監
獄
出
張
所
建
増
落
成

囚
徒
増
員
シ
、
尚
精
々
良
民
坑
夫
募
集
方
手
配
致
候
ハ
ハ
、
本 、
年 、
中 、
出 、
炭 、
高 、
七 、
十 、
三 、
万 、
屯 、
ニ 、
達 、
シ 、
候 、
事 、
ハ 、
敢 、
テ 、
難 、
事 、
ニ 、
無 、
御 、
座 、
候 、
エ 、
ド 、

モ 、
、
近 、
年 、
運 、
炭 、
船 、
不 、
足 、
ノ 、
為 、
メ 、
目 、
下 、
ノ 、
採 、
掘 、
高 、
ニ 、
タ 、
イ 、
シ 、
テ 、
モ 、
已 、
ニ 、
不 、
足
ヲ 、
感 、
シ 、
、
当 、
地 、
貯 、
炭 、
五 、
万 、
八 、
千 、
余 、
屯 、
ノ 、
多 、
キ 、
ニ 、
達 、
シ 、
居 、
候 、
ニ 、

付 、
、
先 、
ツ 、
第 、
一 、
ニ 、
運 、
炭 、
船 、
ノ 、
手 、
配 、
ヲ 、
付 、
候 、
上 、
ニ 、
ア 、
ラ 、
サ 、
レ 、
ハ 、
出 、
炭 、
増 、
加 、
ノ 、
計 、
画 、
相 、
立 、
難 、
ク 、
、
然
ル
処
現
時
艀
船
ノ
欠
乏
運
賃
ノ
騰
貴
其

他
普
通
艀
船
ノ
構
造
脆
弱
ニ
シ
テ
、
大
牟
田
川
出
入
ノ
際
ハ
損
ヲ
逃
ル
ヽ
等
彼
是
ニ
テ
多
少
運
賃
ヲ
増
加
ス
ル
モ
雇
入
ニ
応
ス
ル
モ
ノ

無
之
、
之
レ
カ
為
過
般
来
百
方
手
ヲ
尽
シ
タ
ル
結
果
、

�カ
ニ
数
艘
ヲ
雇
得
タ
ル
情
況
ニ
有
之
候
得
バ
、
当
分
ノ
内
ハ
多
数
ノ
雇
船
ヲ

得
ヘ
キ
望
無
之
候
得
共
（
中
略
）
、
右 、
本 、
年 、
中 、
出 、
炭 、
高 、
（
約 、
七 、
〇 、
万 、
ト 、
ン 、
）
ハ 、
運 、
炭 、
船 、
ノ 、
都 、

合 、
ニ 、

準 、
拠 、
セ 、
シ 、
モ 、
ノ 、
ニ 、
付 、
、

今 、
後 、
精 、
々 、
手 、

配 、
致 、
シ 、
運 、

搬 、
ノ 、
手 、
配 、
相 、
付 、
候 、
以 、
上 、
ハ 、
、
之 、
レ 、
ニ 、
応 、
シ 、
出 、
炭 、
ヲ 、
増 、
加 、
ス 、
ル 、
ハ 、
勿 、

論 、
ノ 、
義 、
ニ 、
有 、
之 、
（
後
略
）

三
池
炭

礦
事

務
長
心
得
の

島
田
純
一
は
、
本
部
に
対
し
て
、
口
之
津
へ
の
輸
送
船
の
確

保
が
可
能
で
あ
れ
ば
出
炭
を
増
加
し
、
明
治
二
八
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年
度
七
〇
万
ト
ン
の
出
炭
計
画
が
達
成
さ
れ
る
と
弁
明
し
て
い
る
。
実
際
の
出
炭
高
は
上
期
約
三
〇
万
ト
ン
、
下
期
約
三
五
万
ト
ン
、
合
計

六
五
万
ト
ン
で
あ
り
、
輸
出
の
停
滞
と
相
ま
っ
て
前
年
度
と
同
程
度
の
量
に
止
ま
っ
た
（
前
掲
、
第

1表
、
一
五
三
頁
）
。
四
月
に
は
前
年

度
に
徴
傭
さ
れ
た
船
が
戻
っ
て
き
た
も
の
の
、
七
月
に
北
部
九
州
で
暴
風
が
発
生
し
、
自
社
船
の
う
ち
三
光
丸
一
隻
・
曳
船
二
隻
、
そ
の
他

多
数
の
番
船
が
大
小
の
破
損
を
う
け
た
（
５
）。
そ
の
こ
と
も
船
舶
不
足
に
拍
車
を
か
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
第

1図
に
よ
れ
ば
、
明
治
二
八
年

中
の
口
之
津
貯
炭
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
横
須
濱
貯
炭
は
六
万
ト
ン
前
後
で
推
移
し
て
い
る
。

明
治
二
九
年
上
期
に
は
、
「
前
期
ニ
引
続
キ
炭
況
沈
静
ナ
リ
シ
モ
、
其
結
果
ト
シ
テ
約
定
口
ハ
一
般
ニ
幾
分
ノ
直
下
ケ
ヲ
為
シ
タ
ル
為
メ

相
当
ノ
売
行
ア
リ
タ
リ
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
よ
う
や
く
需
要
増
大
が
見
込
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て

深
刻
な
輸
送
難
は
続
い
て
お
り
、
口
之
津
港
で
の
貯
炭
不
足
が
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
史
料
九
の
と
お
り
、
明
治
二
九
年
三

月
に
お
い
て
は
、
口
之
津
港
で
の
石
炭
の
欠
乏
に
よ
り
滞
船
が
長
引
い
て
い
る
た
め
、
同
地
ま
で
の
輸
送
を
工
夫
す
る
よ
う
三
井
鉱
山
本
部

が
三
池
炭
礦
事
務
所
に
要
請
し
て
い
る
。

［
史

料
九
（
６
）］

横
須
濱
ノ
残
炭
中
塊
及

�切
込
ハ
依
然
減
少
セ
サ
ル
様
ニ
被
見
受
甚
タ
心
痛
之
至
ニ
不
堪
、
且
又
口
ノ
津
ヨ
リ
ノ
報
告
ニ
拠
ル
モ
塊
、

�塊
及
切
込
ハ
常
ニ
不
足
勝
ニ
テ
、
随
テ
積
込
船
ノ
滞
泊
モ
長
引
キ
非
常
ノ
損
害
ヲ
蒙
リ
前
途
誠
ニ
気
遣
敷
次
第
ニ
御
座
候
、
就
テ
ハ

此
際
十
分
尽
力
之
上
曳
船
ノ
船
繰
ヲ
一
層
敏
捷
ナ
ラ
シ
メ
、
万
事
蹉
跌
支
障
無
之
様
出

来
得
ヘ
キ

丈
ケ
ノ
便
宜
ヲ
以
テ
、
運
炭
ノ

利
便

ヲ
工
風
相
成
度
希

望
之
至
ニ
不
堪
候

再
び
第

1図
に
よ
れ
ば
、
口
之
津
貯
炭
は
明
治
二
九
年
一
月
下
期
、
二
月
上
期
、
三
月
下
期
に
一
万
ト
ン
を
き
っ
て
お
り
（
約
六
、
〇
〇
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〇
ト
ン
）
、
横
須
濱
貯
炭
は
同
年
三
月
下
期
ま
で
五
～
六
万
ト
ン
で
推
移
し
て
い
る
。
山
元
に
位
置
す
る
横
須
濱
に
石
炭
が
積
み
上
げ
ら
れ

て
い
る
一
方
で
、
消
費
地
に
む
け
て
の
積
込
場
所
で
あ
る
口
之
津
港
に
貯
炭
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
状
態
で
あ
り
、
三
池
炭
の
販
路
の
維

持
・
拡
大
に
と
っ
て
危
機
的
な
状
況
に
直
面
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

（
二

）
船

舶
不

足
へ

の
対

応
策

そ
こ
で
、
輸
送
難
に
陥
っ
た
三
池
炭
鉱
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

第
一
に
、
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
か
ら
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
に
か
け
て
、
三
池
炭
鉱
は
新
船
の
建
造
や
中
古
船
の
購
入
な
ど

に
よ
っ
て
所
有
帆
船
を
増
強
し
て
い
っ
た
。
断
片
的
に
残
さ
れ
て
い
る
史
料
か
ら
は
、
明
治
二
八
年
の
上
期
に
一
七
〇
ト
ン
積
の
帆
船
・
運

礦
丸
一
〇
隻
を
器
械
科
で
新
造
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
同
年
末
ま
で
に
五
隻
竣
功
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
（
７
）。
そ
の
他
に
も
島
原
の
松
本

平
吉
に
二
隻
の
造
船
を
発
注
し
、
さ
ら
に
同
年
一
一
月
に
は
二
〇
〇
ト
ン
積
の
帆
船
一
〇
隻
を
建
造
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い
る
（
８
）。
ま
た
、

明
治
二
九
年
三
月
に
は
、
三
池
土
木
合
資
会
社
と
の
間
に
一
三
〇
ト
ン
積
の
帆
船
四
隻
を
翌
年
三
月
ま
で
に
新
造
さ
せ
る
契
約
が
結
ば
れ
た
。

同
年
一
〇
月
に
は
山
口
県
の
福
光
福
太
郎
、
川
内
菊
治
郎
、
嶋
津
秀
吉
と
、
翌
三
〇
年
二
月
に
は
山
門
郡
の
砥
上
正
治
郎
と
、
と
も
に
同
型

の
帆
船
三
隻
の
造
船
契
約
を
締
結
し
て
い
る
（
前
者
の
期
限
は
明
治
三
〇
年
三
月
、
後
者
は
明
治
三
一
年
一
〇
月
）
。

第

7表
に
よ
れ
ば
、

明
治
二
八
年
に
二
一
隻
だ
っ
た
運
礦
丸
が
、
二
年
後
の
明
治
三
〇
年
六
月
末
に
は
四
二
隻
ま
で
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

第
二
に
、
三
池
炭
鉱
は
臨
時
の
契
約
船
を
確
保
し
て
い
っ
た
。
明
治
二
八
年
四
月
に
お
い
て
、
長
崎
市
の
西
本
廣
吉
を
代
理
人
と
し
て
福

島
友
吉
（
福
島
回
漕
店
）
に
石
炭
輸
送
を
委
託
し
た
。
こ
の
契
約
は
約
一
〇
〇
ト
ン
積
の
帆
船
一
五
隻
を
用
い
て
、
八
ヵ
月
間
（
五
月
一
日

か
ら
一
二
月
三
一
日
ま
で
）
で
約
二
万
ト
ン
を
口
之
津
港
に
輸
送
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ト
ン
当
た
り
の
運
賃
は
二
四
銭
で
、
当
時

の
番
船
の
運
賃
よ
り
も
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
た
（
９
）。
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第
三
に
、
造
船
契
約
と
輸
送
契
約
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
方
法
で
船
舶
不
足
の
解
消
を
図
っ
た
。
ま
ず
、
明
治
二
八
年
四
月
に
お
い
て
、
地
元

の
企
業
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
野
口
忠
太
郎
（
官
営
期
の
石
炭
問
屋
・
野
口
忠
七
の
長
男
（

�））
と
次
の
よ
う
な
契
約
を
締
結
し
た
（

�）。
明
治
二

九
年
四
月
末
ま
で
に
、
野
口
忠
太
郎
が
一
三
〇
ト
ン
積
の
西
洋
型
模
擬
帆
船
一
〇
隻
を
新
造
し
、
そ
の
帆
船
に
す
べ
て
の
船
具
を
装
備
し
て
、

三
池
炭
の
運
送
を
請
け
負
う
こ
と
と
し
た
（
第
一
条
）
。
ま
た
、
建
造
費
の
内
金
と
し
て
一
隻
に
つ
き
八
〇
〇
円
が
年
八
朱
の
利
子
で
貸
与

さ
れ
る
こ
と
（
第
二
条
）
、
口
之
津
へ
の
輸
送
に
関
し
て
「
同
盟
罷
工
其
他
運
炭
上
妨
害
ト
ナ
ル
ヘ
キ
事
件
」
に
は
直
接
・
間
接
に
関
与
し

な
い
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
（
第
三
条
）。
返
済
の
保
証
と
し
て
は
新
造
船
が
担
保
と
さ
れ
（
第
四
条
）、
返
済
期
限
は
明
治
三
四
年
一
二
月
末

と
設
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
新
造
船
に
破
損
・
沈
没
な
ど
の
事
故
が
あ
っ
た
と
し
て
も
返
済
義
務
は
残
る
（
第
八
条
）
、
同
盟
罷
工
な
ど
運

炭
上
妨
害
と
な
る
行
為
が
あ
っ
た
場
合
に
は
損
害
賠
償
を
支
払
う
（
第
九
条
）
と
い
う
条
項
も
盛
り
込
ま
れ
た
。
同
契
約
の
保
証
人
と
し
て

は
、
三
池
郡
の
大
地
主
・
松
尾
喜
久
蔵
が
立
て
ら
れ
た
（

�）。
た
だ
し
、
職
工
お
よ
び
材
料
の
不
足
の
た
め
、
明
治
二
八
年
一
二
月
ま
で
に
竣
功
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第7表 番船と三池炭鉱の所有帆船
（単位：隻）

番船

三池炭鉱の所有船

運礦丸
（帆船）

その他
（帆船）

明治23年 216 0 0

明治24年 220 0 0

明治25年 212 0 0

明治26年 222 22 4

明治27年 � 21 4

明治28年 204 21 3

明治29年 195 29 2

明治30年 216 42 2

明治31年 203 51 2

明治32年 216 60 0

明治33年 234 62 0

明治34年 260 62

明治35年 282 61

明治36年 293 58

明治37年 � �

明治38年 288 56

明治39年 291 68

明治40年 287 66

明治41年 297 �

明治42年 295 �

明治43年 � �

明治44年 272 59

明治45年 244 17

出所） 明治23、25、26年の番船は『大蔵省提出

鉱山営業成績報告』（三池1396）、明治27～

32年までの番船は『三池炭礦半月報』（三

池515～518）、それ以外は『三池港務所沿

革史』第2巻、175頁の「社有運炭船数」

と212頁の「三池番船艘数船腹表」（稿本65）。

備考） 明治23、25、26年は下期の使用船舶隻数。

明治27年の番船は6月末の稼働隻数。

明治27年の社有船は明治27年1月8日時点。

明治28～31年の番船は6月末の隻数。

明治32年の番船は3月末の隻数。

明治45年の所有船は明治44年11月時点。

（－）は不明。



し
た
の
は
四
隻
の
み
で
あ
り
、
同
二
九
年
九
月
ま
で
の
期
限
の
延
長
が
求
め
ら
れ
て
い
る
（

�）。

次
に
、
明
治
二
九
年
二
月
に
三
池
石
炭
合
資
会
社
と
同
様
の
契
約
を
締
結
し
た
（

�）。
同
社
は
、
明
治
二
二
年
設
立
の
「
三
池
石
炭
商
社
」
の

後
継
組
織
で
あ
り
、
三
池
郡
で
多
く
の
会
社
設
立
に
関
わ
っ
た
旧
石
炭
問
屋
の
森
時
三
郎
を
社
長
に
据
え
、
同
じ
く
石
炭
問
屋
で
元
番
船
惣

代
の
福
井
福
太
郎
を
支
配
人
と
す
る
無
限
責
任
会
社
で
あ
っ
た
（

�）。
同
社
と
の
契
約
で
は
、
明
治
二
九
年
一
二
月
末
ま
で
に
西
洋
型
模
擬
帆
船

一
五
〇
ト
ン
積
七
隻
、
二
〇
〇
ト
ン
積
三
隻
の
建
造
が
予
定
さ
れ
、
一
五
〇
ト
ン
積
に
は
一
隻
に
つ
き
一
、
二
〇
〇
円
、
二
〇
〇
ト
ン
積
に

は
一
隻
に
つ
き
一
、
五
〇
〇
円
が
貸
与
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
返
済
期
限
は
明
治
三
五
年
末
で
、
そ
の
他
の
条
件
は
す
べ
て
野
口
と
同
じ

で
あ
っ
た
。
同
社
と
の
契
約
に
つ
い
て
も
、
明
治
三
〇
年
一
二
月
に
造
船
期
限
の
延
長
願
が
提
出
さ
れ
て
お
り
、
一
〇
隻
す
べ
て
が
竣
功
す

る
の
は
明
治
三
〇
年
代
半
ば
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
（

�）。

最
後
に
、
明
治
二
九
年
六
月
に
お
い
て
濱
田
又
平
と
同
様
の
契
約
を
結
ん
だ
。
三
池
郡
大
牟
田
町
の
地
主
で
あ
っ
た
濱
田
は
、
石
炭
運
送

を
目
的
と
し
て
同
年
一
月
か
ら
一
三
〇
ト
ン
積
帆
船
一
〇
隻
の
建
造
に
着
手
し
て
お
り
、
四
月
に
は
一
隻
を
竣
功
さ
せ
て
い
た
が
、
資
金
難

の
た
め
三
池
炭
鉱
に
貸
し
付
け
を
願
い
出
た
（

	）。
そ
の
際
、
濱
田
は
自
身
お
よ
び
保
証
人
能
田
正
男
・
濱
田
大
蔵
の
所
有
地
の
証
明
書
を
提
出

し
て
い
る
。
そ
れ
を
う
け
て
、
三
池
炭
礦
事
務
長
島
田
純
一
は
社
長
三
井
三
郎
助
に
あ
て
て
、
「
近
来
内
外
諸
港
ヘ
ノ
送
炭
相
増
シ
、
殊
ニ

口
ノ
津
入
船
頓
ニ
増
加
致
候
ヲ
以
テ
目
下
艀
船
ノ
乏
欠
申


モ
無
之
（
中
略
）
、
予
テ
補
欠
ノ
方
法
設
ケ
候
ハ
今
日
ノ
要
務
ト
確
信
仕
候

（
中
略
）、
篤
ト
取
調
候
処
造
船
ノ
目
的
及
事
実
相
違
無
之
、
且
本
人
及
保
証
人
ナ
ル
能
田
正
男
、
濱
田
大
蔵
ト
モ
何
レ
モ
相
応
ノ
資
産
ヲ
有

シ
身
元
確
カ
ナ
ル
モ
ノ
ニ
有
之
、
聊
カ
不
都
合
無
御
座
様
被
認
候
」
と
至
急
の
承
認
を
求
め
た
（

�）。

濱
田
と
の
契
約
で
は
、
明
治
三
〇
年
四
月
末
ま
で
に
一
三
〇
ト
ン
積
西
洋
型
模
擬
帆
船
一
〇
隻
を
新
造
し
、
そ
れ
を
三
池
炭
輸
送
に

使
用

す
る
こ
と
、
年

八
朱
の

利
子
で
一
隻
に
つ
き
八
〇
〇
円
を
借
り

受
け
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
返
済
期
限
は
明
治
三
五
年
一
二
月
末
で
あ
っ
た

が
、
契
約
ど
お
り
新
造
船
が
竣
功
し
た
の
か
、
貸
付
金
が
完
済
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
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以
上
の
と
お
り
、
三
池
炭
鉱
は
明
治
二
八
年
か
ら
自
社
船
の
増
強
、
契
約
船
の
確
保
を
積
極
的
に
す
す
め
て
い
っ
た
。
特
に
、
大
牟
田
の

企
業
家
と
地
主
（
石
炭
輸
送
へ
の
新
規
参
入
者
）
に
対
し
て
は
造
船
資
金
を
提
供
し
、
完
成
し
た
帆
船
に
口
之
津
港
ま
で
三
池
炭
を
輸
送
さ

せ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
多
く
の
自
社
船
・
新
造
船
が
進
水
す
る
の
は
明
治
三
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

危
機
的
な
状
況
に
陥
っ
て
い
た
明
治
二
八
、
二
九
年
に
お
い
て
、
三
池
炭
鉱
が
番
船
と
ど
の
よ
う
な
交
渉
を
行
っ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
三
）

番
船
と
の
交
渉

明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
一
二
月
、
日
清
戦
争
の
影
響
か
ら
一
般
の
運
賃
相
場
は
上
昇
し
て
お
り
、
さ
ら
に
米
価
だ
け
で
な
く
諸
物
価

も
高
騰
し
た
た
め
、
番
船
惣
代
は
現
状
二
四
銭
の
運
賃
の
値
上
げ
を
嘆
願
し
た
（

�）。
こ
の
要
求
を
三
池
炭
鉱
も
承
認
し
、
明
治
二
八
年
一
月
一

日
か
ら
一
二
月
三
一
日
ま
で
一
年
限
り
の
条
件
で
、
口
之
津
行
き
ト
ン
当
た
り
二
七
銭
、
長
崎
行
き
ト
ン
当
た
り
四
五
銭
と
定
め
ら
れ
た

（
前
掲
、
第

3表
、
一
五
八
頁
）
。
こ
の
嘆
願
に
は
惣
代
の
海
老
名
成
正
、
井
上
嘉
一
郎
、
福
井
福
太
郎
、
大
塚
清
三
郎
、
栁
春
吉
の
五
名
の

名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
明
治
二
七
年
末
時
点
に
は
、
こ
れ
ま
で
対
立
し
て
い
た
福
井
・
井
上
と
大
塚
・
海
老
名
の
間
に
お
い
て
協
調
関
係
が

形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

翌
二
八
年
六
月
に
は
、
番
船
惣
代
が
協
議
を
重
ね
て
「
同
力
一
致
之
艀
船
組
合
」
を
設
け
、
口
之
津
港
の
二
つ
の
船
問
屋
（
肥
後
屋
と
武

屋
）
を
合
併
さ
せ
て
い
る
（

�）。
つ
ま
り
、
非
公
式
の
組
合
と
し
て
番
船
を
統
一
さ
せ
、
口
之
津
港
に
共
同
事
務
所
を
設
置
し
た
の
で
あ
る
。
惣

代
と
共
同
事
務
所
と
の
間
に
は
、
一
二
項
目
に
わ
た
る
規
約
書
が
発
行
さ
れ
、
口
之
津
港
で
の
三
池
炭
鉱
と
の
事
務
手
続
き
、
番
船
の
順
番

の
管
理
、
日
用
品
や
前
貸
金
を
必
要
と
す
る
場
合
の
三
池
炭
鉱
へ
の
仲
介
、
ト
ン
当
た
り
二
厘
の
取
扱
手
数
料
な
ど
が
規
定
さ
れ
た
（

�）。
そ
の

後
、
明
治
二
八
年
半
ば
か
ら
明
治
二
九
年
初
頭
に
か
け
て
、
番
船
惣
代
（
の
一
部
）
が
三
池
炭
鉱
と
の
交
渉
の
な
か
で
強
気
な
態
度
を
み
せ
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る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

例
え
ば
、
明
治
二
八
年
七
月
二
四
日
に
口
之
津
港
を
台
風
が
襲
い
、
被
害
の
あ
っ
た
番
船
の
う
ち
三
九
隻
が
三
〇
円
以
上
の
修
繕
費
を
要

す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
全
損
二
隻
で
合
計
七
、
三
〇
七
円
五
〇
銭
（

�））
。
そ
れ
に
対
し
て
三
池
炭
礦
事
務
長
の
島
田
純
一
は
、
全
損
二
隻
に
は

二
年
前
の
災
害
時
と
同
様
の
救
助
金
を
支
出
す
る
も
の
の
（

�）、
残
り
の
三
七
隻
に
つ
い
て
は
修
繕
費
の
半
額
を
無
利
子
で
貸
し
付
け
、
運
賃
の

一
〇
分
の
一
を
も
っ
て
返
済
さ
せ
る
こ
と
を
提
案
し
た
（

�）。
し
か
し
、
同
案
は
番
船
と
の
間
で
合
意
が
得
ら
れ
ず
、
島
田
は
前
回
と
同
じ
割
合

で
救
助
す
る
と
い
う
条
件
で
「
別
ニ
金
員
ノ
貸
与
等
一
切
致
ザ
ル
旨
」
を
申
し
渡
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
惣
代
の
な
か
に
は
「
種
々
強
迫
的
之

言
ヲ
弄
シ
彼
是
申
出
候
」
も
の
も
あ
り
、
番
船
側
は
さ
ら
な
る
資
金
の
貸
し
出
し
を
求
め
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
結
局
は
三
池
炭
鉱
が
折
れ
、

救
助
金
を
拠
出
す
る
と
と
も
に
、
破
損
の
激
し
い
三
隻
に
つ
い
て
は
特
別
に
修
繕
費
を
年
九
朱
の
利
息
で
貸
し
付
け
る
こ
と
が
九
月
に
決
定

し
た
（

�）。

ま
た
、
前
述
の
と
お
り
、
明
治
二
九
年
に
入
る
と
帆
船
の
払
底
が
深
刻
化
し
は
じ
め
て
お
り
、
番
船
と
の
交
渉
が
難
航
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
口
之
津
港
で
の
不
十
分
な
貯
炭
状
況
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
三
池
炭
礦
事
務
所
は
、
そ
の
要
因
を
「
運
搬
力
ノ
不
足
」
に
求
め
て
お
り
、

同
年
三
月
、
事
務
長
の
島
田
は
今
後
の
見
込
み
を
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
（

	）。

第
一
に
、
自
社
船
の
運
礦
丸
を
製
造
し
て
い
る
島
原
造
船
所
に
よ
れ
ば
、
造
船
費
用
は
予
算
に
対
し
て
一
隻
五
〇
〇
～
六
〇
〇
円
程
高
値

に
な
り
、
職
工
不
足
の
た
め
「
到
底
急
速
ノ
竣
功
ヲ
見
ル
能
ハ
サ
ル
モ
」
や
む
を
得
な
い
と
し
て
い
る
。
第
二
に
、
契
約
を
結
ん
だ
野
口
忠

太
郎
の
造
船
も
遅
延
し
て
い
る
こ
と
、
第
三
に
、
長
崎
の
福
島
回
漕
店
と
調
整
す
る
も
「
到
底
船
繰
六
ヶ
敷
模
様
ニ
有
之
」
こ
と
、
第
四
に
、

番
船
と
の
運
賃
交
渉
が
ま
と
ま
ら
ず
、「
目
下
談
判
中
ニ
シ

テ
未
タ
落
着
不
致
候
」
こ
と
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。

特
に
、
第
四

点
目
に

関
し
て
は
、「

近
年
ノ

和
船
ノ
運
賃

非
常
ニ

騰
貴
シ

タ
ル

為
メ
番
船
中
逃
走

ス
ル
モ
ノ

多
ク
」、
口
之
津
港
で
荷

揚
げ

し
た
後
に
八
代
、
三
角
、
島
原
な
ど
に
寄
港
し
、

若
津
ま
た
は
長
崎
行
き
の

貨
物
を
運
送
す
る
も
の
が

続
出
し
た
と
い
う
問
題
が

背
景
に
あ
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っ
た
。
三
池
炭
鉱
か
ら
そ
の
取
締
り
を
要
請
さ
れ
た
惣
代
は
、
「
昨
今
世
上
一
般
物
価
非
常
ニ
騰
貴
シ
、
船
具
之
買
入
及
船
員
之
傭
入
上
非

常
ノ
困
難
ヲ
来
シ
タ
レ
ハ
、
運
賃
三
割
方
直
上
ゲ
セ
サ
レ
ハ
到
底
其
目
的
ヲ
達
ス
ル
能
ハ
ス
ト
主
張
」
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
三
池
炭
鉱

が
一
割
の
値
上
げ
を
承
諾
す
べ
き
と
し
た
た
め
に
交
渉
が
滞
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
状
況
を
ま
と
め
て
、
島
田
事
務
長
は
次
の
よ
う

な
意
向
を
示
し
て
い
る
（
史
料
一
〇
）。

［
史

料
一

〇
］

（
前
略
）
近
来
諸
品
ノ
価
格
職
工
ノ
賃
銭
及
小
船
ノ
運
賃
共
ニ
騰
貴
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
、
造
船
ニ
於
テ
ハ
材
料
手
ニ
入
リ
難
ク
職
工
ハ
減

少
勝
ト
ナ
リ
、
船
舶
ノ
雇
入
困
難
ナ
ル
ハ
勿
論
在
来
雇
来
リ
シ
モ
ノ
モ
既
ニ
上
文
記
述
ノ
如
ク
逃
走
ヲ
ナ
シ
、
又
ハ
他
ノ
荷
物
ヲ
運
送

ス
ル
等
ノ
事
ア
リ
、
全
ク
之
ヲ
防
過

マ
マ

セ
ン
ニ
ハ
非
常
ノ
運
賃
ヲ
支
払
ハ
サ
ル
可
ラ
ス
、
故
ニ
目
下
ノ
情
況
ニ
於
テ
ハ
高
価
ノ
運
賃
ヲ
支

払
フ
カ
、
又
ハ
運
炭
ノ
差
支
ヲ
忍
フ
カ
二
途
其
一
ヲ
擇
サ
ル
ヲ
得
サ
ル
ノ
悲
境
ニ
遭
遇
セ
リ
、
運
炭
船
惣
代
ニ
対
ス
ル
運
賃
引
上
談
判

ノ
成
行
ハ
如
何
ニ
落
着
ス
ヘ
キ
乎
ハ
予
定
シ
難
シ
ト
雖
ト
モ
、
目
下
ノ
運
賃
額
弐
拾
四
銭
ノ
外
ニ
壱
屯
三
銭
乃
至
四
銭
ノ
臨
時
ノ
手
当

ヲ
支
給
セ
ハ
十
中
八
九
ハ
約
定
ス
ル
ヲ
得
ベ
シ
、
然
ル
ト
キ
ハ
本
年
口
ノ
津
送
炭
ノ
予
算
高
凡
五
拾
五
万
屯
ナ
レ
ハ
、
合
計
壱
万
六
千

五
百
円
乃
至
弐
万
弐
千
円
ト
ナ
ル
巨
額
驚
ク
ベ
シ
ト
雖
モ
、
運
炭
ニ
支
障
ヲ
生
シ
営
業
上
大
損
害
ヲ
蒙
ム
ル
ニ
比
ス
レ
ハ
猶
忍
フ
コ
ト

ヲ
得
ベ
シ
、
然
レ
ト
モ
番
船
ノ
如
キ
モ
ノ
ハ
到
底
信
義
ヲ
以
テ

�ク
コ
ト
能
ハ
サ
レ
ハ
、
仮
令
一
旦
約
定
取
結
ヒ
タ
リ
ト
テ
決
シ
テ
之

ヲ
恃
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ス
、
何
ン
ト
ナ
レ
ハ
運
賃
ノ
多
少
ハ
彼
等
カ

去
就
ヲ

決
ス
ル
唯
一
ノ
羅
針
タ
レ
ハ
ナ
リ
、
若
シ
毫
モ
運
炭
ニ
支
障
ヲ

生
セ
サ
ラ
シ

メ
ン
ニ
ハ

勢
ヒ
運
賃
上
十

分
ノ

競
争
ヲ

為
ス
ノ
外

復
タ
途
ナ
キ
モ
ノ
ヽ
如
シ

島
田
は
諸
物
価
、
職
工
の
賃
金
、
運
賃
の
高
騰
に
よ
り
、
船
大
工
や
船
舶
の
雇
入
れ
が
困
難
で
あ
る
と
し
、
番
船
の
「
逃
走
」
を
防
ぐ
に

174



は
「
非
常
ノ
運
賃
」
を
支
払
う
こ
と
は
や
む
を
得
ず
、
目
下
の
運
賃
二
四
銭
の
ほ
か
に
三
～
四
銭
の
臨
時
手
当
を
支
給
す
れ
ば
良
い
と
考
え

て
い
る
。
た
だ
、
番
船
と
い
う
も
の
は
「
信
義
ヲ
以
テ

�ク
コ
ト
」
が
で
き
ず
、
約
定
を
結
ん
だ
と
し
て
も
「
決
シ
テ
之
ヲ
恃
ベ
キ
ニ
ア
ラ

ス
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
海
上
輸
送
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
三
池
炭
の
運
賃
に
競
争
力
を
持
た
せ
る
ほ
か
な

い
と
結
ん
で
い
る
。

こ
の
島
田
の
見
解
か
ら
は
以
下
の
点
が
指
摘
で
き
る
。
明
治
二
八
年
に
二
七
銭
で
あ
っ
た
口
之
津
行
き
ト
ン
あ
た
り
運
賃
が
、
新
た
な
交

渉
も
な
く
二
四
銭
と
な
っ
て
お
り
、
一
年
間
の
値
上
げ
期
間
終
了
後
に
は
従
前
の
運
賃
に
戻
る
こ
と
が
慣
例
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
島
田
は
明
治
二
九
年
の
輸
送
難
に
直
面
し
、
約
定
後
も
輸
送
に
支
障
を
来
さ
な
い
よ
う
運
賃
を
見
直
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と

認
識
し
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

度
重
な
る
交
渉
の
結
果
、
次
の
条
件
で
妥
協
が
成
立
し
、
ト
ン
当
た
り
四
・
五
銭
の
値
上
げ
で
一
年
間
の
約
定
が
締
結
さ
れ
た
。
第
一
に
、

一
部
の
自
社
船
（
三
光
丸
二
隻
と
第
八
、
第
一
二
運
礦
丸
）
を
番
船
と
同
様
に
出
入
港
の
順
番
に
よ
っ
て
荷
役
さ
せ
る
こ
と
、
第
二
に
、
口

之
津
で
の
滞
船
九
日
目
よ
り
滞
船
料
を
支
払
う
こ
と
（
こ
れ
ま
で
は
一
一
日
目
以
降
）
、
第
三
に
、
三
月
二
〇
日
に
積
み
込
ん
だ
船
よ
り
値

上
げ
を
執
行
す
る
こ
と
が
取
り
決
め
ら
れ
た
。
そ
の
見
返
り
と
し
て
、
「
目
下
他
ニ
出
稼
居
候
艀
船
ハ
惣
代
ニ
於
テ
悉
皆
呼
返
ス
事
」
と
さ

れ
た
（

�）。

三
月
二
〇
日
、
番
船
惣
代
か
ら
「
石
炭
運
賃
約
定
書
」
が
三
池
炭
礦
事
務
所
運
輸
課
に
提
出
さ
れ
た
（

�）。
明
治
二
九
年
三
月
二
〇
日
よ
り
一

年
間
に
お
い
て
、
口
之
津
ま
で
の
運
賃
ト
ン
当
た
り
二
八
・
五
銭
、
長
崎
ま
で
の
運
賃
ト
ン
当
た
り
四
七
・
五
銭
と
定
め
ら
れ
た
（
前
掲
、

第

3表
、
一
五
八
頁
）
。
ま
た
、
「
然
ル
上
ハ
期
限
中
正
確
ヲ
旨
ト
シ
運
炭
ニ
従
事
ス
ル
ハ
勿
論
一
切
他
ノ
貨
物
ヲ
運
送
致
間
敷
候
、
若
万
一

右
ニ
違
背
シ
タ
ル
所
為
有
之
候
節
ハ
、
如
何
様
御
処
分
相
成
候
ト
モ
決
シ
テ
苦
情
申
立
間
敷
候
」
と
他
の
貨
物
輸
送
に
対
す
る
規
制
が
明
記

さ
れ
た
。
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再
び
前
掲
第

1図
（
一
六
六
頁
）
を
み
て
み
よ
う
。
横
須
濱
貯
炭
は
明
治
二
九
年
四
月
上
期
以
降
に
急
激
な
減
少
を
み
せ
て
お
り
、
運
輸

課
の
積
出
高
が
同
受
入
高
を
上
回
り
つ
づ
け
て
い
る
。
三
月
に
お
け
る
番
船
と
の
約
定
が
も
た
ら
し
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
同
年

下
期
に
は
、
口
之
津
貯
炭
高
が
一
万
ト
ン
前
後
、
横
須
濱
貯
炭
高
が
一
万
ト
ン
を
下
回
る
ほ
ど
の
様
相
を
呈
す
る
よ
う
に
な
る
。
次
に
、
明

治
三
〇
年
代
の
帆
船
輸
送
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

（

1）
以
下
は
、
断
り
の
な
い
限
り
、
前
掲
『
大
蔵
省
提
出
鉱
山
営
業
成
績
報
告
』（
三
池
一
三
九
六
）
に
よ
る
。

（

2）
『
船
舶
ニ
関
ス
ル
契
約
書
』
契
三
、
索
引
目
次
「
一
」、「
二
」（
三
池
六
一
四
）。

（

3）
『
三
池
炭
礦
半
月
報
』
自
明
治
二
七
年
一
一
月
下
至
明
治
二
九
年
一
一
月
上
（
三
池
五
一
六
）。

（

4）
明
治
二
八
年
四
月
一
三
日
付
の
三
池
炭
礦
事
務
所
事
務
長
心
得
島
田
純
一
発
本
部
宛
書
信
（
秘
書
課
『
本
店
往
復
』
自
明
治
二
八
年
至
明
治

二
九
年
、
三
池
一
九
二
）。

（

5）
明
治
二
八
年
七
月
二
八
日
付
の
団
琢
磨
発
社
長
・
益
田
理
事
長
宛
書
信
（
庶
務
課
『
本
店
往
復
』
本
三
、
索
引
目
次
「
九
」
、
三
池
一
四
二

九
）。
番
船
の
被
害
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

（

6）
明
治
二
九
年
三
月
二
日
付
の
本
部
発
三
池
炭
礦
島
田
事
務
長
宛
書
信
（
前
掲
、
秘
書
課
『
本
店
往
復
』
三
池
一
九
二
）。

（

7）
前
掲
『
三
池
炭
礦
半
月
報
』（
三
池
五
一
六
）。

（

8）
以
下
は
、
前
掲
『
沿
革
史
』
第
二
巻
、
一
七
五
頁
「
社
有
運
炭
船
数
」（
稿
本
六
六
）、
前
掲
『
船
舶
ニ
関
ス
ル
契
約
書
』
契
三
、
索
引
目
次

「
六
」
、
「
七
」
、
「
八
」
（
三
池
六
一
四
）
に
よ
る
。

（

9）
た
だ
し
、
三
池
炭
鉱
は
代
理
人
の
西
本
廣
吉
に
対
し
て
、
輸
送
さ
れ
た
石
炭
一
ト
ン
に
つ
き
六
銭
の
手
数
料
を
支
払
っ
て
い
る
（
以
上
、

『
雑
種
契
約
』
契
二
、
自
明
治
二
二
年
至
明
治
二
九
年
、
索
引
目
次
「
六
〇
」、
三
池
六
一
三
）。

（

10）
野
口
忠
太
郎
は
、
野
田
卯
太
郎
や
永
江
純
一
ら
と
と
も
に
三
池
土
木
会
社
の
創
立
に
尽
力
し
、
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
に
同
社
社
長
と

な
っ
た
。
ま
た
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
は
大
牟
田
商
工
談
話
会
の
初
代
会
長
に
選
任
さ
れ
、
そ
の
後
、
大
牟
田
町
会
議
員
、
衆
議
院
議
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員
に
も
当
選
し
て
い
る
（
大
牟
田
市
史
編
集
委
員
会
『
大
牟
田
市
史
下
巻
』
一
九
六
八
年
、
八
八
四
頁
）。

（
11）

以
下
の
契
約
に
関
す
る
記
述
は
、
前
掲
『
船
舶
ニ
関
ス
ル
契
約
書
』
契
三
、
索
引
目
次
「
三
」（
三
池
六
一
四
）
に
よ
る
。

（

12）
松
尾
に
つ
い
て
は
、
前
掲
中
村
［
二
〇
一
〇
］
一
二
一
頁
の
表
四

�七
を
参
照
。

（

13）
明
治
二
九
年
五
月
八
日
付
の
三
池
炭
礦
事
務
所
事
務
長
島
田
純
一
発
社
長
三
井
三
郎
助
宛
書
信
（
前
掲
『
船
舶
ニ
関
ス
ル
契
約
書
』
契
三
、

索
引
目
次
「
三
」、
三
池
六
一
四
）
。
な
お
、
契
約
ど
お
り
、
野
口
は
明
治
三
四
年
末
に
一
〇
隻
分
の
借
金
を
完
済
し
、
新
造
船
に
対
す
る
抵
当

権
の
登
記
も
抹
消
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
明
治
三
五
年
六
月
四
日
付
の
三
池
炭
礦
庶
務
主
任
発
本
店
庶
務
方
宛
書
信
、
同
上
所
収
）。

（

14）
以
下
の
記
述
は
断
り
の
な
い
限
り
、
明
治
二
九
年
二
月
八
日
付
の
三
池
炭
礦
事
務
所
事
務
長
島
田
純
一
発
三
井
三
郎
助
宛
書
信
（
前
掲
『
船

舶
ニ
関
ス
ル
契
約
書
』
契
三
、
索
引
目
次
「
四
」、
三
池
六
一
四
）。

（

15）
森
時
三
郎
は
、
安
政
四
年
に
下
里
で
石
炭
販
売
を
経
営
す
る
家
に
生
ま
れ
、
明
治
一
〇
年
代
に
は
大
牟
田
の
企
業
勃
興
に
関
わ
り
、
三
池
銀

行
、
三
池
土
木
会
社
、
三
池
紡
績
会
社
な
ど
の
重
役
に
就
い
て
い
た
。
明
治
二
五
年
に
三
池
石
炭
合
資
会
社
を
創
立
し
て
同
社
の
社
長
と
な
っ

た
。
ま
た
、
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
に
三
池
郡
会
議
員
に
当
選
し
、
そ
の
後
大
牟
田
市
会
議
員
と
な
り
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
に
は

市
会
議
長
に
選
任
さ
れ
た
。

福
井
福
太
郎
は
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
に
二
〇
歳
で
家
業
の
海
運
業
、
石
炭
業
、
綿
製
造
業
を
相
続
し
た
。
明
治
一
〇
年
に
は
大
牟
田

村
長
、
の
ち
に
大
牟
田
町
会
議
員
、
三
池
郡
会
議
員
に
当
選
し
、
市
制
施
行
後
は
市
会
議
員
、
市
会
議
長
と
し
て
活
躍
し
た
。
ま
た
、
三
池
銀

行
取
締
役
、
大
牟
田
瓦
斯
会
社
取
締
役
な
ど
に
就
任
し
、
三
池
紡
績
会
社
、
大
牟
田
電
燈
株
式
会
社
な
ど
の
創
立
に
も
関
わ
っ
た
（
以
上
、
前

掲
『
大
牟
田
市
史
』
下
巻
、
八
五
五

�八
五
六
頁
、
八
六
六

�八
六
七
頁
）。

（

16）
な
お
、
同
社
が
利
息
を
含
む
造
船
資
金
を
完
済
し
た
の
は
明
治
三
七
年
五
月
で
あ
っ
た
。

（

17）
「
願
書
」（
前
掲
『
船
舶
ニ
関
ス
ル
契
約
書
』
契
三
、
索
引
目
次
「
五
」（
三
池
六
一
四
）。

（

18）
明
治
二
九
年
六
月
一
二
日
付
の
三
池
炭
礦
事
務
所
事
務
長
島
田
純
一
発
社
長
三
井
三
郎
助
宛
書
信
（
前
掲
『
船
舶
ニ
関
ス
ル
契
約
書
』
契
三
、

索
引
目
次
「
三
」、
三
池
六
一
四
）
。

（

19）
以
下
は
前
掲
『
雑
種
契
約
書
』
契
二
、
索
引
目
次
「
五
四
」（
三
池
六
一
三
）。
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（

20）
以
下
は
、
前
掲
『
艀
船
業
諸
届
記
録
』。

（
21）

ひ
と
ま
ず
は
、
明
治
二
八
年
七
月
か
ら
明
治
三
〇
年
七
月
ま
で
の
三
年
間
の
約
定
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
明
治
三
〇
年
代
に
お
い
て
も
共

同
事
務
所
は
存
続
し
た
。
な
お
、
三
井
物
産
の
口
之
津
出
張
店
は
明
治
二
七
年
に
三
池
炭
鉱
の
管
轄
と
な
り
、
三
池
炭
礦
社
口
之
津
出
張
所
と

改
称
さ
れ
て
い
た
（
明
治
三
〇
年
に
は
再
び
三
井
物
産
口
之
津
出
張
店
と
な
る
）。

（

22）
自
社
船
で
は
三
光
丸
一
隻
と
曳
船
二
隻
が
多
少
の
損
傷
を
負
っ
た
。
以
下
は
、
前
掲
の
明
治
二
八
年
七
月
二
八
日
付
団
琢
磨
発
社
長
・
益
田

理
事
長
宛
書
信
（
前
掲
『
本
店
往
復
』
本
三
、
三
池
一
四
二
九
）。

（

23）
明
治
二
六
年
一
〇
月
の
暴
風
被
害
に
対
し
て
、
三
池
炭
鉱
は
全
損
七
隻
に
三
五
〇
円
（
一
隻
に
つ
き
五
〇
円
）
、
大
小
破
損
五
五
隻
に
一
、

一
一
〇
円
（
一
隻
に
つ
き
二
〇
円
）
を
救
助
金
と
し
て
提
供
し
て
い
る
（
明
治
二
七
年
二
月
一
日
付
の
団
琢
磨
発
社
長
宛
書
信
、
前
掲
『
本
店

往
復
』
本
一
、
索
引
目
次
「
四
七
」、
三
池
一
四
二
七
）。

（

24）
以
下
は
、
断
り
の
な
い
限
り
、
明
治
二
八
年
八
月
二
二
日
付
の
三
池
炭
礦
事
務
所
事
務
長
心
得
島
田
純
一
発
社
長
三
井
三
郎
助
宛
書
信
（
前

掲
、
秘
書
課
『
本
店
往
復
』
三
池
一
九
二
）。

（

25）
猿
渡
駒
蔵
・
穏
丸
に
一
五
〇
円
、
松
本
小
三
郎
・
勢
栄
丸
に
一
五
〇
円
、
坂
井
辰
五
郎
・
大
神
丸
に
三
〇
〇
円
を
船
舶
抵
当
入
り
、
利
息
年

九
朱
の
条
件
で
貸
与
し
た
。
以
上
は
、
明
治
二
八
年
九
月
七
日
付
の
三
井
三
池
炭
礦
事
務
所
事
務
長
心
得
島
田
純
一
発
社
長
三
井
三
郎
助
宛
書

信
（
前
掲
、
秘
書
課
『
本
店
往
復
』
三
池
一
九
二
）。

（

26）
以
下
、
史
料
一
〇
を
含
め
て
、
明
治
二
九
年
三
月
一
二
日
付
の
三
池
炭
礦
事
務
所
事
務
長
島
田
純
一
発
団
理
事
宛
書
信
（
前
掲
『
本
店
往
復
』

本
三
、
索
引
目
次
「
二
四
」、
三
池
一
四
二
九
）。

（

27）
明
治
二
九
年
《
三
月
》
二
六
日
付
の
三
池
炭
礦
事
務
所
発
本
部
宛
書
信
（
前
掲
、
秘
書
課
『
本
店
往
復
』
三
池
一
九
二
、
月
は
前
後
関
係
か

ら
推
定
）。

（

28）
以
下
は
、
前
掲
『
雑
種
契
約
書
』
契
二
、
索
引
目
次
「
六
五
」（
三
池
六
一
三
）。
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四
明
治
三
〇
年
代
以
降
の
帆
船
輸
送

（
一
）

市
況
と
貯
炭

ま
ず
は
、
出
炭
状
況
と
貯
炭
推
移
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
末
か
ら
明
治
三
〇
（
一
八
九
七
）
年
初
頭
に
か
け

て
、
三
池
炭
鉱
は
出
炭
量
を
大
き
く
減
少
さ
せ
た
。
明
治
二
九
年
末
、
熊
本
県
監
獄
所
三
池
出
張
所
が
疎
水
上
の
都
合
、
採
掘
切
羽
の
減
少

を
理
由
に
囚
人
の
出
役
人
員
を
制
限
し
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
た
（
１
）。

明
治
三
〇
年
一
月
上
半
期
に
は
、
七
浦
坑
で
「
歳
首
三
昼
夜
ノ
休
業
且
ツ
皇
太
后
陛
下
御
崩
御
ノ
為
メ
、
十
五
日
ヨ
リ
休
役
ヲ
達
セ
ラ
レ

シ
ニ
付
、
一
日
其
休
役
日
ニ
属
シ
タ
ル
等
ニ
テ
」
、
前
期
比
一
一
四
ト
ン
減
の
出
炭
成
績
と
な
っ
た
。
宮
浦
坑
、
大
浦
坑
、
勝
立
坑
も
同
様

の
理
由
で
、
そ
れ
ぞ
れ
一
、
一
九
九
ト
ン
、
一
、
五
六
〇
ト
ン
、
一
、
三
四
九
ト
ン
の
減
少
で
あ
っ
た
（
２
）。
ま
た
、
一
月
下
半
期
に
は
、
皇
太

后
陛
下
御
崩
御
の
た
め
、
「
熊
本
監
獄
囚
徒
ハ
去
ル
十
五
日
ヨ
リ
廿
日
マ
テ
全
部
、
三
池
集
治
監
ハ
十
日
間
半
数
ツ
ヽ
止
業
致
候
為
メ
出
炭

非
常
ニ
減
少
シ
、
随
テ
口
ノ
津
送
炭
モ
少
ナ
ク
同
地
ノ
材
荷
ニ
不
足
ヲ
生
シ
、
昨
今
其
回
復
方
必
至
勉
強
中
ニ
御
座
候
（
後
略
（
３
））
」
と
報
告

さ
れ
た
。

二
月
上
半
期
に
至
っ
て
も
、
七
浦
坑
で
は
「
採
炭
囚
減
刑
放
免
ト
ナ
リ
タ
ル
者
多
ク
、
為
ニ
三
池
保
護
会
被
保
護
人
ヲ
雇
使
セ
シ
カ
創
始

ノ
際
ニ
テ
不

�勝
」
で
あ
っ
た
た
め
、
前
期
比
四
五
五
ト
ン
減
の
出
炭
高
に
と
ど
ま
っ
た
（
４
）。
大
浦
坑
で
も
「
陰
暦
正
月
ニ
セ
シ
ト
、
英
照
皇

太
后
陛
下
御
発
車
御
埋
棺
等
ノ
当
日
休
業
セ
シ
為
メ
」
、
前
期
比
で
四
、
三
五
三
ト
ン
の
出
炭
減
、
勝
立
坑
で
も
「
採
炭
囚
モ
減
刑
放
免
者

多
カ
リ
シ
為
メ
新
規
ニ
入
坑
セ
シ
モ
ノ
多
ク
、
充
分
ノ
使
役
ヲ
為
シ
得
サ
リ
シ
カ
ハ
、
総
出
炭
高
ニ
於
テ
前
期
ニ
比
シ
二
百
二
十
四
屯
ヲ
減

セ
リ
」
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
前
掲
の
第

1表
（
一
五
三
頁
）
に
よ
れ
ば
、
同
年
上
期
の
出
炭
高
は
前
年
同
期
比
で
約
六
万
ト
ン
減
で
あ
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っ
た
。

明
治
三
〇
年
上
期
の
市
況
は
、
「
炭
価
ハ
騰
貴
」
し
つ
つ
あ
り
、
三
池
炭
に
つ
い
て
も
「
売
行
ハ
気
配
最
モ
宜
シ
カ
リ
シ
」
と
報
告
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
活
況
を
呈
し
て
お
り
、
そ
れ
に
応
じ
て
出
炭
増
加
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
他
方
で
、
前
掲
の
第

1図
（
一
六
六
頁
）
を
み
る

と
、
明
治
二
九
年
末
か
ら
横
須
濱
・
口
之
津
と
も
に
貯
炭
が
不
足
し
て
い
た
。
口
之
津
港
で
の
貯
炭
高
は
い
っ
た
ん
回
復
し
た
明
治
二
九
年

一
〇
月
以
降
も
一
万
ト
ン
前
後
に
す
ぎ
ず
、
横
須
濱
貯
炭
高
は
明
治
二
九
年
一
二
月
上
期
か
ら
明
治
三
〇
年
二
月
下
期
ま
で
約
一
〇
〇
ト
ン

か
ら
七
〇
〇
ト
ン
で
推
移
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
石
炭
不
足
は
三
井
物
産
の
販
売
活
動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
実
際
に
、
明
治
二
九
年
一
〇
月
頃
よ
り
、
三

井
物
産
か
ら
の
苦
情
が
三
池
炭
礦
事
務
所
に
た
び
た
び
寄
せ
ら
れ
た
。
以
下
の
史
料
一
一
は
三
井
物
産
香
港
支
店
よ
り
届
い
た
も
の
で
あ
る
（
５
）。

［
史

料
一

一
］

（
前
略
）
現
に
先
般
彦
山
丸
（
全
荷
切
込
積
）
は
当
方
豫
定
よ
り
は
三
日
、
目
下
碇
泊
中
の
有
明
丸
も
四
、
五
日
延
滞
可
致
由
実
に
閉

口
仕
候
、
当
方
に
て
は
口
ノ
津
欠
炭
を
思
ひ
先
般
来
度
々
船
舶
を
他
方
に
繰
廻
は
し
候
処
、
前
述
の
次
第
に
て
切
込
の
貯
炭
只
今
の
処

半
屯
も
無
御
座
候
実
情
を
吐
露
致
候
は
ば
、
過
日
壱
千
屯
許
り
或
懇
意
の
清
人
よ
り
借
り
受
け
太
古

タ
イ
ク
ー怡
和

イ
ワ

等
の
急
需
に
相
応
候
次
第
に

付
き
、
有
明
丸
の
積
入
一
日
も
早
か
ら
ん
と
日
夜
祈
仕
候

一
以
上
の
次
第
に
有
之
候
間
、
先
月
は
清
人
約
定
口
に
は
塊
切
共
一
屯
も
相
渡
不
申
候
得
共
、
本
月
は
着
炭
を
見
計
ら
ひ
ポ
ツ
ヽ
相

渡
可
申
心
算
に
御
座
候
、
御
承
知
置
可
被
下
候

（
後
略
）
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口
之
津
港
で
積
み
込
み
を
行
っ
て
い
る
彦
山
丸
、
有
明
丸
の
出
航
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
に
苦
情
を
述
べ
た
後
に
、
香
港
支
店
は
口
之
津
で

の
貯
炭
不
足
を
考
慮
し
て
船
舶
を
他
の
積
出
地
に
振
り
向
け
て
い
る
こ
と
、
現
在
は
中
国
商
人
よ
り
石
炭
を
借
り
う
け
て
得
意
先
の
需
要
に

応
え
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
三
〇
年
一
月
に
は
、
三
井
物
産
専
務
理
事
兼
外
国
課
長
で
あ
っ
た
上
田
安
三
郎
か
ら

も
三
池
炭
礦
事
務
長
島
田
純
一
に
あ
て
て
次
の
よ
う
な
要
請
が
届
い
て
い
る
（
史
料
一
二
（
６
））。

［
史

料
一

二
］

昨
年
度
下
半
季
間
特
ニ
年
末
ニ
於
ケ
ル
口
之
津
在
炭
ノ
欠
乏
ハ
殆
ン
ト
其
極
点
ニ
達
シ
、
為
ニ
醸
成
シ
タ
ル
不
便
困
難
ハ
申
ス
ニ
及
ハ

ス
、
社
船
及
ヒ
月
極
雇
船
ノ
運
賃
勘
定
上
及
ヒ
其
他
ニ
及
ホ
シ
タ
ル
損
失
ハ
殆
ン
ト
予
想
之
外
ニ
相
上
リ
可
申
、
御
同
様
苦
心
此
事
ニ

御
座
候
、
然
ル
ニ
本
年
度
ニ
入
ル
モ
口
之
津
在
炭
ノ
欠
乏
ハ
少
シ
モ
回
復
ノ
徴
候
相
見
ヘ
不
申
、
又
タ
何
時
ニ
相
成
候
ト
キ
ハ
回
復
ス

ル
ヤ
ノ
目
途
モ
唯
今
ニ
テ
ハ
確
ト
相
附
キ
不
申
モ
ノ
ヽ
如
ク
、
不
一
方
焦
慮
罷
在
候

若
シ
不
幸
ニ
シ
テ
本
年
度
モ
年
度
ノ
始
メ
ニ
於
テ
炭
繰
ニ
錯
乱
相
来
タ
シ
候
時
ハ
、
終
ニ
仝
年
度
又
モ
混
乱
中
ニ
打
過
候
事
ト
モ
相
成

可
申
、
実
ニ
救
正
ノ
方
法
相
立
チ
可
申
ハ
今
日
ニ
有
之
候
間
、
已
ニ
昨
年
末
ヨ
リ
香
港
、
上
海
、
新
嘉
坡
ノ
各
海
外
店

�ニ
内
地
店
ニ

モ
能
々
申
含
メ
、
本
年
度
始
メ
一
、
二
ヶ
月
間
ハ
口
之
津
ヘ
ノ
廻
船
出
来
ル
丈
ケ
我
慢
致
シ
、
其
間
ニ
取
急
キ
口
之
津
在
荷
ノ
整
理
一

通
リ
相
附
可
申
事
ニ
指
示
致
置
候
間
、
当
方
各
地
店
ト
モ
此
際
出
来
ル
可
キ
丈
ケ
廻
船
差
見
合
セ
可
申
候
（
中
略
）

既
ニ
海
外
各
店
配

賦
炭

高
モ
夫
々
取
極
候
間
、
之
ニ
應
ス
ル
送
炭
船
ハ
社
船

�ニ
雇
船
ニ
テ
ノ
繰
廻
方
モ
豫
算
相
立
申
候
、
然
シ
若
シ

昨
年
末
ニ
於
ケ
ル
如
キ
船
繰
ニ
非
常
ノ

狂
ヒ
相
来
タ
シ
候
テ
ハ
、
到
底
右
豫
算
モ
全
ク
画

�ニ
属
シ
可
申
候
間
、
特
ニ
御
配
慮
願
出
候

次
第
ニ
御
座
候
（
後
略
）
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上
田
安
三
郎
は
、
明
治
二
九
年
下
半
期
の
貯
炭
不
足
に
よ
っ
て
船
舶
関
連
で
損
失
が
生
じ
た
こ
と
、
海
外
支
店
だ
け
で
な
く
内
地
の
店
舗

に
も
口
之
津
へ
の
廻
船
を
見
合
わ
せ
る
よ
う
指
示
し
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
ま
た
、
口
之
津
か
ら
消
費
地
ま
で
輸
送
す
る
社
船
お
よ
び

雇
船
の
運
用
・
予
算
は
決
定
し
て
い
る
た
め
、
今
年
度
は
「
船
繰
ニ
非
常
ノ
狂
ヒ
」
が
生
じ
な
い
よ
う
特
段
の
配
慮
を
求
め
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
島
田
純
一
は
出
炭
状
況
お
よ
び
貯
炭
不
足
に
つ
い
て
、
「
当
方
ニ
テ
モ
不
一
方
苦
心
仕
リ
一
同
必
至
増
炭
ノ
計
画
罷
在

候
ヘ
ト
モ
、
奈
何
ニ
セ
ン
目
今
ノ
情
勢
意
之
如
ク
ナ
ラ
ス
」
と
囚
人
労
働
の
減
少
に
よ
る
影
響
を
述
べ
た
う
え
で
、
「
口
ノ
津
ヘ
ノ
送
炭
モ

更
ニ

�取
リ
不
申
」
と
予
想
し
、
「
唯
此
上
ハ
本
年
ノ
売
炭
ニ
於
テ
約
定
ノ
為
メ
石
炭
ノ
引
渡
方
万
止
ム
ヲ
得
サ
ル
箇
所
ノ
外
ハ
可
成
其
引

渡
ヲ
減
縮
」
し
た
い
と
希
望
し
て
い
る
（
７
）。
三
池
炭
の
供
給
が
市
場
の
拡
大
に
追
い
つ
い
て
お
ら
ず
、
需
要
増
に
対
す
る
出
炭
能
力
の
限
界
が

一
時
的
に
生
じ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

市
場
拡
大
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
明
治
二
九
年
半
ば
よ
り
他
種
炭
の
取
り
扱
い
に
踏
み
切
っ
て
い
た
三
井
物
産
は
、
三
池
炭
の
供
給
不
足

を
踏
ま
え
て
、
明
治
三
〇
年
に
販
売
方
針
の
変
更
を
対
内
的
に
表
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、
同
年
一
〇
月
に
開
催
さ
れ
た
石
炭
諮
問
会
の
席
上

に
お
い
て
、
益
田
孝
は
「
他
種
ノ
石
炭
ヲ
取
扱
フ
コ
ト
ハ
三
池
石
炭
ノ
不
利
ヲ
来
タ
ス
ベ
シ
テ
フ
感
触
ヲ
有
シ
タ
ル
ニ
依
リ
、
可
成
他
種
石

炭
ハ
取
扱
ハ
サ
ル
方
針
ヲ
取
リ
タ
ル
モ
、
昨
今
年
ノ
事
実
ハ
未
タ
三
池
石
炭
ノ
盛
況
ヲ
呈
セ
ス
、

従
テ
又
物
産
会
社
ニ
於
テ
石
炭
商
売
ヲ
為

ス
以
上
ハ
三
池
石
炭
ノ

ミ
ニ
テ
ハ
需
要
者
ヲ

満
足
セ
シ
ム
ル
コ
ト
能
ハ
ス
」
と
発

言
し
、
三
池
炭

以
外
の
石
炭
取
り
扱
い
方
針
が
確
認
さ
れ

た
の
で
あ
る
（

８
）。
そ
の
結

果
、
明
治
三
〇
、
三
一
、
三
二
年
に
お
け
る
三
池
炭
の
販
売
高
は
合
計
で
約
五
三
万
ト
ン
、

五
一
万
ト
ン
、
五

五
万

ト
ン
と
伸
び
悩
み
（
明
治
二
九
年
は
約
七
九
万
ト
ン
）
、
東

ア
ジ

ア
市
場
に
お
け
る
筑
豊
炭
の
シ
ェ

ア
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
（

９
）。

以
上
の
状
況
を

打
開
す
る
た
め
、
三
池
炭

鉱
は
デ
ー
ビ
ー
ポ
ン
プ
の
増
設
、
坑
口
開
鑿
技
術
の
改
善
（
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
使
用
）
、
万
田

坑
の
開
鑿
な
ど
出
炭
の
増
強
を
図
っ
て
い
く
（

�）。
そ
の
一
方
で
海
上
輸
送
の
効
率
化
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
に

は
大
阪
鉄
工
所
と
曳
船
用
汽
船
一
隻
を
新
造
す
る
契
約
を
結
ん
だ
。
翌
年
の
三
月
に
曳
船
・
万
田
丸
が
進
水
し
、
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）
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に
は
大
牟
田
川
か
ら
の
曳
き
出
し
用
の
曳
船
と
し
て
寶
丸
を
、
翌
三
八
年
に
は
口
之
津
丸
を
購
入
し
て
、
筑
後
丸
・
第
二
筑
後
丸
と
あ
わ
せ

て
五
隻
の
曳
船
を
運
用
し
た
（

�）。
ま
た
、
所
有
帆
船
の
増
強
も
漸
次
す
す
め
て
お
り
、
明
治
三
一
年
か
ら
三
八
年
の
間
に
、
三
川
丸
一
三
隻
を

新
造
す
る
と
と
も
に
九
隻
の
中
古
船
を
購
入
し
て
い
る
（

�）。

三
井
物
産
の
販
売
戦
略
の
変
更
も
あ
っ
て
、
口
之
津
港
で
は
明
治
三
〇
年
の
春
に
貯
炭
高
が
い
っ
た
ん
増
加
し
、
明
治
三
一
年
に
は
常
時

三
万
ト
ン
以
上
が
貯
蔵
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
前
掲
、
第

1図
、
一
六
六
頁
）
。
他
方
で
、
横
須
濱
貯
炭
も
明
治
三
一
年
後
半
以
降
に
急

増
し
て
い
る
が
、
口
之
津
港
で
の
貯
炭
不
足
は
生
じ
て
い
な
い
こ
と
、
明
治
三
三
年
に
入
る
と
再
び
一
、
〇
〇
〇
ト
ン
以
下
ま
で
減
っ
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
口
之
津
港
へ
の
輸
送
に
大
き
な
問
題
は
生
じ
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
つ
づ
い
て
、
明
治
三
〇
年
以

降
の
番
船
に
よ
る
輸
送
の
動
向
を
明
ら
か
に
し
て
い
こ
う
。

（
二

）
番

船
に

よ
る

輸
送

の
安

定
化

と
広

域
化

明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
の
契
約
が
終
了
す
る
明
治
三
〇
年
三
月
二
一
日
、
口
之
津
行
き
ト
ン
当
た
り
三
〇
銭
、
長
崎
行
き
五
〇
銭
と

い
う
新
た
な
年
間
輸
送
契
約
が
締
結
さ
れ
た
（
前
掲
、
第

3表
、
一
五
八
頁
）
。
そ
の
際
に
提
出
さ
れ
た
「
三
池
石
炭
運
搬
受
負
約
定
書
」

に
は
、
明
治
三
〇
年
三
月
二
〇
日
か
ら
同
三
一
年
三
月
一
九
日
ま
で
三
池
炭
の
輸
送
を
請
け
負
う
こ
と
と
し
、
「
約
定
期
限
中
ハ
規
約
書
ヲ

履
行
シ
決
シ
テ
違
背
致
間
敷
候
間
、
万
一
違
背
之
所
為
有
之
候
節
ハ
如
何
様
ノ
処
分
相
成
候
ト
モ
決
シ
テ
苦
情
申
立
間
敷
候
」
と
い
う
一
文

が
盛
り
込
ま
れ
た
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
三
池
炭
鉱
と
惣
代
が
運
賃
の
値
上
げ
の
承
認
を
め
ぐ
っ
て
交
渉
し
た
の
で
は
な
く
、
新
た
な
運
賃
を
取
り
決

め
て
、
約
定
書
に
「
規
約
書
」
の
履
行
を
明
示
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
以
後
、
こ
の
約
定
書
は
名
称
を
変
え
つ
つ
も
内
容
自
体
は
定
型
化
さ

れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
三
池
炭
鉱
は
従
前
の
運
賃
（
口
之
津
行
き
ト
ン
当
た
り
二
四
銭
）
を
基
準
と
す
る
認
識
か
ら
、
契
約
期
限
後
に
新
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た
な
金
額
設
定
の
交
渉
に
応
じ
る
姿
勢
を
み
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
規
約
書
」
は
今
の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い
な

い
が
、
そ
の
内
容
に
は
三
池
炭
以
外
の
貨
物
輸
送
を
規
制
す
る
何
ら
か
の
文
言
が
含
ま
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
同
時
期
に

惣
代
と
船
問
屋
と
の
間
で
、
他
の
貨
物
を
輸
送
す
る
際
の
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

史
料
一
三
は
、
船
問
屋
（
前
述
の
共
同
事
務
所
）
が
惣
代
か
ら
受
け
と
っ
た
通
知
を
明
治
三
〇
年
八
月
三
〇
日
に
写
し
た
も
の
で
あ
る
（

�）。

番
船
が
他
の
貨
物
を
輸
送
す
る
際
に
事
務
所
は
惣
代
に
対
し
て
報
せ
る
こ
と
、
そ
れ
は
三
井
家
の
貨
物
で
あ
っ
て
も
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。
個
々
の
番
船
の
航
海
に
関
し
て
、
惣
代
が
ど
れ
ほ
ど
の
強
制
力
を
有
し
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
史
料
か
ら
、

惣
代
が
そ
れ
ぞ
れ
の
貨
物
選
択
を
監
視
す
る
よ
う
な
体
制
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
は
指
摘
で
き
よ
う
（

�）。

［
史

料
一

三
］

第
一
日
ノ
出
丸
又
平
第
三
蛭
子
丸
七
五
郎
第
一
長
眞
丸
鶴
松
第
二
長
眞
丸
鶴
松

右
ハ
仮
令
変
名
ス
ル
ト
雖
モ
当
事
務
所
ニ
於
テ
取
扱
ベ
カ
ラ
ス
、
若
シ
取
扱
場
合
ニ
於
ハ
三
池
船
惣
代
ヘ
照
会
ノ
上
施
行
ス
ベ
シ

一
三
池
番
船
ニ
シ
テ
他
ノ
貨
物
積
入
外
行
ス
ル
時
ハ
事
務
所
ハ
時
ニ
惣
代
ニ
対
シ
報
知
ス
ベ
シ

一
三
井
家
ノ
貨
物
ト
雖
モ
外
行
ハ
其
時
々
前
同
断

（
中
略
）

右
之
通
リ
三
池
艀
船
組
合
惣
代
ヨ
リ
照
会
相
成
候
ニ
付
本
日
ヨ
リ
執
行
仕
候
也

さ
ら
に
、
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
は
、
三
池
炭
鉱
が
「
口
之
津
港
ニ
於
ケ
ル
運
炭
艀
船
ノ
廻
送
ヲ
敏
速
ナ
ラ
シ
ム
ル
為
メ
、
操
縦

上
ノ
指
揮
監
督
ト
シ
テ
船
舶
方
一
名
同
地
ニ
派
遣
常
設
」
し
た
（

�）。
こ
れ
は
、
三
池
炭
を
陸
揚
げ
し
た
後
に
、
口
之
津
港
に
滞
在
し
て
休
航
す
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る
も
の
が
多
か
っ
た
こ
と
へ
の
対
応
で
あ
っ
た
。
他
の
貨
物
輸
送
を
防
止
す
る
た
め
と
い
う
よ
り
も
、
空
き
船
を
減
ら
し
て
船
繰
り
を
円
滑

化
す
る
と
い
う
目
的
で
、
取
締
役
と
し
て
使
用
人
の
永
田
彌
市
が
口
之
津
に
派
遣
さ
れ
た
。

以
上
の
よ
う
な
輸
送
契
約
と
監
視
体
制
が
確
立
し
た
こ
と
で
、
三
池
炭
は
安
定
的
に
口
之
津
ま
で
輸
送
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の

後
、
明
治
三
〇
年
代
半
ば
か
ら
番
船
の
輸
送
先
は
次
第
に
広
域
化
し
て
い
っ
た
。

そ
れ
ま
で
、
番
船
は
主
に
口
之
津
港
と
長
崎
港
へ
の
航
海
に
従
事
し
て
お
り
、
阪
神
方
面
に
つ
い
て
は
自
社
船
が
利
用
さ
れ
て
い
た
。
ま

た
、
藩
営
時
代
以
来
の
需
要
先
で
あ
っ
た
塩
田
に
む
け
て
は
、
周
防
・
長
門
地
方
の
船
が
、
塩
を
売
り
込
ん
だ
後
の
復
荷
と
し
て
石
炭
商

（
三
池
石
炭
合
資
会
社
、
島
原
石
炭
組
合
、
山
尾
商
店
）
か
ら
三
池
炭
を
買
い
入
れ
て
輸
送
し
て
い
た
。
明
治
三
二
年
に
な
る
と
、
石
炭
商

間
の
競
争
が
激
し
く
な
っ
て
炭
価
が
乱
高
下
し
た
た
め
、
三
池
炭
鉱
は
三
池
石
炭
合
資
と
島
原
石
炭
組
合
が
九
州
地
方
を
、
山
尾
商
店
が
中

国
十
州
塩
田
を
管
轄
と
す
る
販
売
区
域
を
設
定
し
た
。
そ
の
際
、
塩
田
方
面
の
買
積
船
は
す
べ
て
運
賃
積
輸
送
に
改
め
ら
れ
、
周
防
・
長
門

の
船
主
が
組
織
し
た
組
合
に
所
属
す
る
帆
船
（「
防
長
番
船
」）
が
塩
田
向
け
に
就
航
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（

�）。

と
こ
ろ
が
、
国
内
市
場
に
お
け
る
石
炭
需
要
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
明
治
三
四
年
に
は
船
体
の
適
し
た
一
部
の
番
船
が
瀬
戸
内
海
輸

送
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
（

�）、
明
治
三
七
年
に
は
塩
田
向
け
に
つ
い
て
も
「
三
池
番
船
ノ
総
代
ニ
テ
物
産
会
社
ノ
十
万
噸
ヲ
引
受
ク
シ
ム

ル
コ
ト
ニ
」
な
っ
た
の
で
あ
る
（

�）。

帆
船
の
積
出
先
を
ま
と
め
た

第

8表
を
み
て
み
よ
う
（
明
治
三
〇
年
代
は
不
明
な
部
分
が
多
い
）
。
明
治
二
〇
年
代
末
か
ら
明
治
三
〇
年

前
後
に
お
い
て
は
、
帆
船
積
出
の
う
ち
口
之
津
行
き
が
約
七
～
八
割
を
占
め
て
い
た
。
大
阪
、
神
戸
行
き
は
一
万
ト
ン
に
満
た
な
い
程
度
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
一
方
で
塩
田
行
き
を
含
む
「
地
元
売
／
有
明
港
各
地
」
は
六
～
一
〇
万
ト
ン
を
推
移
し
て
い
る
（

�）。
明
治
三
九
年
下
期
か
ら

明
治
四
一
年
に
か
け
て
は
、
口
之
津
行
き
の
比
率
が
や
や
低
下
し
て
六
割
近
く
に
、
長
崎
行
き
が
上
昇
し
て
二
割
弱
と
な
っ
て
い
る
。
両
港

の
合
計
で
全
体
に
占
め
る
比
率
に
大
き
な
変
化
は
な
い
が
、
大
阪
お
よ
び
塩
田
向
け
（
そ
の
他
瀬
戸
内
行
き
を
含
む
）
が
増
大
し
て
い
る
こ
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と
が
み
て
と
れ
る
。

以
上
、
明
治
三
〇
年
代
前
半
に
は
番
船
に
よ
る
口
之
津
港
へ
の
輸
送
は
安
定
し
、
石
炭
市
場
の
拡
大
に
応
じ
て
一
部
の
番
船
の
航
海
は
広

域
化
し
は
じ
め
た
。
他
方
で
、
出
炭
高
を
漸
増
さ
せ
て
い
た
三
池
炭
鉱
は
、
明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）
に
万
田
坑
で
の
着
炭
に
成
功
し
、

同
年
一
一
月
に
は
三
池
築
港
の
工
事
を
開
始
し
た
。
明
治
三
〇
年
代
に
お
い
て
輸
送
需
要
が
増
大
し
た
た
め
、
大
型
汽
船
を
入
港
さ
せ
て
直

接
に
機
械
で
積
み
込
む
計
画
が
本
格
的
に
す
す
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
明
治
四
一
年
の
三
池
港
開
港
後
、
番
船
は
次
第
に
減
少
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
が
、
最
後
に
、
明
治
三
〇
年
代

末
以
降
の
番
船
に
よ
る
輸
送
と
そ
の
管
理
に

つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

（
三
）

番
船
に
よ
る
輸
送
の
管
理

前
掲
の
第

1表
（
一
五
三
頁
）
と
第

7表

（
一
七
〇
頁
）
に
よ
れ
ば
、
出
炭
高
は
万
田

坑
着
炭
後
の
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
に

一
〇
〇
万
ト
ン
を
超
え
、
そ
れ
に
呼
応
し
て

番
船
の
数
も
二
〇
年
代
と
比
べ
て
一
〇
〇
隻

近
く
増
え
て
い
る
。
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、

こ
れ
ま
で
番
船
は
「
凡
テ
地
元
ノ
居
住
者
」

で
あ
っ
た
た
め
、
多
く
の
問
題
は
「
惣
代
会

186

（単位：トン）

塩田
その他

地元売
有明港各地 その他 合計

全体に占める比率

口之津 長崎

0 21,900 21,794 261,055 79％ 4％

0 80,694 9,391 578,297 75％ 5％

0 74,237 0 587,922 77％ 5％

0 110,698 0 643,915 69％ 8％

0 66,330 701 498,190 75％ 6％

0 61,229 18,293 588,913 76％ 4％

89,600 0 5,680 614,100 66％ 17％

148,080 0 24,800 1,145,690 66％ 16％

136,360 0 26,740 1,072,750 66％ 16％

44,721 54,710 42,940 493,960 37％ 29％

48,771 35,321 47,441 518,461 36％ 32％

0 746 26,874 506,999 45％ 33％

0 34,574 30,632 478,253 44％ 29％

0 45,339 24,100 371,475 38％ 28％

66,106 0 46,517 446,472 40％ 28％

35,883 54,327 15,405 401,045 22％ 47％

31,744 40,479 10,089 314,235 24％ 44％

42年分（三池1547）、明治44年は『大牟田町役場往復』（三池1616）、明治45

た（鉱山焚料およびコークス製造用炭は除外した）。

される。

と推定される。



議
ナ
リ
又
ハ
船
主
総
会
」
と
い
っ
た
非
公
式

な
場
で
「
其
都
度
解
決
」
さ
れ
て
き
た
（

�）。
し

か
し
、
明
治
三
〇
年
代
末
に
は
、
新
規
参
入

者
が
増
え
た
こ
と
も
あ
り
、
出
入
港
時
の
ル

ー
ル
を
違
反
す
る
も
の
が
続
出
し
、
管
理
の

厳
格
化
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（

�）。

明
治
三
九
年
一
月
二
二
日
、
番
船
惣
代
は

「
三
池
石
炭
運
送
業
組
合
規
約
」
を
制
定
し
、

福
岡
県
知
事
よ
り
公
式
の
同
業
組
合
と
し
て

認
可
を
う
け
た
。
三
池
石
炭
運
送
業
組
合
は
、

大
牟
田
に
お
い
て
石
炭
運
送
を
営
業
と
す
る

も
の
で
組
織
さ
れ
、
運
送
状
況
の
調
査
、
貨

物
・
運
賃
の
取
締
、
船
体
・
船
具
に
関
す
る

調
査
、
船
舶
の
整
理
・
監
督
、
紛
議
の
仲
裁

な
ど
を
事
業
目
的
と
し
た
。
ま
た
、
出
入
港

時
の
順
番
に
関
す
る
約
束
事
な
ど
が
記
さ
れ

た
組
合
員
の
遵
守
す
べ
き
規
則
が
策
定
さ
れ

た
。
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第8表 帆船積出先推移

口之津 長崎 佐世保 門司 大阪 神戸
その他

瀬戸内沿岸

明治24年（上期） 205,736 11,625 0 0 0 0 0

明治27年 433,650 27,591 0 20,492 1,718 4,761 0

明治28年 454,714 31,735 0 17,754 3,804 5,678 0

明治29年 446,571 49,563 0 26,858 4,046 6,179 0

明治30年 371,493 31,525 407 17,569 5,274 4,891 0

明治31年 448,812 25,435 220 23,506 5,322 6,096 0

明治39年（下期） 404,360 101,960 1,440 1,980 5,220 3,860 0

明治40年 760,030 182,080 3,800 2,480 13,840 10,580 0

明治41年 708,660 172,280 1,770 850 15,340 10,750 0

明治44年 180,824 142,714 2,256 358 15,515 9,922 0

明治45年 188,885 166,943 2,127 533 15,966 12,473 0

大正2年 228,522 168,043 1,662 0 13,908 11,171 56,073

大正3年 212,155 139,478 2,178 0 15,413 10,901 32,922

大正4年 140,307 103,288 1,961 0 11,571 9,758 35,151

大正5年 180,025 126,672 1,911 0 21,323 3,919 0

大正6年 88,468 187,464 3,096 891 11,033 4,477 0

大正7年 74,113 137,950 3,248 0 9,961 6,651 0

出所） 明治24～31年は『三池炭礦半月報』（三池515�518）、明治39年下期～明治41年は『官衙往復』明治

年～大正6年は『官衙往復』（三池1550�1556）、大正7年は『市役所往復』（三池1617）。

備考） 明治24～31年までは三池炭鉱の運輸課が配送した石炭のうち帆船積出と想定される数値を抽出し

コークスを含めたトン数（合計があわない場合もあるが原点のままとした）。

「その他瀬戸内沿岸」および「地元売/有明港各地」には塩田向けの積出高が含まれていると推定

明治24年（上期）、明治31年のその他は三角行きが大部分を占める。

明治27～31年までの門司行きには鉄道輸送が含まれている。

明治39年下期から明治41年までの塩田は「塩田其他」と表記されており、瀬戸内沿岸向けを含む

明治45年は大牟田港と四山の合計値。

大正2年、大正3年は大牟田港と三池港の帆船輸送先の合計（ただし、三池港はわずか）。

大正4～7年のその他には一部の瀬戸内沿岸向けが含まれている。



同
業
組
合
が
正
式
に
設
立
さ
れ
た
も
の
の
、
二
年
後
の
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
に
は
三
池
港
が
竣
功
し
た
た
め
、
番
船
が
過
剰
と
な

る
こ
と
が
決
定
的
と
な
っ
た
。
早
く
も
翌
年
九
月
に
は
、
三
池
炭
鉱
（
九
州
炭
礦
事
務
所
長
牧
田
環
）
は
番
船
に
対
す
る
臨
時
贈
与
金
三
万

二
、
〇
〇
〇
円
の
支
出
を
三
井
鉱
山
本
社
に
提
案
し
て
い
る
（

�）。
そ
の
二
か
月
後
、
次
の
史
料
一
四
の
と
お
り
、
「
当
地
方
有
志
者
」
で
あ
る

野
口
忠
太
郎
、
福
井
福
太
郎
、
大
塚
清
三
郎
、
森
平
四
郎
ら
と
相
談
し
、
番
船
惣
代
に
確
認
を
と
っ
た
う
え
で
、
贈
与
金
を
五
万
六
、
四
九

〇
円
と
す
る
こ
と
が
再
び
三
井
鉱
山
社
長
に
上
申
さ
れ
た
。

［
史

料
一

四
］

（
前
略
）
然
ル
ニ
此
度
三
池
港
ノ
成
ル
ヤ
帆
船
運
炭
ノ
用
一
時
ニ
減
少
シ
テ
今
ヤ
其
収
入
殆
ン
ト
六
割
以
上
ヲ
減
シ
、
従
業
者
ハ
遽
ニ

生
計
ノ
困
難
ヲ
来
シ
従
来
ノ
如
ク
三
池
炭
ノ
運
送
ノ
ミ
ヲ
以
テ
到
底
生
活
ノ
途
相
立
兼
候
悲
境
ニ
陥
リ
申
候
、
斯
ノ
如
キ
ハ
素
ヨ
リ
世

運
ノ
進
歩
発
展
ニ
連
レ
テ
已
ム
ヲ
得
サ
ル
次
第
ニ
シ
テ
、
従
業
者
ニ
於
テ
モ
更
ニ
営
業
ノ
方
針
ヲ
定
ム
ヘ
キ
儀
ニ
ハ
候
ヘ
共
、
常
ニ
営

業
ノ
困
難
ニ
追
ハ
レ
テ
資
力
ノ
欠
乏
ヲ
来
シ
、
如
何
ト
モ
致
シ
難
キ
窮
状
ニ
有
之
事
情
甚
タ
同
情
ス
ヘ
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
永
年
運
炭
ニ

従
事
シ
テ
其
功
労
尠
カ
ラ
ス
候
ニ
付
、
此
際
壱
隻
毎
ニ
金
百
八
拾
円
宛
ノ
金
額
ヲ
贈
与
シ
以
テ
今
後
自
立
ノ
途
ヲ
与
ヘ
シ
メ
度
候
、
尚

此
件
ニ
付
テ
ハ
当 、
地 、
方 、
有 、
志 、
者 、
野 、
口 、
忠 、
太 、
郎 、
、
福 、
井 、
福 、
太 、
郎 、
、
大 、
塚 、
清 、
三 、
郎 、
、
森 、
平 、
四 、
郎 、
諸 、
氏 、
ニ 、
モ 、
内 、
談 、
ヲ 、
遂 、
ケ 、
、
且 、
番 、
船 、
総 、
代 、
濱 、
田 、

義 、
孝 、
外 、
五 、
名 、
ノ 、
モ 、
ノ 、
ニ 、
於 、
テ 、
モ 、
右 、
金 、
額 、
ニ 、
テ 、
異 、
存 、
無 、
之 、
無
論
速
ニ
解
決
ス
ヘ
キ
旨
申

居
候
間
、
何

卒
特
別
ノ
御
詮
議
ヲ
以
テ
右
支
出
相

成
候
様
致
度
、
別

紙
調

書
相
添
此
段
上
申
仕
候
也

三
井
鉱
山
は
番
船
二
九
五
隻
に
対
し
て
五
万
三
、
一
〇
〇
円
（
一
隻
あ
た
り
一
八
〇
円
）
、
そ
の

他
臨
時
番
船
二
八
隻
に
二
、
二
四
〇
円

（
同
八
〇
円
）、

�均
人

夫
請

負
人
に
一
五
〇
円
、
新
旧
の
惣
代
二
〇

人
に
一
、
〇
〇
〇
円
（
一

人
あ
た
り
五
〇
円
）
を
拠
出
し
た
。
明
治
四
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三
年
一
月
、
三
池
石
炭
運
送
業
組
合
お
よ
び
「
有
志
者
」
の
連
名
で
臨
時
贈
与
金
は
受
け
取
ら
れ
、
「
コ
レ
ヲ
基
ト
シ
テ
番
船
ヲ
離
レ
候
者

ニ
ハ
、
相
当
ノ
贈
金
ヲ
ナ
シ
テ
他
方
面
ニ
新
路
開
拓
ノ
資
ト
為
致
、
以
テ
番
船
ノ
数
ヲ
減
」
ら
す
方
向
性
が
定
ま
っ
た
（

�）。

前
掲
第

8表
の
と
お
り
、
三
池
港
が
開
港
し
、
一
〇
〇
万
ト
ン
台
で
あ
っ
た
帆
船
に
よ
る
輸
送
量
は
明
治
四
四
年
に
五
〇
万
ト
ン
弱
ま
で

低
下
し
た
。
た
だ
、
大
正
期
に
入
っ
て
も
口
之
津
・
長
崎
行
き
の
帆
船
は
依
然
と
し
て
必
要
で
あ
り
、
塩
田
を
含
む
瀬
戸
内
海
沿
岸
行
き
も

年
間
お
よ
そ
五
万
ト
ン
以
上
が
帆
船
で
輸
送
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
瀬
戸
内
海
沿
岸
向
け
の
輸
送
が
ど
の
よ
う
に
管
理
さ
れ
て
い
た
の
か
は

不
明
な
点
が
多
い
。
し
か
し
、
関
門
海
峡
ま
で
の
航
路
の
要
所
に
お
い
て
、
三
池
炭
鉱
が
各
地
域
の
船
問
屋
か
ら
番
船
の
航
海
に
関
す
る
情

報
を
収
集
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

三
池
炭
鉱
は
口
之
津
の
小
林
傳
十
、
長
崎
の
池
末
政
夫
、
平
戸
の
小
田
伊
勢
八
、
呼
子
の
金
丸
毎
次
（
治
）
、
福
浦
の
百
合
野
又
太
郎

（
又
五
郎
）、
下
関
の
大
島
傳
次
郎
（
熊
太
郎
）
に
対
し
て
、
毎
年
末
に
謝
礼
金
を
支
出
し
て
お
り
、
彼
ら
に
自
社
船
・
番
船
の
発
着
状
況
を

報
告
さ
せ
る
と
と
も
に
、
海
難
事
故
の
際
に
は
救
助
に
あ
た
ら
せ
て
い
た
（

�）（
冒
頭
の
地
図
）
。
第
一
次
大
戦
の
影
響
に
よ
り
、
海
運
市
況
が

活
発
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
に
お
い
て
、
福
浦
の
百
合
野
と
下
関
の
大
島
に
対
し
て
は
「
馬
関
ニ
於
テ
番
船
帰

港
ニ
ツ
キ
特
ニ
尽
力
為
致
候
」
た
め
、
本
年
に
限
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
一
五
円
増
額
し
た
謝
礼
金
を
支
出
し
て
い
る
（

�）。
瀬
戸
内
海
の
出
入
り
口
に

位
置
す
る
船
宿
が
、
帆
船
不
足
の
場
合
に
迅
速
な
帰
港
を
促
す
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
、
瀬
戸
内
海
航
路
で
は
筑
豊
炭
な
ど
多
く
の
輸
送
需
要
が
存
在
し
て
お
り
、
番
船
に
対
す
る
貨
物
規
制
は
容

易
で
な
か
っ
た
こ
と
が

推
測
さ
れ
る
。
事

実
、

史
料
一
五
の
と
お
り
（

�）、
運

賃
高
騰
に
よ
っ
て
三
池
炭
以
外
の
石
炭
輸
送
に
従
事
す
る
番
船
が
あ
ら
わ
れ
た
際
、
三
池

石
炭
運
送
業
組
合
と
協
力
し
て
そ
の
取
締
り
に
あ
た
っ
た
と
し
て
も
、
約
定
の
履
行
を
強
制
す
る
の
み
で
は
穏
当
で
な
い
こ
と
が

指
摘
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
上
方
行
き
の
帆
船
に
は
航
海
奨

励
金
を
支

給
す
る
こ
と
で
、
他
の
石
炭
輸
送
を
防
止
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

明治期の三井三池炭鉱と帆船輸送（木庭）
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［
史

料
一

五
］

別
紙
航
海
奨
励
金
支
給
規
定
ニ
拠
リ
、
大
正
六
年
六
月
一
日
ヨ
リ
仝
年
九
月
三
十
日
ニ
至
ル
期
間
内
ニ
於
テ
、
三
池
出
帆
ノ
社
有
帆
船

三
池
番
船
ノ
上
行
船
ニ
適
用
ス

記
事

上
行
帆
船
々
腹
欠
乏
各
地
送
炭
困
難
致
居
□
□
、
番
船
帰
港
策
ニ
付
テ
ハ
色
々
奮
心
仕
居
候
モ
、
何
分
本
年
ハ
当
方
約
定
運
賃
ト
他
地

方
運
賃
例
年
ニ
ナ
キ
大
差
有
之
、
且
ツ
□
員
給
料
暴
騰
之
レ
カ
雇
入
ニ
困
難
其
他
ノ
事
由
ニ
ヨ
リ
稍
々
□
ス
レ
バ
番
船
帰
港
途
次
ヨ
リ

他
炭
積
載
上

�ス
ル
者
有
□
、
之
ガ
取
締
ニ
付
テ
ハ
番
船
組
合
ト
協
力
努
力
致
居
次
第
□
御
座
候
モ
、
只
約
定
一
天
張
ニ
テ
彼
等
ヲ
壓

迫
帰
港
□
□
事
モ
穏
当
ニ
ア
ラ
ザ
ル
哉
ニ
被
存
候
間
、
今
般
上
記
規
定
ニ
ヨ
リ
□
方
帆
船
航
海
ヲ
奨
励
シ
、
乗
組
員
ノ
収
得
ヲ
□
ナ
ラ

シ
□
□
他
炭
送
運
ヲ
防
止
致
度
、
御
詮
議
ノ
上
御
認
可
相
成
□
此
段
及
稟
議
候
也

社
有
運
炭
船
ノ
分
ハ
運
炭
船
経
費
番
船
□
□
販
売
経
費
ト
シ
テ
整
理
可
致
候

つ
ま
り
、
有
明
海
で
の
航
海
に
比
べ
て
、
瀬
戸
内
海
輸
送
に
つ
い
て
は
貨
物
の
選
択
を
約
定
に
よ
っ
て
規
制
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
三
池

石
炭
運
送
業
組
合
が
個
々
の
番
船
の
管
理
を
徹
底
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
後
、
三
池
炭
鉱
は
運
賃
の
値
上
げ
や
「
厳

重
ナ
ル
罰
則
」
の
設
定
な
ど
「
非
常
手
段
ヲ
取
ル
ノ
余
儀
無
キ
処
置
ニ
立
至
」
る
こ
と
と
な
る
（

�）。

（

1）
明
治
三
〇
年
以
降
、
三
池
炭
鉱
で
囚
人
労
働
が
縮
小
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
熊
本
県
監
獄
署
三
池
出
張
所
は
明
治
三

〇
年
一
月
に
五
〇
名
を
特
赦
放
免
と
し
て
出
獄
さ
せ
、
三
二
年
に
も
出
役
人
員
を
減
員
し
、
三
五
年
に
囚
徒
全
員
を
三
池

か
ら
本
監
へ
す
べ
て

引
き
揚
げ
た
（
田
中
直
樹
『
近
代
日
本
炭
礦
労
働
史
研
究
』
草
風
館
、
一
九
八
四
年
、
二
六
一
頁
）。
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（

2）
以
上
は
、『
三
池
炭
礦
半
月
報
』
（
三
池
五
一
七
）。

（
3）

明
治
三
〇
年
一
月
二
七
日
付
の
三
井
三
池
炭
礦
事
務
所
発
香
港
三
井
物
産
会
社
宛
書
信
（
『
官
衙
往
復
』
明
治
二
四
年
～
明
治
四
三
年
、
三

池
三
〇
五
）。

（

4）
以
下
は
『
三
池
炭
礦
半
月
報
』（
三
池
五
一
七
）。
三
池
保
護
会
と
は
三
池
炭
鉱
の
坑
夫
と
な
る
出
獄
人
を
保
護
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
組

織
で
あ
る
。

（

5）
明
治
二
九
年
一
〇
月
五
日
付
の
三
井
物
産
合
名
会
社
香
港
支
店
発
三
池
炭
礦
事
務
所
宛
書
信
（
『
各
地
物
産
往
復
』
明
治
二
九
年
、
三
池
三

〇
七
）
。
な
お
、
太
古

タ
イ
ク
ー（
洋
行
）
と
は
バ
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
＆
ス
ワ
イ
ヤ
ー
社
、
怡
和

イ
ワ

（
洋
行
）
と
は
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
マ
セ
ソ
ン
社
の
こ
と
で
、

両
社
は
香
港
・
上
海
に
お
け
る
三
池
炭
の
主
要
な
売
込
先
で
あ
っ
た
（
前
掲
、
山
下
［
一
九
七
七
ａ
］
八
八
頁
、
山
下
［
一
九
八
一
］
二
七
頁
）。

（

6）
明
治
三
〇
年
一
月
一
四
日
付
の
三
井
物
産
合
名
会
社
上
田
安
三
郎
発
三
井
三
池
炭
礦
事
務
所
島
田
純
一
宛
書
信
（
前
掲
『
官
衙
往
復
』
三
池

三
〇
五
）。

（

7）
明
治
三
〇
年
一
月
二
二
日
付
の
三
井
三
池
炭
礦
島
田
純
一
発
三
井
物
産
合
名
会
社
上
田
安
三
郎
宛
書
信
（
前
掲
『
官
衙
往
復
』
三
池
三
〇
五
）。

（

8）
『
石
炭
諮
問
会
々
議
録
』
明
治
三
〇
年
一
〇
月
、
物
産
一
九
九
（
引
用
部
分
は
四
頁
）。
な
お
、
同
会
議
に
は
三
井
鉱
山
よ
り
団
琢
磨
理
事
、

岡
本
貫
一
会
計
主
事
な
ど
三
名
が
参
加
し
て
い
た
。

（

9）
前
掲
春
日
［
一
九
七
七
］
第
四
四
表
、
隅
谷
［
一
九
六
八
］
三
五
一
～
三
五
二
頁
。

（

10）
前
掲
春
日
［
一
九
七
七
］
、
畠
山
秀
樹
「
三
池
炭
鉱
の
発
展
と
三
井
鉱
山
会
社
」
『
福
岡
県
史
・
通
史
編
近
代
』
産
業
経
済
（
一
）
、
二
〇
〇

三
年
、
第
八
章
、
五
九
二
～
五
九
五
頁
。

（

11）
以
上
は
前
掲
『
船
舶
ニ
関
ス
ル
契
約
書
』
契
三
、
索
引
目
次
「
一
一
」
（
三
池
六
一
四
）
、
各
年
の
『
三
井
鉱
山
合
名
会
社
職
員
録
』
（
Ａ
〇

五
二

�一

�一
、
二
）
に
よ
る
。
な
お
、
万
田
丸
、
口
之
津
丸
は
総
ト
ン
数
の
大
き
な
曳
船
で
あ
っ
た
た
め
、
吃
水
の
関
係
上
、
大
牟
田
川
の

中
に
は
入
れ
ず
、
沖
合
で
待
機
し
て
多
い
時
に
は
二
〇
隻
ほ
ど
、
空
船
の
場
合
は
四
〇
隻
ほ
ど
を
曳
航
し
た
（
前
掲
『
沿
革
史
』
第
二
巻
、
一

二
四
頁
、
稿
本
六
六
）。

（

12）
前
掲
『
沿
革
史
』
第
二
巻
、
一
七
五
頁
（
稿
本
六
六
）
の
「
社
有
運
炭
船
数
」
（
中
古
船
の
う
ち
二
隻
は
前
述
の
三
池
石
炭
合
資
会
社
が
建
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造
し
た
三
池
丸
）
。
な
お
、
同
史
料
は
、
自
社
船
の
増
加
は
輸
送
力
が
増
強
し
た
こ
と
に
加
え
て
、
番
船
の
運
賃
値
上
げ
に
対
抗
す
る
「
牽
制

策
」
と
し
て
、
ま
た
、
急
を
要
す
る
場
合
の
「
犠
牲
的
ニ
無
理
ノ
曳
航
ニ
使
用
」
す
る
た
め
の
も
の
と
し
て
有
意
義
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る

（
一
六
七
頁
）。
こ
の
点
は
、
前
掲
大
島
［
二
〇
〇
六
］
も
指
摘
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
他
の
史
料
か
ら
裏
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

（

13）
前
掲
『
艀
船
業
諸
届
記
録
』。

（

14）
史
料
一
三
の
冒
頭
に
お
い
て
、
船
問
屋
に
対
し
て
数
隻
の
番
船
を
取
り
扱
わ
な
い
よ
う
指
示
し
て
お
り
、
何
ら
か
の
違
反
者
に
罰
則
を
与
え

て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
原
因
は
判
然
と
し
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
惣
代
の
意
向
が
個
々
の
番
船
の
航
海
に
及
ぼ
す
影

響
に
つ
い
て
議
論
で
き
な
い
。

（

15）
以
下
は
、
前
掲
『
沿
革
史
』
第
二
巻
、
一
二
九
～
一
三
一
頁
（
稿
本
六
六
）。

（

16）
防
長
番
船
に
つ
い
て
は
前
掲
春
日
［
一
九
七
七
］
が
詳
し
い
。

（

17）
前
掲
『
沿
革
史
』
第
二
巻
、
一
八
三
頁
（
稿
本
六
六
）。

（

18）
三
井
物
産
門
司
支
店
『
石
炭
協
議
会
議
事
録
』
明
治
三
八
年
五
月
、
四
三
頁
（
物
産
二
〇
二
）
。
前
掲
春
日
［
一
九
七
七
］
は
、
同
じ
史
料

を
引
用
し
つ
つ
、
三
池
炭
鉱
が
惣
代
に
「
船
種
改
造
資
金
を
融
通
し
て
い
る
」
と
い
う
興
味
深
い
指
摘
を
し
て
い
る
。
瀬
戸
内
海
向
け
輸
送
へ

の
番
船
の
利
用
に
際
し
て
、
船
を
改
造
す
る
た
め
の
恒
常
的
な
貸
付
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
指
摘
を
裏
付

け
る
史
料
は
今
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
て
い
な
い
。

（

19）
同
表
の
「
地
元
売
／
有
明
港
各
地
」
に
は
塩
田
へ
の
積
出
高
を
含
ん
で
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。

（

20）
以
下
の
記
述
は
、
断
り
の
な
い
限
り
、
前
掲
『
沿
革
史
』
第
二
巻
、
一
八
八
、
一
九
五
頁
（
稿
本
六
六
）。

（

21）
な
お
、
同
史
料
に
は
船
主
数
二
〇
〇
名
余
（
五
〇
〇
隻
余
）
を
管
理
す
る
た
め
と
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
、
「
三
池
番
船
」
以
外

の
船
を
す
べ
て
含
め
て
考
え
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

（

22）
以
下
、
史
料
一
四
を
含
め
て
、
明
治
四
二
年
一
二
月
二
四
日
付
の
九
州
炭
礦
事
務
所
牧
田
所
長
発
本
部
長
宛
書
信
（
庶
務
課
『
本
店
往
復
』

本
一
〇
、
自
明
治
四
三
年
至
明
治
四
四
年
、
索
引
目
次
「
一
」、
三
池
一
四
三
六
）。

（

23）
塩
田
向
け
の
輸
送
を
担
っ
て
い
た
船
主
が
三
池
石
炭
運
送
業
組
合
に
加
入
し
、
そ
れ
と
と
も
に
「
防
長
番
船
」
は
解
散
し
た
（
前
掲
『
沿
革
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史
』
第
二
巻
、
一
九
三
頁
、
稿
本
六
六
）。

（
24）

前
掲
、
三
池
港
務
所
『
稟
議
綴
』
稟
一
（
三
井
文
庫
未
整
理
史
料
）。
謝
礼
金
の
支
出
を
示
す
史
料
は
明
治
四
四
年
か
ら
残
存
し
て
い
る
。

（

25）
小
林
二
〇
円
、
池
末
三
〇
円
、
小
田
二
〇
円
、
金
丸
二
〇
円
、
百
合
野
正
風
二
五
円
、
大
島
熊
太
郎
四
五
円
の
謝
礼
金
で
あ
っ
た
（
三
池
港

務
所
『
稟
議
』
稟
三
、
三
井
文
庫
未
整
理
史
料
）。

（

26）
大
正
六
年
六
月
二
九
日
の
決
定
稟
議
「
上
行
帆
船
航
海
奨
励
金
支
給
ノ
件
」
（
前
掲
『
稟
議
』
稟
三
、
□
部
分
は
の
ど
や
破
損
な
ど
に
よ
り

判
読
不
能
）。

（

27）
前
掲
『
沿
革
史
』
第
二
巻
、
一
八
四
頁
（
稿
本
六
六
）。

お
わ
り
に

冒
頭
で
述
べ
た
課
題
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
こ
う
。

第
一
に
、
口
之
津
港
ま
で
の
輸
送
が
三
池
炭
鉱
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
三
井
に
払
い
下
げ
ら
れ
た
直
後
の
明
治
二

〇
年
代
初
頭
に
お
い
て
、
三
池
炭
は
大
牟
田
か
ら
口
之
津
ま
で
比
較
的
に
円
滑
に
輸
送
さ
れ
て
お
り
、
運
賃
は
下
落
傾
向
に
あ
っ
た
。
需
要

が
増
大
す
る
と
出
炭
高
を
伸
ば
し
、
需
要
が
減
退
す
る
と
出
炭
高
を
抑
え
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
当
該
期
に
は
貯
炭
の
過
多
が
三
池
炭
の
販

売
を
左
右
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
日
清
戦
争
後
の
明
治
二
〇
年
代
後
半
に
は
、
船
舶
不
足
が
深
刻
化
し
て
輸
送
問
題

が
出
炭
と
販
売
を
制
約
す
る
ま
で
に
至
っ
た
。
他
の
要
因
も
検
討
す
る
必
要
は
あ
る
が
、
物
価
の
高
騰
と
番
船
（
非
公
式
組
合
）
の
統
一
化

に
よ
っ
て
運
賃
交
渉
が
難
航
し
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
横
須
濱
の
貯
炭
が
増
加
す
る
一
方
で
、
口
之
津
港
で
の
貯
炭
が
不
足
す
る

と
い
う
事
態
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。
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第
二
に
、
番
船
が
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
安
定
的
な
輸
送
力
と
し
て
機
能
し
た
の
か
は
、
船
舶
不
足
へ
の
三
池
炭
鉱
の
対
応
策
か
ら
明

ら
か
に
な
っ
て
く
る
。
口
之
津
港
へ
の
輸
送
に
問
題
が
生
じ
る
な
か
で
、
三
池
炭
鉱
は
自
社
船
の
建
造
、
臨
時
契
約
船
の
確
保
、
造
船
資
金

の
貸
付
と
い
っ
た
方
法
で
三
池
炭
用
の
帆
船
を
増
強
し
て
い
っ
た
。
造
船
資
金
の
貸
付
に
つ
い
て
は
、
三
池
炭
の
販
売
に
関
わ
っ
て
き
た
大

牟
田
の
企
業
家
（
経
営
者
と
し
て
参
画
し
て
い
る
会
社
を
含
む
）
に
対
し
て
資
金
を
供
与
し
、
口
之
津
港
ま
で
の
輸
送
を
条
件
に
造
船
契
約

を
締
結
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
三
池
炭
輸
送
に
新
規
に
参
入
し
た
と
み
ら
れ
る
地
主
に
対
し
て
も
同
様
の
契
約
を
結
ん
だ
。

三
池
炭
鉱
は
一
〇
隻
程
度
の
ま
と
ま
っ
た
造
船
が
可
能
な
貸
付
先
を
選
択
し
、
そ
の
際
に
資
産
的
な
裏
付
け
も
確
保
し
て
い
た
こ
と
に
は
注

意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

他
方
で
、
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
以
降
に
番
船
と
の
間
の
輸
送
契
約
を
修
正
し
、
そ
の
内
容
を
定
型
化
し
て
い
っ
た
。
三
池
炭
鉱
は

荷
役
に
関
す
る
自
社
船
優
遇
を
一
部
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
従
前
の
運
賃
を
基
準
と
す
る
よ
う
な
協
議
方
式
を
あ
ら
た
め
、
契
約
期
間
終
了

時
に
新
運
賃
の
設
定
に
む
け
て
の
交
渉
を
認
め
る
と
い
う
姿
勢
を
み
せ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
番
船
側
は
輸
送
貨
物
に
関
す
る
規
制
を
受
け

入
れ
て
お
り
、
明
治
三
〇
年
代
に
は
約
定
の
な
か
で
「
規
約
書
」
の
履
行
が
明
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
明
治
二
九
年
か
ら
三
〇
年
に
か

け
て
、
三
池
炭
鉱
と
番
船
の
双
方
の
行
動
が
制
約
さ
れ
る
よ
う
な
契
約
関
係
が
成
立
し
た
こ
と
で
、
口
之
津
港
へ
の
輸
送
問
題
は
緩
和
さ
れ
、

出
炭
能
力
不
足
の
解
消
が
喫
緊
の
課
題
と
し
て
表
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

最
後
に
、
口
之
津
港
へ
の
三
池
炭
輸
送
と
番
船
の
海
運
取
引
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

番
船
の
海
運
取
引
で
も
っ
と
も
重
要
な
点
は
、
大
牟
田
に
居
住
す
る
船
主
の
同
業
者
組
織
が
番
船
を
管
理
し
、
惣
代
が
中
心
に
な
っ
て
出

入
港
の
秩
序
の
維
持
、
三
池
炭
鉱
と
の
交
渉
や
協
議
、
貨
物
の
規
制
、
船
舶
数
の
調
整
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
同
業
者
組
織
に

お
い
て
は
、
例
え
ば
非
公
式
組
合
の
分
裂
と
統
一
や
明
治
四
三
年
の
番
船
の
整
理
で
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
官
営
期
か
ら
三
池
炭
の
販
売
な
い

し
輸
送
を
担
っ
て
き
た
旧
石
炭
問
屋
・
有
力
船
主
が
強
い
影
響
力
を
発
揮
し
て
い
た
。
ま
た
、
彼
ら
の
な
か
で
も
三
池
炭
鉱
と
深
い
関
係
を
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築
い
て
い
た
野
口
忠
太
郎
や
福
井
福
太
郎
は
（
１
）、
個
別
に
造
船
・
輸
送
契
約
を
結
ん
で
増
大
す
る
帆
船
輸
送
の
要
請
に
応
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
三
池
炭
鉱
は
大
牟
田
と
い
う
地
域
社
会
を
基
盤
と
し
、
と
り
わ
け
地
域
を
代
表
す
る
企
業
家
を
核
と
し
た
海
運
取
引
の
あ
り
方
に

依
拠
す
る
こ
と
で
、
三
池
港
開
港
ま
で
円
滑
な
帆
船
輸
送
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
番
船
に
よ
る
輸
送
が
広
域
化
し
て
い
く
と
と
も
に
、
地
理
的
な
近
接
性
を
前
提
と
し
た
同
業
者
団
体
の
限
界
が
あ
ら
わ
れ
て
く

る
。
特
に
、
大
正
期
以
降
の
瀬
戸
内
海
輸
送
に
関
し
て
は
従
来
ど
お
り
の
運
航
の
管
理
は
困
難
に
な
っ
て
い
っ
た
。
た
だ
、
三
池
築
港
が
完

成
す
る
と
、
国
内
が
主
要
な
市
場
で
は
な
い
三
池
炭
に
と
っ
て
、
帆
船
は
そ
れ
ほ
ど
必
要
で
な
く
、
瀬
戸
内
海
で
の
問
題
の
発
生
は
三
池
炭

鉱
の
経
営
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
三
池
港
開
港
後
の
帆
船
輸
送
お
よ
び
港
湾
荷
役
の
実
態
に
つ
い
て

は
別
稿
を
期
し
た
い
。

（

1）
『
三
池
鉱
業
所
沿
革
史
』
第
九
巻
・
庶
務
課
八
、
三
四
六
〇
頁
（
稿
本
六
二
）
に
は
、
明
治
二
二
年
か
ら
大
正
五
年
ま
で
「
地
元
ノ
元
老
ト

シ
テ
羽
振
リ
ヲ
見
セ
テ
イ
タ
野
口
忠
太
郎
、
森
時
三
郎
、
福
井
福
太
郎
ラ
ガ
町
政
ノ
上
ニ
ド
ツ
カ
ト
腰
ヲ
下
シ
、
陰
ニ
陽
ニ
会
社
ノ
事
業
ニ
対

シ
テ
万
幅

マ
マ

ノ
支
援
ヲ
与
ヘ
テ
イ
タ
時
代
デ
、
時
タ
マ
現
ハ
レ
ル
異
端
者
ニ
対
シ
テ
ハ
コ
レ
ヲ
元
老
ガ
頭
カ
ラ
押
エ
ツ
ケ
テ
イ
ク
ト
云
フ
親
善
ブ

リ
デ
ア
ツ
タ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
三
池
炭
鉱
が
当
該
地
方
で
土
地
を
買
収
す
る
に
あ
た
っ
て
、
野
口
忠
太
郎
は
森
時
三
郎
と
と
も
に
地
主
と
交
渉
す
る
な
ど
の
便
宜

を
図
っ
て
い
た
（
堤
益
太
郎
氏
談
話
・
内
藤
隆
輔

氏
談
話
『
談
話
聴
取
録
（
三
池
）』
其
二
、
一
九
頁
、
稿
本
五
一
八
）。
ま
た
、
明
治
三
〇
年

に
石
炭
採
掘
の
影
響
で
早
鐘
溜
池
が
枯
渇
し
た
た
め
、
近
隣
の
水
田
に
対
す
る
賠
償
問
題
が
生
じ
た
が
、
三
池
炭
鉱
は
大
牟
田
町
長
や
駛
馬
村

長
、
野
田
卯
太
郎
な
ど
の
仲
介
・
斡
旋
を
通
じ
て
解
決
し
た
。
そ
の
際
、
旧
下
里
村
方
面
で
森
平
四
郎
・
森
時
三
郎
が
、
旧
大
牟
田
村
方
面
で

福
井
福
太
郎
・
古
賀
甚
一
・
蓮
尾
宇
十
郎
が
、
地
主
の
承
諾
を
得
る
た
め
に
奔
走
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（
以
上
、
『
三
池
鉱
業
所
沿
革
史
』

第
九
巻
・
庶
務
課
七
、
三
一
五
〇
～
三
一
五
四
頁
、
三
二
〇
六
～
三
二
一
三
頁
、
稿
本
六
一
、
古
賀
甚
一

氏
談

話
『

談
話

速
記
録
（
三
池
）
』

明治期の三井三池炭鉱と帆船輸送（木庭）
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其
三
、
七
頁
、
稿
本
五
一
九
）。

�
付
記
�
本
稿
は
日
本
学
術
振
興
会
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金
（
若
手
研
究
Ｂ
課
題
番
号

24730291）
の
助
成
を
受
け
て
い
る
。
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